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次に記した日までに返して下さい。

日

標目教育

ヒの向上を図る。教育基本法に基っ・き、 生t

の徳性を培い、豊かな心、 いきいきと l

広 く困際社会iζ生きる市i

各自のもつ個性と創造↑ りする態度を育て

る。

2 

ちる とともに、地家庭教育、学校教育、ネ3 

主する。
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域の自然、文化を大切に1

教育目標を達成するため1，

教育施設・設備の充実ii

学校教育の内容・指導。

占重
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教育を推進する。

図書館における資料の充実に努め、市民の多様な要求に応じられる図書館活動を推進する。

上 45 内図M-31-8(80x120) 

力の伸長を図り、保護者。
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昭 和 62 年度

目野市教育委員会の教育目標と重点

標目育教

教育基本法tζ基づき、生涯教育をふまえ、次のことを目標にして日野市の教育・文化の向上を図る。

豊かな心、いきいきとした知識、健やかな体をやしなうとともに、社会人としての徳性を培い、

広く困際社会iζ生きる市民の育成に努める コ

各自のもつ個性と創造性を伸ばし、人間尊重の精神を身につけ、互いに励まし協力する態度を育て

る。

家庭教育、 学校教育、社会教育の緊密な連携のもと、 fj少年の健全なfi成を進めるとともに、地3 

2 

域の自然、文化を大切にする郷土愛を育てる。，
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教育目標を達成するために、次のことを重点とする。

教育施設・設備の充実に努め、その有効な活用・保全を図り、市民への開放を推進する。

学校教育の内容・指導の充実に努め、幼児・児童・生徒に自ら学ぶ力をつけ、一人一人の個性や能2. 

力の伸長を図り、保護者の期待に応える教育を推進する。

家庭教育及び公民館活動の充実・スポーツ活動における指導体制の充実に努め、生涯に立脚した社会

教育を推進する。

3. 

図書館における資料の充実に努め、市民の多様な要求に応じられる図書館活動を推進する。4 i
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昭和 62年度学校教育指導の重点

日野市教育委員会の教育目標を達成するため、次のことを重点にし、学校教育の充実・向上を図る。

日本国憲法に基づき、教育基本法に示された教育の目的を達成するためには、学校の教育活動全体を

通して、あらゆる偏見や差別をなくし、人権尊重の教育を徹底することが重要である。

また、国際的視野をもち、わが国と諸外国との生活や文化の違いを理解させ、これを尊重する態度の

育成に努め、世界の平和に貢献できる市民を有成することが重要であるD

さらに、地域の自然、や文化を積極的に学校教育に取り入れることによ って地域の理解と地域社会の一

員としての連帯感を養い、家庭・地域・関係諸機関との連携を一層深め、地域に根ざした学校教育の推

進に努めることが大切である。

(指導の重点)

O 学習指導の改善・充実

児童・生徒が、ゆとりある充実した学校生活を送るためには、一人一人の個性や能力に応じた指導

を徹底することが重要である。

各学校においては、次の点に重点をおいて各教科等の基礎的・基本的な内容を確実に身につけさせ

るとともに、柔軟な思考力と豊かな創造力を育て、生涯を通じて学習を継続する意欲と態度を養う必

要がある。

(1) 学校の創意を生かした教育課程の編成と実施に努める。

(2) 児童・生徒の学習過程に視点をおいた授業研究を行う。

(3) 学習指導の改善を図るため、教育評価についての実践的な研究を行う。

(4) 全教育活動を通じて自主性を養うとともに、好ましい人間関係の育成に努めるO

(5) 地域に根ざした教育活動を創意工夫し、実践するように努める。

0 生活指導・進路指導の充実

人間性豊かな児童・生徒を育成するためには、個性を伸長し、社会の一員としての自覚と徳性を培

い、自己実現を図る能力と態度を身につけさせることが重要であるo

各学校においては、次の点に重点をおいて一人一人の児童・生徒の理解を深め、全校的な指導体制

を一層充実して、組織的・計画的に生活指導・進路指導を行う必要がある。

(1) 児童・生徒理解を深め、基本的生活習慣の確立を図る。

(2) 家庭・地域・関係諸機関との連携を株めるとともに、全教職員の共通理解に基づき、児童・生徒

-2-
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の実態や発達段階に応じた生活指導を行う。

(3) 学級経営の充実に努め、好ましい学級集団の形成を図るとともに、一人一人に応じた指導の徹底

を図るD

(4) 教育相談活動の充実を図り、積極的に児童・生徒を援助し、問題行動の未然防止に努める。

(5) 一人一人の能力や適性を正しく把握し、それぞれが将来に対する目的意識を確立し、意欲的に学

校生活を送れるように進路指導に努める。

0 健康・安全指尊の充実

児童・生徒が、生命を尊び健康で明るく学校生活を送るためには、児童・生徒の心と体の健康づく

りが大切である。

各学校においては、次の点に重点をおいて教育活動全体を通して健康・安全の指導と管理の徹底を

図ることが大切であるo

(1) 自ら進んで健康の増進や体力の向上を図る態度や能力を養う。

(2) 自ら自己の生命・安全を守る態度を養う。

(3) 安全指尊や安全管理を徹底し、学校内外の事故防止に努める。

。心身障害教育の充実

心身に障害をもっ児童・生徒一人一人の能力・適性を十分伸長するためには、教育環境の整備充実

を図るとともに、教育内容・方法の改善・充実に努めることが重要であるo

各学校においては、次の点に重点をおいて心身障害教育の充実を図るとともに、心身障害者への理

解を深めることが大切である。

(1) 心身障害教育について、全教職員の理解を深める。

(2) 障害の種類や程度に応じた適切な教育計画と教育内容・方法について創意工夫するとともに、児

童・生徒の実態に応じた交流教育の推進に努める。

(3) 家庭・医療機関及び、関係諸機関との連携を深めるとともに、継続的な教育相談活動を一層充実

させる。

※ 学校を、圏・学校に、児童・生徒を、幼児・児童・生徒に読み代える

0 幼児教育の充実

幼児期は心身の発達が著しく、人格を形成する上で重要な時期である。各幼稚園においては、幼児

の発達課題を適切にとらえ、次の点に重点をおいて教育活動の充実に努めることが大切である。
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(1) 幼児の生活実態や心身の発達に基づき、指導計画と指導法の改善に努める。

(2) 基本的生活習慣を身につけ、正しい社会的態度を育成し、豊かな情操を養うように努める。

(3) 地域の特性を生かし、教育活動を充実する。

(4) 小学校や関係諸機関、保護者との連携を図り、幼児の健全な育成に努める。

-4-



昭和 62年度東京都教育委員会の教育目標

人間尊重の精神を基調とし、広く国際社会において信頼と尊敬の得られる知・徳-体の調和のとれた

人間性豊かな都民を目指 し、 家庭教育 ・学校教育・社会教育の緊密な連携のもとに生涯にわたる教育を

推進する。

学校教育においては、 未来への展望に立ち、教育の本質と現代の教育的課題とを深く考え、勤労と責

任を重んじ、自主性と創造性に富み社会連帯意識をもった心身ともに健康な幼児・児童 ・生徒・学生の

育成を目指し、 一人一人を生かす学校教育を推進する。

社会教育においては、 生涯を通じ、あらゆる機会、あらゆる場所を利用 し、実際生活に即して、文化

的教養を高め、 スポー ツに親しみ、連帯して豊かな社会の形成を目指す都民の社会教育を推進する。

学校教育の課題と指導の重点

東京都教育委員会は、先の教育目標を達成するため、学校教育Kおいて推進すべき課題を明らかにし、

そのために必要な、 日常の教育における指導の重点を設定する。

各学校においては、教師一人一人の識見や能力を高め、校内の指導体制を整備し、 学校経営に創意工

夫を乙らして、 学校教育の一層の充実、向上に努める乙とが大切である。

(学校教育の課題 )

O 人権尊重の教育の推進

日本国憲法の精神に基づ、き、教育基本法に示された教育の目的を達成するためには、 学校の教育活

動全体を通して、あらゆる偏見や差別をなくし、人権尊重の教育を徹底する乙とが重要である。

特に、各学校においては、人権尊重の精神を培い、一人一人の児童 ・生徒の成長 ・発達と自己実現

の達成を図る同和教育の推進に努める必要がある。

心身に障害をもっ児童 ・生徒については、その障害の種類や程度に応じて、 一人一人の能力、適性

が十分伸長されるような教育活動を行う必要がある。また、障害をもっ人に対する理解を深めるとと

もに連帯感の育成に努める乙とが大切である。

さらに、人種、民族、性別等を異にする乙とによって、児童 ・生徒の人権が損なわれる乙 とのない

よう十分配慮する乙とが大切である。

0 地域lと根ざした教育の推進

児童 ・生徒を健全な社会人として育成するためには、地域の人々や自然、文化との接触の機会を通

して、地域社会の一員としての自覚を促 し、郷土を愛する心を培い、地域社会の形成者としての資質

を養うよう努める乙とが重要である。

特lζ、各学校においては、地域の自然や文化を積極的に学校教育に取り入れる乙とにより、 自然や

文化を愛し、地域から学ぼうとする心情や人々との連帯感、地域への帰属意識を培う必要がある。

また、学校のもつ教育機能や施設・設備を開放するとともに、家庭や地域社会の期待に適切に応え

て学校経営の充実に努め、児童・生徒の社会活動への参加を一層促進する乙とが大切である。

。国際理解教育の推進

常に国際的な視野をもち世界の平和と人類の幸福に貢献する乙とのできる国民を育成するためには、

我が国の文化や伝統についての理解を一層深め 、進んで国際社会に参加、 協力できる能力と態度を養

うことが重要である
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特lζ、各学校においては、国際都市東京の実態に即し、国際的な交流の機会等を生かし、教育活動

全体を通して、世界の人々の生活や個有の文化を理解させ、国際協力に果たす個人や国家の役割を正

しく認識させる必要がある。

その際、我が国と諸外国との生活や文化などの違いを正しく把握させるとともに、これらを尊重す

る態度を育成するよう、創意工夫に努めることが大切である。

(指導の重点)

O 学習指導の改善・充実

児童・生徒が、ゆとりのある充実した学校生活を送る乙とができるようにするためには、 一人一人

の個性や能力に応じた指導の徹底を図ることが重要である。

各学校においては、各教科等の基礎的・基本的な内容を確実に身に付けさせるとともに、新しい時

代の進展に対応できるよう教育内容・方法の改善を図り、柔軟な思考力と豊かな創造力を育成し、生

涯を通じて学習を継続する意欲と態度を養う必要がある。

特iζ、学習が遅れがちな児童・生徒や心身に障害をもっ児童・生徒に対しては、一人一人の実態に

応じて能力、適性が十分伸長されるよう、指導の徹底に努める乙とが大切である。

0 生活指導・進路指導の充実

人間性豊かな児童・生徒を育成するためには、個性を伸長し、社会の一員としての自覚を高め、自

己実現を図る能力と態度を身に付けさせる乙とが重要である。

各学校においては、児童・生徒がいきいきと意欲的に学校生活を送ることができるよう、一人一人

の児童・生徒に対する理解を深め、保護者の要望を十分把握するとともに、教育相談を重視するなど

全校的な指導体制を一層充実して、組織的・計画的に生活指導・進路指導を行う必要がある。

その際、家庭、地域及び関係諸機関との連携を密にして、問題行動の要因を把握し、これを未然に

防止する指導の徹底に努め、児童・生徒の健全な育成を図る乙とが大切である。また、児童・生徒が

自己理解を深め、将来にわたる生き方を考え、主体的に進路を選択する能力と望ましい勤労観・職業

観を身に付けることができるよう、進路指導の改善・充実に努めることが大切である。

。健康・安全指導の充実

児童・生徒が、生命を尊び健康で明るく活力のある生活を送ることができるようにするためには、

児童・生徒の健康っくりに努める乙とが重要である。

各学校においては、教育活動全体を通して生命の大切さを十分指導し、健康・安全についての理解

を徹底して、自ら進んで健康の保持増進や体力の向上を図る能力や態度を育てることが必要である。

特に、性にかかわる指導においては、人間の性に関しての理解を十分深めさせ、成長過程における

課題に適切に対応できるよう援助・指導する乙とが大切である。

また、体育活動や日常生活における事故の防止に努めるとともに、交通や地震等による事故・災害

に対して、児童・生徒の安全を確保する乙とが大切である。

(注) r児童・生徒」とは、幼児・児童・生徒・学生をいう。
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日野市教育委員会の学校訪問Kついて

1.趣 旨

学校訪問は教育委員会の教育長・教育次長及び指導室長・各課の課長・指導主事が学校を訪問し、

学校の教育活動の実態に直接触れる乙とを通Lて、①学校の当面する教育指導上の諸問題への対応、

②学校の施設・設備上の諸条件の整備、活用状況の把握、③日野市の全般的な教育活動を把握して、

教育行政の参考にするとともに、各校の教職員との協議懇談を行し、相互の理解を深め、日野市の教育

内容・方法の充実 ・発展に資する。

(1) 市教委訪問A

2年聞に一度、教育長、教育次長、指導室長、各課長及び指導主事が訪問し、学校経営全般にわ

たって実態を把握し、教育内容充実のため協議する。

①概況説明 ②授業参観 ③施設・設備の活用状況 ④諸帳簿閲覧 ⑤協議・懇談等も含む。

尚、教育委員も時間のゆるす範囲で、教職員との協議に出席し懇談する。

(2) 市教委訪問B

年聞にA訪問のない学校に、指導主事が訪問する。

①学級経営 ②教科・道徳・特活の指導 ③授業研究 ④生活指導等を含む。

(3) 要請訪問

各学校(園)の要請に応じ、指導主事が訪問し指導 ・助言する。

2.昭和 62年度市教委訪問日程

No. 幼 稚 園名 市教委訪問 A 市教委 訪 問 B

第 一 幼稚園 1月19日(火)

2 第 二 幼稚園 6月10日(水) (一般訪問)

3 第 二 幼稚園 5月26日(火)

4 第 四 幼稚園 5月19日(火)

5 第 五 幼稚園 11月13日(金)

6 第 六 幼稚園 12月11日(金)

7 第七幼稚園 6月 3日(水)
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No. 小学校名 市教委訪 問 A 市教委訪問 B

日野第一小学校 11月 4日(水)

2 日野第二小学校 5月20日(水) (一般訪問)

3 日野第三小学校 2月 10日(水)

4 日野第四小学校 5月 15日(金)

5 日野第五小学校 10月 12日(月)

6 日野第六小学校 5月 l2日(火)

7 潤徳小学校 5月 18日(月)

8 平山小学校 12月 15日(火)

9 日野第七小学校 11月 6日(金)

10 日野第八小学校 10月 9日(金)

11 百草台小学校 1月29日(金)

12 滝合小学校 2月23日(火)

13 高幡台小学校 10月 5日(月)

14 南平小学校 10月26日(月)

15 程久保小学校 1月26日(火)

16 旭が丘小学校 2月 5日(金)

17 平山台小学校 6月 18日(木)

18 東光寺小学校 10月20日(火)

19 =沢台小学校 1月27日(水) (一般訪問)

20 仲田小学校 10月21日(水) (一般訪問)

No. 中学校名 市教委訪問 A 市教委訪問 B

日野第一中学校 9月30日(水) (一般訪問)

2 日野第二中学校 6月 8日(月)

3 七生 中学校 2月 8日(月)

4 日野第三中学校 11月 17日(火)

5 日野第四中学校 6月23日(火)

6 =沢中学校 11月24日(火)

7 大坂上中学校 10月 7日(水) (一般訪問)

8 平山中学校 11月 9日〈月)
」
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昭和 62年度日野市教育委員会指導室年間活動計画

A 一般研修

名称 ねらい・方針 期 日 内容 . 方法 会場 対象

4/30耐 教育の動向をさぐる(講演) 市役所

市立幼稚園、小・中学
お;子注4

校の運営に当たる教職員 5/ 7耐 学校経営近代化の工夫・講演 市役所 校長
校

を対象lと学校(園)の管理 . 
経

-運営のあり万を求め、 5/28耐 学校教育目標の具現化とその工夫 市役所 教頭
戸昌主4弘

学校経営や教育課題につ . 
研

6/ 5幽 東京都の教育課題とその対応 市役所 教諭
修

いて研修する。

(原田・奈尾)

7/14伏) 教育課題解決と管理職 市役所

5/21Tf¥:) 特別活動の理念と方法(1) 研資料究室

教育課程の充実・改善、
教諭教

学習指導計画について研 6/ 2伏) 特別活動の理念と方法(2) 市役所
育

修し、各校の実践化を図
. 

課

校務分掌担当
程

る。 7/ 7伏) 道徳的実践力の育成 市役所

研
(原田・奈尾)

修
9/22伏) 学校裁量の時間の運営(1) 市役所

10/ 8附 学校裁量の時間の運営(2) 市役所

4/22 (7J<) 新しし、教育の理念 市役所

5/28耐 学習指導法の改善(1) 市役所

中堅教諭・教職経験6

中 年を経過した教員を対象 6/ 9伏) 学習指導法の改善(2) 市役所 教

堅 に、新しい教育の理念や、
教

教育の課題についての理 6/22何) 学習指導法の改善(3) 市役所
諭. 解をふかめたり、指導法

7/27伺) 性教育の方法(1) 市役所
t¥ の改善等について研修し

年 専門性を高める。
7/28伏) 心身障害教育(1) 市役所

次 (奈尾・原田)
教

諭 11/16伺) 性教育の方法(2) 学 校

研

修 11/26耐 心身障害教育(2) 市役所 諭

12/ 1 (j<) 道徳的実践力の育成 学校

1/25伺) 学習指導法の改善 学 校
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名称 ね らい・ 方針 期 日 内容 . 方法 =iミ〉、 ιL窃日 対象 |

4/ 3働 教地域職理員解の服務 市役所

4/23附 学校経営と生活指導 市役所

教員の職責の重要性を

認識した上で各学校の教 5/29樹 個を生かす学習 市役所

新 育目標にそって一人一人
新

の児童生徒の能力 ・特性 6/12働 教育機器の活用 学校

規 を十分に伸ばす学習指導

-生活指導 ・学級経営が 7/30 附吐) 教個育を相生談かすと指生導活指導 現地
規

採 8/ 1 
できるように講義 ・授業

用
研究を行し1教職の専門性 9/24耐 教育の動向と教育課題 市役所 採 |
を高める。

教 10/23幽 授業研究 (1) 学校 用 |
(奈尾 ・原田)

諭
11/27幽 授業研究 (2) 学校

教
研

12/ 1 ()<) 授業研究 (3) 学校

修 諭

12/16 (7J<) 授業研究 (4) 学 校

1/21耐 指導要録の作成と学級事務 市役所

2/26幽 国際理解教育の推進 現地

7/ 3幽 水泳実技指導 学校

実 日々の学習指導におい 7/27伺) 陶芸の基礎技法 (1) 学校 教

て指導の効果を高めるた

技 めに実技を中心に研修す 7/28ek) 陶芸の基礎技法 (2) 学校

る。

研 (奈尾・ 原田) 8/28働 リズム運動 -表現運動 学校

修 8/28~当 書写実技指導 (1) 市役所 諭
， 

8/29吐) 書写実技指導 (2) 市役所

健康 ・安全教育を進め 7/16耐 児童 ・生徒の心の健康管理 市役所
寸A主zゐ. 

るため学校保健について
養

校
研修する。 12/14伺) 学校保健に関する機器の取扱い方 市役所

護

保 教

健 (奈尾 ・原田) 諭
2/15閃) 健康 ・安全教育の推進の方法 市役所

ハU
4
E
i
 



名称 ねらい ・方針 期 日 内容 . 方法 宅ぷz〉三、 L明自 対象

5/ 6(7J<) 東京都の教育課題 市役所

5/29自 人権尊重教育の推進 (1) 市役所

教育の本質と現代の教

教 育的課題をと らえ、未来 6/ 4附 人権尊重教育の推進 (2) 市役所 教

への版唱にたった教育活
育 動をすすめるために、 、Jj 6/16肉 男女平等教育の推進 (1) 市役所

課
山-する教育課題について

の理解をふかめ、指導法 7/ 3働 男女平等教育の推進 (2) 市役所

題 について研修する。

(原田 ・奈尾) 10/19伺) 国際理解の教育 (1) 市役所
研

修
11/ 5制 国際理解の教育 (2) 市役所

11/27幽 男女平等教育の推進 (3) 学校 諭

12/ 4働 人権尊重教育の推進 (3) 学校

1/18悶) 国際理解教育の推進 (3) 学校

8/ 3閃) カウンセリングマインドについて 市役所

教育相談の理念につい

教 て研修 し、 問題行動をお 8/ 4(X) 問題行動をお乙す子どもの理解 市役所 教

三円~ 乙す子どもの理解、事例

本目
研究を通 し児童 ・生徒理 8/26 (7J<) いじめの解消と教育相談 市役所

ヨ彫火ぺ
解の方法 ・その対応の方

法について研修する。 8/27耐 教育相談の技法 市役所
研

(原田 ・奈尾)
イ彦 10/ 8肘 事例研究 市役所 諭

11/16伺) 事例研究 市役所

幼児の心理発達を的確 8/ 3(月) 幼児の遊びの特色 市役所
幼

にとらえるとともに、望
教

児

教 ましい幼児教育の充実を一
8/27(月) 基本的生活習慣の形成 市役所

育 図る。 日命

(原田 ・奈尾)
8/28(X) 環境構成と子どもの活動 市役所

学校事務

学た校め運学校営を務円滑に進め
る 事 について
研修する。

原田 ・奈尾)



B 宿泊研修会(一日研修を含む)

名称 ねらい・方針 期 日 内容・方法 会場 対象

児童・生徒の実態と地域 0教育課程の趣旨を生かし

教宿
に即した教育課程の編成と 主体的学習を促す学習指

教

務器
実施をめざし、他地域を参 11/18 (71<) 導・学級指導を実践して

務
観したり、情報交換等をと いる学校を参観し、自校 未 定

主修
おして教務主任としての資 11/19耐 の教育課程編成に生泊ミす己

主
任会

質を高める。 任

(原田)

児童・生徒の実態を把握 。他校訪問一参観校の生活
生宿 し生活指導の確立を図るた 指導組織とその実践を見 生
活泊 11/11蜘 活指
指研

め他地域を参観し情報交換 学し自校の指導に生かす。
未 定

雪修
をとおして生活指導主任の 0研究協議 導

資質を高める。
11/12耐 主

任会 任
(奈尾)

学校保健の組織的活動を 0学校教育の中における保

保一 行い積極的に成果をあげて 健委員会の有機的な機能 保
健日 いる学校を参観し自校の実 の実際を参観、協議する。

未 定
健

主Z践化に役立てるo 。保健主任と養護教諭の職 主

任会 務分掌の具体的事例を中 任

(原田・奈尾) 心に意見交換。

全校的な指導体制の強化 0他校訪問
進宿 -充実を図るため、他地域 参観校の進路指導の指導 進

~四泊 を参観 L情報交換をとおし 6/30W 
計画並びに組織とその実 路指

導研 て進路指導主任の資質を高 践を見学し自校の指導に
未 定

導
主修

める。
7/ 1 (71<) 

生かす。 主
任会 任

(奈尾) 0研究協議

一学期の教職経験を話し 0講話「児童・生徒理解の

新宿 合レ、指導上の課題を協力 方法と生活指導J 葉i

任謀 して解決し、教職の専門性
7/30附

0研究討議「一学期の反省 採規
御 岳

教修 を高める。
8/ 1吐)

と指導上の問題点J 用

論会 0 自然、観察の指導
教
諭

(奈尾・原田) 「動物・植物・星・ )11J 

っ'U

4
E
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C 主任会・委員会等

名称 ねらい・方針 期 日 内容・方法 会場 対象

4/16肘

5/14附
教務主任の立場から円滑

6/11肘
0教務主任の職務について

教
な学校運営のあり方を研修

7/ 9耐
研修する。

教
務 すると共に当面する教育諜 9/17肘 0円滑な学校運営を図る教 市役所

務

主ー 題について研究協議し自校 10/15痢 務主任のあり方について。 文は

の教青活動の改善・充実に 11/18-----19 0当面する教育課題につい Aヲ主4ー 校
主

任

役立て る。 12/17耐 て情報を交換し、実践に
任

iτE』三

(原因・奈尾) 1/21附 役立てる。

2/18附

3/10自

4/13閃)

5/11伺)

生
生活指導についての共通 6/ 1伺) o生活指導上の臨床的対策

生

活
理解を務め、それぞれの学 7/ 6伺) にとどまらず学校生活に

活
指 校における生活指導上の問 9/14閑 喜びを感じ、自身の能力 市役所

指
導 題を解決するため情報交換 10/ 6伺) を十分に伸ばせるような 又は

主 11/ 2伺)
導

と研修を進める。 生活指導のあり方をめざ A子L・ 校

任 12/ 7伺)
主

して、研究を進める。
之ヨ=』ζ 1/11耐

任
(奈尾・原田)

2/ 1伺)

3/ 7伺)

4/27何)

5/25何)
中

6/22閃) 中
ρすふら」

中学校の生活指導及び学 o先生と生徒、生徒間の人 片ザ品ιー

校 7/13伺)
校

生 校聞の協力体制を推進し、 9/28伺) 間関係のあり方を研究し 市役所
生

活
生活指導の充実を図る。 10/19伺) 学校生活に生きがし、を感 又は 活

指

導 11/30円) ずるような生活指導の確 A寸峠一 校
指

主 12/14伺)
導

任 (奈尾・原田) 立をはかる。 主

ぷ;z:;与z 
1/25伺) 任

2/29閃)

3/ 7伺)

円

t
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名称 ね らい・方針 期 日 内容・方法 会 場 対象

4/17~当

心身と もに健全な児童・ 5/ 8働 。学校保健のあり方につい

生徒の育成を図るための保 6/19働 て研修を深める。
保

健教育のあり方を研究し、 。学校に永ける保健指導の7/10自 保
健 健康・安全教育の推進につ 9/18自 実態のもとに情報を交換 支 役所

健
主 いて研修を進める。 10/16幽 し、望ま Lいあり方につ 又 は

11/20~当 いて研究する。 A一子Lら 校
主

任

12/18働 0分科会研究 任
iヨエ』

1/22働 。研究発表

(原田・奈尾) 2/19幽

3/11幽

中学校の進路指導の基本 4/17働 。全校的な指導体制を確立

的なあり方について研修す 5/ 8幽 し、進路指導の充実をは

進
るとともに、進路情報を交 6/19~当 かる方法を研究する。

路
換する。 7/10幽 0各校の進路指導上の問題 進

指 9/18幽 点の整理と検討。 路

導 10/16幽 -進路指導の全体計画 市役 所 指

導
主 11/20幽 -各学年の指導の重点 主
任

12/18働 -進路指導を推進するた 任
£ヨミ』

1/22幽 めの組織運営

(奈尾・原田) 2/19自 -指導資料

3/11幽

小学校社会科副読本「た 。学習指導要領の改訂にそ

社改 たしたちの日野J、中学校 って日野市小中学校社会
委

門今訂委 社会科副読本「のびゆく日
年間

科副読本の部分改訂を行
市役所

読副H 一 野」の改訂を行 う。 う。

本会
員

(原田・奈尾)

ノ

心身共に健康で明るい児 7/16耐 。保健業務に係る連絡調整

学連 童・生徒の育成のため、健 12/14白) 0健康・安全に関する情報
養

市役所
校絡 康・安全に係る諸業務の運 2/15伺) 交換 護

協 又は
保議 営について連絡協議する。 0健康・安全のための教育 教

中 央
健会 指導に関する研修 公民館 諭

(奈尾・原田) 。研究発表

A
斗‘
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E
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名称 ねらい・方針

心身に降害のある幼児・

児童 ・生徒の障害及び発達

に応じて適切な教育措置を

行 う。

期日| 内 容 ・ 方 法

5/24(釘|

第一回 | 相談所及び児童相談所等

10/17出! と連絡をとりながら就学

10/24出| に関する継続相談を行う。

0障害児の立場に立って適

第二回 I t;7Jな教育を行うため、各

11/29出| 種専門家による就学相談

12/ 6出| を行う。

会場|対象

第一
幼稚閤

教

育

相

談

員

就
学
指
導
委
員

就

学

相

談

委

員

会

(原田 ・奈尾)

態

ば

業

実

伸

授

の

を

め

徒

力

た

生

能

の
の
韮
口

童

々

改

。

児

個

の

う

て

法

行

児

じ

導

を

幼

応

指

究

に

す

研

授
業
研
究
委
託

(奈尾・原田)

4月委託

申込受付

3月記録

提出

。各小 ・中学校に投業研究

委託貴15万円支給。 I
0年度末に授業記録(3事|

例)を提出する。!

c研究授業を日野市内校に

公開する。

ケ
ー
ス
会
議

教

育

相

談

事例研究を通して、 望ま

L い教育相談技術等を探る。

年 間

小

・

中

学

校

事例研究 教

rli役 所 相

談

(原田・奈尾)

体

育

委

員

会

児童の健康・運動能力の

実態を把握し、その増進を

図るための具体的方策を考

え、学校教育活動全体を通

した体育指導の実践化と生

活化を図る。

4/14('l<) 
5/14('l<) 
6/ 9りく)
7/ 3('l<) 
9/22('l<) 
10/13ω 
11/10りく)
12/ 8('l<) 
1/12('l<) 
2/ 9りく)
3/ 8('l<) 

0体位・体力向上のための

学校教育活動全体の検討

に関すること。

o体育科の教科指導充実の

ための研究・研修に関す

ること。

。 「体力づ くりの日」の効

果的実践のための検討に

関すること。

所

主

校

役

J

市

〕

学

体

育

主

任

料

作

成

委

員

会

教
育
課
程
編
成
資

(奈尾・原田)

道徳、教育の推進にかかわ

る資料の編成及び教育内容

の充実を図るための資料を

作成する。

(原田・奈尾)

年間

道徳教育を推進するため

の資料を作成する。 所

主

校

役

J

市

ぅ

学

作

成

委

員

.- ， 教育委員会と学校とを結

E案lぶ機関紙を発行する。

ど委
ベ員
L_T-

ヱミ

(奈尾・原田)

年 間

「まどベ」の企画 ・原稿

依頼、編集、校正を行 う。

学校

編

集

委

員

に
U

4
t
i
 



名称 ねらい・方針 期 日 内容・方法 ムヱミ 場 対 象

音楽鑑賞教室で優れた音 音楽鑑賞教室の企画、連

音委t薮室Z会運営委員

楽を鑑賞させる乙とにより、 絡、調整を行い、運営する。 運

情操を養い、正しい鑑賞マ
市役所 戸呂ふゐ

年 間 及び
ナーを身につけさせる。

現 地
委

(奈尾・原田)
貝

水泳記録会で、児童・生 水泳記録会の企画、連絡、

水運 徒が日ごろの学習の成果を 調整を行い、運営する。 運

泳営
競い、体力の向上を図ると

市役所 戸邑込~

記 委 年間 及び
録員 ともに、学校間の交流を図

現 地
委

ρZミ、~ る。 員

(奈尾・原因)

日光移動教室を連合で行 日光移動教室の企画、実

日運 うに際し、円滑な運営が行 地踏査、連絡、調整にあた 運

Z薮1室E委会営員
われるよう連絡、調整にあ り、運営する。

市役所 戸昌主~

たる。
年間 及び

委
現 地

(奈尾・原田) 員

人権尊重教育の推進の方 4/24 人権尊重教育の推進の方

人推 法について検討し、学校lζ 5/11 法について協議し、研修会
( 5/29) 推

権進 おける人権尊重教育のあり
(6/ 4) 

の開催及び人権尊重教育推
市役所 進

教尊重委員

方について連絡協議する。
7/ 4 

進校の成果の活用を図る。
及 び 委

(原田・奈尾)
10/23 ザ，ll4ー 校 員

.育会 11/30 
(12/ 4) 

ρヱミ、

3/ 9 

4/27伺) 帰国子女教育の推進の方

5/25伺) 法について協議し、本教育

帰 推 7/16痢 のあり方について、研究す. 推

国進 9/25働 る。 進

子委 10/30自
市役所 委

女 11/12耐
教員 12/ 3附 員

=円tヰ云̂"- 1/20耐 ムヱミ、

2/ 4附

3/ 3制

po --



昭和 62年度 日野市教育委員会
指導室関係及び幼小中学校行事予定表

4月

日
間

企
訪

一
一B

後

B
午
、
問

。
問
訪

、
訪
般

前一

A

一

午
一
一
区

ム

A
B

日 曜 市 都

1 171< 0辞令伝達式

2 木 ム校長会 O園長会

3 金 口新規採用教諭研修会

4 土

5 ⑮ 春季休業日終

6 月 第一学期始業 ム小学校入学式

7 火 ム中学校入学式

8 71< 

9 木 口都市指導主事会

10 金 ム幼稚園入園式 0都市指導主事会二地区会(八王子)

11 土

12 ⑪ 

13 月 0生活指導主任会 O園長会 ム蛍舌催期監当福導主事連 ・協 O学校訪問協議会

14 火 0体育委員会

15 水 ム市教研 ム指導主事連絡協議会 O多摩地習時主事連 ・協

16 木 0教務主任会

17 金 ム教頭会 O保健主任会 O進路指導主任会 0教員研究員総会

18 土

19 ⑪ 

20 月

21 火 0教育相談ケース会議 ム体育担当指導主事連・協ム保健・給食

22 水

0幼児教育研修会 O年就次教芋怪諭談研霊修長会会↓i示悟23 木 0新規採用教諭研修会 06 

24 金 ム人権尊重教育推進委員会 委
25 土 ム都市指導主事会

26 ⑮ 

27 月 0。席中学因校子生女教活指育導推進主任委員会会

28 火 0日野市心身障害教育研究協議会総会

29 ⑧ 

30 木 0学校経営研修会 0帰国子女教育推進校・ 連

( 21日)

司

i
噌

1
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5月

日 曜 市 都

金

2 土

3 ⑪ 

4 ⑪ 

5 @ 

6 水 ム校長会 O教育課題研修会①

7 木 0学校経営研修会口日光移動教室実踏 ム都市指導主事会二地区会(稲城)

8 金 0園長会 O進路指導主任会 ム消費者教育推進委

9 土 ム都市指導主事会

10 ⑪ 

11 月 ム人権尊重教育推進委員会 O生活指導主任会 ム生活指導担当指導主事世話人会

12 火 口A訪問(六小) ム心身障害教育担当指導主事連・協

13 水 0市教研総会 口一般訪問

14 木 0教務主任会・体育委員会

査上.奈広島

ム同和教育指導推進委 O男女平等教育推進・委

15 金 口B訪問(四小)

修.
16 土 尽

17 ⑪ 

18 月 口A訪問(潤徳小)

19 火 口B訪問(四幼) 0多摩地区健全育成行政連絡会

20 水 B訪問(二小) 口一般訪問(二小)

21 木 0教育課程研修会
中

口区市指導主事研究会議

22 金 ム教頭会 O保健主任会

自
口区市指導主事研究会議

23 土

24 ⑪ 

25 月 O。帰中学国校子生女活教指育導推主進任会

副長lli 26 火 口A訪問(三幼)

27 水 口一般訪問

28 木

g8襲fE警ま蓄語用題研教修監諭事研会修会会

ム都市指導主事会

29 金

30 土 四

31 ⑪ IZ 

( 24日)

no 
vi 



6月

六
月
議
会

日 曜 市 都

月 。生活指導主任会

1kgi[ 2 火 ム校長会 O教育課程研修会

3 水 口B訪問(七幼)

4 木 0道徳教育指導助言者研

5 金 C学校経営研修会 十J移-中 木m 
ム幼稚園担当指導主事 ・連

6 土 ム都市指導主事会二地区会(多摩)

7 ⑮ 

8 月

9 火 0体育委員会 06年次教諭研修会 京

10 水 口B訪問(二幼) 口一般訪問(二幼)

11 木 0教務主任会 ム生活指導担当指導主事 ・連

12 金 0新規採用教諭研修会 O園長会 0帰国子女教育連絡 ・協

13 土 ム都市指導主事会

14 ⑪ 

15 月

16 火 0教育課題研修会 O教育相談ケース会議 0道徳教育指導助言者研

17 水 0市教研 口一般訪問

18 木 口B訪問(平山台小) 1 
19 金 ム教頭会 O保健主任会 O進路指導主任会

20 土 套尽

21 ⑬ 

22 月 0中学校生活指導主任会 06年次教諭研修会 ム同和教育指導推進委

23 火 口B訪問(四中)

24 水 日光移動教室 I 七潤徳小、 仲百旭草田台今

口一般訪問

25 木 ム都市指導主事会 ム区市等人権尊重教育推進委

26 金 日光移動教室 E
程z久i:保i諒制治lー {

一
中

27 土

修東北
28 ⑪ 日光移動教室E

高幡 詰r平JI平滝一合小山1ト29 月

30 火 日光移動教室W 0道徳教育指導助言者研

( 26日)
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7月

日 曜 市 都

1 水 0市教研 口一般訪問

2 木 0男女平等教育推進委

3 金 0教育課題研修会 O体育実技研 ム指導主事連絡・協

4 土 ム都市指導主事会二地区会(町田)

5 I⑮ 

0生活指導主任会

7 火 ム校長会 O教育課程研修会 O体育委員会

8 7}< 口一般訪問

9 木 ム人権尊重教育推進委 O教務主任会

10 金 0ム教進頭路会指導O主任保会健主任O会園長会

11 土 ム都市指導主事会

12 ⑪ 

13 月 0中学校生活指導主任会

14 火 0学校経営研修会

15 水

16 木 0。帰掌校国保子女健連教育絡推協議進会委

17 金

18 土

19 ⑮ 

20 月 第一学期終業

21 火 (夏季休業日始)

22 水

23 木

24 金

25 土

26 ⑤ 

27 月 ム 6年次教諭研修会口実技研修(陶芸)

28 火 口実技研修(陶芸)

29 水

30 木
戸一修会

31 金

( 17日)

ハU
円
/
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8月

日 曜 市 都

1 土 白

2 ⑮ 

3 月 ム教育相談研修会

4 火 ム教育相談研修会 同和教育研究・協(校・教)

5 水

6 木

7 金 口教頭会研修会

8 土

9 ⑪ 

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 ⑮ 

17 月

18 火 甲教育研究員

19 7]< 

20 木 白F研究員

21 金

22 土 白

23 ⑮ 

24 月

25 火

26 水 ム幼児教育研修会ム教育相談研修会

27 木 ム幼児教育研修会 ム教育相談研修会

28 金 ム実技研修(書写) 0実技研修(リズム)

29 土 ム実技研修(書写)

30 ⑬ 

31 月

1
i
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9月

九
月
議
会

日 曜 市 都

火 第二学期始業防災の日

2 水 0中学校水泳記録会

3 木 0小学校水泳記録会(北) ム都市指導主事会コ也区会(日野)

4 金 0小学校水泳記録会(南) ム学校訪問協ム消費者教育推進委

b 土 ム都市指導主事会

6 ⑮ 

7 月
ム口((校水水舌索長泳漏会記鑑己録賞録告教会予室予備備〔中日日 ) ) ) 

0帰国子女教育推進校・連

8 火 ム指導主事連絡協 O多摩地区指導主事連・協

9 水 口音楽鑑賞教室(中小)

10 木 口音楽鑑賞教室(小)

11 金 0園長会

土12 

13 ⑪ 

14 月 0生活指導主任会

15 @ (敬老の日)

16 水 0市教研 口一般訪問

17 木 。教務主任会 ム生活指導担当指導主事連協

18 金 ムO教進頭路会指導O主任保健会主任会

19 土
問

20 ⑪ 
移

21 月 ム同和教育指導推進 ・委

22 火 0教育課程研修会 O体育委員会

23 ⑧ (秋分の日)

24 木 。新規採用教諭研修会 ム都市指導主事会

25 金 。局国子女教育推進委員会 0男女平等教育推進・委

26 土

27 ⑪ 

28 月 0中学校生活指導主任会 ム心障教育担当指導主事 ・連

29 火

30 水 口B訪問(ー中) 口一般訪問(ー中 )

( 24日)

-22-



1 0月

日 曜 市 都

⑧ (都民の日)

2 金 0園長会

3 土

4 ⑮ 

5 月 口B訪問(高幡台小)

6 I火 ムO校生活長会指導O主任教育会相談ケース会

7 水 口B訪問(大坂上中) |口一般訪問(大坂上中)

8 木 0教育課程研修会 O教育相談研修会 ム都市指導主事会

9 金 口A訪問(八小)

10 ② (体育の日)

11 ⑮ 

12 月 口A訪問(五小) ム生活指導世話人会

13 火 0心障協役員会 O体育委員会 ム体育担当指導主事連絡協

14 水 口一般訪問

15 木 0教務主任会 Oム指多摩導地主事区二健全地育区成会行(政多摩連 ) 

16 金 ム教頭会 O保健主任会 O進路指導主任会

17 土 0第 l次就学相談

18 ⑤ 

19 月 0中学校生活指導主任会 O教育課題研修会⑥

20 火 口A訪問(東光寺小)

21 水 口B訪問(仲田小) 口一般訪問(イ中田小)

22 木 0体力っくりの日

23 金 00人新権規尊採重用教教育諭研推修進会委員会

24 土 0第 1次就学相談 ム都市指導主事会

125 ⑪ 

1

26 月 口B訪問(南平小)

127 火 0体育総合実技研
尽

0多摩地区生活指導研究・協

28 水 奈 口一般訪問

29 木

30 金 0。帰体力国子っ女く教り育の推日予進委備員日会 ム幼稚園担当指導主事連・協

31 土

27日 体育総合実技研(雨天 28日)

( 25日)
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1 1月
日 曜 市 都

⑮ 

2 月 ム園長会 O生活指導主任会

3 @ |(文化の日)

4 水 口A訪問(ー小)

5 木 。教育課題研修会⑦ |ム0給各食地区・保人権健尊担重当教指育導主推事進委・連

6 金 口A訪問(七小) 0帰国子女教育連絡協

7 土 ム都市指導主事会二地区会(稲城)

8 ⑪ 

9 I月 口A訪問(平山中) ム指導主事庶務部会

10 火 ム校長会 O心障協役員会 O体育委員会

11 水 甲生活指導宿泊研修会 口一般訪問

12 木 白 0帰国子女教育推進委 ム都市指導主事会

13 金 口A訪問(五幼)

14 土

15 ⑪ 

16 月 0教育相談研修会 06年次結合研修会 ム心障担当指導主事連・協

17 火 0心障役員会口B訪問(三中)

18 *' F主任問修会

19 木 ム生活指導担当指導主事・連

20 金 ム教頭会 O保健主任会 O進路指導主任会 0男女平等教育推進委

21 土 ム都市指導主事会

22 ⑮ 

23 ⑪ (勤労感謝の日)

24 火 口A訪問(三沢中)

25 水 口一般訪問

26 木 0教育課程研修会 06年次教諭研修会

27 金 0新規採用教諭研修会 O教育課題研修会⑥

28 土 0第 2次就学相談

29 ⑮ 

30 月 。中学校生活指導主任会 O人権尊重推進委員会

19日 体育実技研

20日 東京都図画工作教育研修会(東光寺小)

( 23日)

バ
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1 2月
日 曜 市 都

火 Oム校新規長採会用0教諭6研年修時教会諭研修会

2 水 0市教研 ム口都一市般指訪導問主事会二地区会(八王子)

3 木 。帰国子女教育推進委員会

4 金 0教育課題研修会 ム指導主事連絡 ・協

5 土 0就学相談 ム都市指導主事会

6 ⑮ 

7 月 0生活指導主任会

8 火 0心障協役員会 O体育委員会 |ム指導主事庶務部会

9 水 口一般訪問

10 木 0ケース会議口保健主任一日研修

11 金 口B訪問(六幼)

12 土

13 ⑮ 

14 月 0中学校生活指導主任会 0学校保健連絡協議会 |

15 火 口B訪問(平山小)

16 水 0新規採用教諭研修会

17 木 0教務主任会 10都市指導主事会

18 金 ム教頭会 O保健主任会 O進路指導主任会

19 土

20 ⑤ 

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金 第二学期終業

26 土 (冬季休業日始)

27 ⑪ 

28 月

29 火

30 水

31 木

( 22日)

十
二
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1月

日 曜 市 都

⑧ (元s.)

2 土

3 ⑪ 

4 月

5 火

6 171< 0都市指導主事会二地区会 (町田)

7 I木 (冬季休業日終)

8 金 第三学期始業

9 土 ム都市指導主事会

10 ⑮ 

11 月 0生活指導主任会 O園長会

12 火 ム校長会 体育委員会

13 水

14 木 ム消費者教育推進・委

15 ⑧ (成人の日)

16 土

17 ⑪ 

18 月 0教育課題研修会 0帰国子女教育推進校

19 火 口A訪問(ー幼) 0心障役員会 0男女平等教育推進委

20 水 0市教研 口一般訪問

21 木 0新規採用教諭研修会 O教務 ム都市指導主事会

22 金 ム教頭会 O保健主任会 O進路指導主任会 ム指導主事連絡・協 O多摩地区指導主事連・協

23 土

24 ⑮ 

25 月 0中学校生活指導主任会 06年次教諭研修会 ム同和教育指導推進・委

26 火 口A訪問〔程久保小)

27 水 口B訪問(三沢台小) 口一般訪問(三沢台小)

28 木 0帰国子女教育推進委員会 ム心障担当指導主事連絡・協

29 金 口A訪問(百草台小)

30 土

31 ⑮ 

( 19日)
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2月

日 曜 市 都

1 月 0生活指導主任会

2 火 ム校長会 ム体育 ・保健 ・給食担当指導主事連 ・協

3 水 口一般訪問

4 木 0帰国子女教育委員会 ム都市指導主事会二地区会(多摩)

5 金 0同友会口A訪問(旭が丘小) 0各区市要人権尊重教育推進委

6 土 ム都市指導主事会

7 ⑪ 

8 月 口A訪問 (七生中)

9 火 ム人権尊重教育推進委員会、体育委員会

10 水 口A訪問(三小)

11 ⑧ 

12 金 口園長会

13 土

14 ⑤ 

15 月 0学校保健連絡協議会 ム生活指導担当指導主事 ・連

16 火 O{，、障役員会

17 水 0市教研研究発表日

18 木 0教育課程届説明会(教務主任会) ム都市指導主事会

19 金 ム教頭会 O保健主任会 O進路指導主任会

20 土

21 ⑪ 

22 月

23 火 口B訪問(滝合小)

24 水

25 木

26 金 0新規採用教諭研修会 ム学校訪問協

27 土

28 ⑮ 

29 月 0中学校生活指導主任会

4日体育実技研

117日 市教研研究発表会

( 24日)
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3月

日 曜 市 都

火 ム校長会

2 水 0市教研 ム同和教育指導推進委員会

3 木 口園長会

4 金 0帰国子女教育連絡・協

5 土 ム都市指導主事会

6 ⑮ 

7 月 0生活指導主任会

8 火 0心障役員会 O体育役員会 ム生活指導担当指導主事世話人

9 * ム都市指導主事会二地区会(多摩)

10 木

11 金 ム教頭会 O保健主任会 O進路指導主任会 ム指導主事連絡・協

12 土

13 ⑪ 

14 月

15 火

16 水 ム都市指導主事会

17 木 ム幼稚園終了式

18 金 ム中学校卒業式

19 土

20 ⑪ (春分の日)

21 ⑪ 休日

22 火 0教育相談ケース会議

23 水

24 木 ム小学校修了式

25 金 ム中学校修了式ム小学校卒業式

26 土 春季休業日始

27 ⑪ 

28 月

29 火

30 水

31 木

( 21日)
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月
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日 野市教育相談室

設置の趣旨

日野市に在住する幼児 ・児童 ・生徒(高校生を含む)及びその保護者を対象とする教育相談に応ずる。

また、学校の行う教育相談への協力 ・援助を行い、教育相談活動の促進と充実を図る。

o 一般教育相談

幼児 ・児童 ・生徒の学習、性格、行動、性癖、進路適性等についての相談に応じ、治療や助言・ 援

助を行う。

o 心身障害教育相談

心身lζ障害をもっ幼児 ・児童 ・生徒についての相談に応じ、障害の種類や程度及び発達の状況の把

握に努め、一人一人の能力を十分に伸長させるために就学相談及び教育措置に関する相談を行う。

o 生活指導相談

幼児 ・児童 ・生徒の問題行動、非行等についての相談に応じ保護者、学校、関係者機関と協力し、

指導、助言 ・援助を行う。

。電話相談

電話による相談に非常勤専任相談員が応じ、指導、助言、援助を行う-。

構 成

相談 室長 井津 祐一(日野市教育委員会指導室長)

教育相談員

吉沢佐久子(南平 小教諭) 斉藤弥生 (日野五小教諭) 河井英子(教育委員会)

越村あや子(日野七小教諭) 土方久枝(仲田 小教諭) 石黒 優子(教育委員 会)

川原田和子 (高幡台小教諭) 東 昌久(二沢台小教諭) 御子柴万里子(教育委員 会)

石原八重子(旭が丘小教諭) 平向邦江(四幼 園 長) 渡辺満子 (教育委 員会)

大島昭子(教育委 員会)
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担当指導主事 原田修一、奈尾 力

担当課長補佐 矢崎 洋

顧 問 石島徳太郎(精神医)

福島僑美(東京学芸大学教授)

運 が邑4 

保護者、又は幼稚園・小中学校を通じての申込により、下記日時に無料で相談に応じる。

o 場 所 教育委員会内 日野市教育相談室

。申 込 み 先 教育委員会指導室内 日野市教育相談室

(TEL 0 4 2 5 -9 2 -0 5 0 5 ) 

o 教育相談事務担当 大日向 均 (月土~金 910~17:00) 
9:00，..._， 12:15 

o 一般教育相談担当 河井英子 (相火談・木は
10:00~16:00) 
13:00，..._， 16:00 

石黒優子 (相火談・木は
10:00~16:oo) 
13:00，..._， 16:00 

o 心身障害教育相談担当 御子柴万里子 (月・金 9:00，..._， 16:00) 

渡辺満子 (月・水 9:00，..._， 16:00) 

o 生活指導相談担当 大島昭子 (月・水 9 :00 ，..._， 16:00 ) 

o 電 3百 相 壬彫f火ぺ 各相談員 (月~金 9:00，..._， 16:00) 

nu 
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教育相談概要

主訴別件数

7ょ三三
中学生

種別 幼児 中学生 高校生 その他 計
1-3 4-6 

性
登園・登校拒否 4 4 2 11 

格 集団不適応(内気いじめ) 3 2 4 10 
行

動 落ちつきなし 2 

わがまま 。
関
す 家庭内暴力
る
も 非行及び同傾向 。
の

情緒不安定 3 

ことば(吃音構音障害) 3 4 
関精
す神 織 黙

る・
神経性習癖(夜尿、チ ック) 3 3 

も身
の体 自閉的傾向

神経症・同疑 2 2 

知能 精神発達遅滞 6 7 

. 学業不振 4 2 7 

業学
進路・進学 2 4 

知能テスト 。
そ

しつけ方 4 4 
の

家庭環境問題 。
他

その他 3 

5十 23 9 9 17 3 2 63 

o 心身障害児の相談

1)就 学相談

中 5十

普通学級 6 7 

心障学級 9 3 12 

養護学校 4 4 8 

猶 予 。
5十 20 8 28 

2)転学、措置替相談

普通学 級 → 養 護 学 校 7 

病弱養護学校→普通学級

精神病弱養護学校→心障学級 4 

心障学級→精神薄弱養護学校 5 

ろ う 学 級 →心障学級 。
普 通学級→心障学級 2 

百十 19 

4
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i
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日野市心身障害教育推進協議会

目的

この協議会は、日野市から研究委託を受けて、心身障害教育の充実を図るために、心身に障害のある

児童・生徒に適切な教育を保障するための教育措置のあり方、教育条件の整備、指導内容・方法の改善

に関する研究及び、一般職員の心身障害教育に対する意識・理解を深めるための研修等の諸事業を企画

し1実践することを目的とする。

事業の内容

この目的を達成するため、協議会会長校に事務局を置き協議会の運営にあたる。主な事業として、次

のことを行う。

(1) 心身障害学級の適正配置に関する将来的構想の検討

包) 心身障害児童及び心身障害教育の正しい理解に関する資料の作成

(3) 就学相談の充実と相談活動への協力と援助

は) 教育措置者の学校への適応状況及び発達状況の追跡調査

(5) 学校における相談組織と機能の充実

組織

(1) この会は、次に掲げる者をもって組織する。

日野市教育委員会教育長、指導室長、指導主事、課長補佐 日野市立心身障害学級設置校長、

心身障害学級担任、幼小中学校(闘)の各校 I名以上の教員、教育相談宅専任相談員、雇自問医

包) この会には、次の専門部を置き、それぞれの活動を行 う。

ア 研究部 教育措置者の学校への適応状況と発達状況の追跡調査

学校における相談組織と機能の充実を図る研究

イ 研修部 心身障害児及び心身障害教育の正しい理解に関する資料の作成に関する研究

ウ 相談部 就学相談の充実と相談活動への協力と援助

研 究委託

今年度は、日野市教育委員会から別紙の内容についての研究を委託されている。
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日野市心身障害教育推進協議会

会長 川崎昭 三 様

日教指発第 69号

昭和62年4月28日

日野市教育委員会

教育長 長 沢 三 郎

(公印省略)

昭和 62年度日野市心身障害教育推進協議会への事業委託について

日野市教育委員会は、心身障害教育の充実を期すために、心身障害教育に関する教育条件の整備、指

導内容・方法の検討、教育措置のありかた等の調査研究および実践活動の諸事業を日野市心身障害教育

推進協議会へ委託する。

記

1. 心身障害学級の適正配置に関する将来的構想の検討

日野市には、精神薄弱学級(小・中) 情緒障害学級(小) 病弱学級(小) 訪問学級(中〉が

設置されている。

各学校は、学校間及び都立養護学校と緊密に連携を保ちながら心身障害児の教育措置を行っている。

現状をふまえ心身障害教育における課題や改善の方策を検討し、日野市としての心身障害教育をどの

ようにしていく乙とが望ましいか、難聴言語障害学級等の設置についての基本構想について調査研究

を原品、たい。

2. 心身障害教育の理解に関する啓蒙資料の作成及び交流教育の推進

日野市では、国際障害者年の行動計画として、昭和57年2月「日野市の心身障害教育」を作成し、

心身障害教育の啓蒙に努めてきた。

心身障害児の教育には、障害の状況を医学及び教育の分野から詳細に把握し障害をのり超えていく

手だてをきめ細かく講ずる乙とが大切である。心身障害教育を推進していくための具体的な活動を研

究するとともに、障害の有無を超えてともに生き、社会参加のできる地域造りをすすめることがたい

せつである。

そのためには、全ての児童・生徒及び保護者に対して、心身障害児及び心身障害教育に対する理解

を深めていく乙とである。そ乙で、啓蒙資料を人権尊重の視点に立って作成する乙と及び特殊学級併
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設校以外との交流教育の推進についてご検討願いたい。

3. 就学相談の充実と相談活動への協力と援助

就学相談委員会の組織は、医師、心理学者、心身障害教育関係者、心身障害学級設置校校長及び教

諭、教育相談員等の委員により組織されている。

そこで、就学相談活動の望ましい方法及び相談者の専門的力量を高めるための研修を推進するとと

もに、きめ細かな相談活動が継続的に行われるように相談活動への協力と援助を願いたい。

4. 教育措置者の学校への適応状況及び発達状況の追跡調査

就学相談の結果に基づいて教育措置を決定した後、その児童・生徒が学校や学級にどのように適応

しているか。また、期待する教育効果が得られているか。学校及び学級担任に悩みや問題がなし、か等、

継続的に追跡調査する乙とが大切である。

そこで、日野市公立学校及び都立養護学校等の義務教育機関に在学している心身障害児の適応状況

や発達状況を追跡調査し、その実態を十分捉えたうえで、 今後の教育問題に関する相談の充実に資す

る資料を作成願いたい。

5. 学校における相談組織と機能の充実

各学校では、心身障害児への相談や心身障害児を担任している教師への援助や協力の体制を整えて

おく乙とが大切である。

そこで、各学校における心身障害児の教育相談のありかた、担任教師への協力のありかた等につい

て調査・研究するとともに、校内での教育相談充実のための資料の作成をすることや、教職員の研修

のありかた等の研究について協力を願いたし、。
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日野市立小学校科学教育セン ター

1.名称・所在

日野市立小学校科学教育センターと称 し、昭和 62年度は、北部センタ ーは 日野市立日野第四小学校

に、南部センタ ーは日野市立三沢台小学校の校内に設置する。

2.設立の趣旨

日野市立小学校における科学教育の振興をはかるために設置 し、 日野市の教員の理科指導の充実向

上のための研修と児童の科学的態度 ・能力 ・技術の向上に役立つ諸事業を行う。

3.センタ-長・センタ一次長・指導員

学校名
1 

南部センタ ー 電 5古 北部センタ ー 学校名 、 E屯日 3古

センター長 福地 保 二沢台小 93-2351 センター長 田中 光穂 四 81-0038 

次 長 平山 毅 1/ 1/ 次 長 富田 洋子 1/ 1/ 

主 任 斉藤正子 1/ 1/ 主 任 豊田 光 1/ 1/ 

指 導員 大類 研治 1/ 1/ 指 導員 秋山 憲一 一 81-0073 

1/ 森 清晃 1/ 1/ 1/ 鈴 木則子 1/ 1/ 

1/ 盛 恭子 潤徳 小 91-0409 1/ 金 田義直 一 81-0070 一

1/ 山口恵久 1/ 1/ 1/ 長 浜和子 1/ 11 

11 若松富紀子 平 山小 91-4123 11 笹本竹司 11 11 

f/ 長 沼正幸 八 91-2411 1/ 西川 征矢 一一 81-0101 一

11 太田扮子 11 11 11 白石きよみ 11 11 

11 星野正治 百草台小 91-0997 11 和田常雄 五 81-0407 

11 石川 成子 滝合 小 83-5172 1/ 岩崎員知子 ー/」ー¥ 81-0366 

11 塚本純子 高幡台小 91-7011 11 中村克子 11 11 

11 太田由紀夫 南平 小 92-2021 1/ 久 本和子 11 11 

11 音川郁子 11 11 11 岩崎 隆 七 83-3907 

11 川上 卓- 程久保小 92-5014 11 高橋 和 代 旭が丘小 83-3733 

11 江口耕一 11 11 11 荒川 知 11 11 

11 加藤タ イ 平山台小 92-6381 11 山下法昭 東光寺小 84-6200 

11 小山 治男 11 11 11 佐 藤 玲子 仲 田小 81-8511 
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4.センタ一員

南部セ ン タ 一 北部セ ン タ 一
校 A 仁ヨ

潤 平 八 百 滝 主恒吉「】 南 程 平 一 一 一 一 四 五 ーIよ¥ 七旭
東光寺

仲

徳 山 草 ム 幡
平 久 山 沢 fJ5. 

田
名

i口h Eコ i口A、 保 i口A 丘
百十 小 |小 言十

男 5 2 2 。 6 。5 23 4 3 4 6 2 1 ! 1 。23 46 

女 。3 I 0 2 。。。。3 9 2 。。2 。。2 2 4 13 22 

言十 2 5 5 2 3 。 6 。8 32 3 4 3 6 6 4 3 2 4 36 68 

5.年間指導計画

南部センター

回数 月 日 指 導 内 容 t~ 日 導 員 備考

5 .23 開 講 式 -センタ一生だの心が交まえ 全 員
-新しい友ちとの流

第 1単元
。
川上、江口、加藤2 5 . 30 

花のっくりや、花粉の中

3 6. 6 花を調べる から、自然の不思議さを発 11 11 11 

4 6 . 13 見しょう 。
11 11 11 

5 6.20 第 2単元 赤土は富士山や箱根がl境 。森、若松、石川、大類

6 7.4 赤土を調べる
火した時の火山灰だと言わ

11 11 11 11 

れている。調べたらわかる

7 7 . 11 かも……。 11 11 11 11 

8 9. 5 第 3単元 さとう水でも塩水でもア 。音川、小山、太田回)

9 9 . 12 水溶液の性質
ルコールでも、見たところ

11 11 11 

はみんな透明な液体。ど乙

10 9 . 19 がちがうのか。 11 11 11 

11 10 . 17 第 4単元 電気とは本な当に不り思熱議な 長沼、塚本、太田
もの。光にった にな

12 10 .24 電流と発熱 ったり、力になった目りつ、で音も
11 11 11 

になったつり。科学の
13 10 . 31 う一歩近いてみよ 11 11 11 

。
山口、盛、霊野14 11 . 14 第 5単元 自分の作ったモーターが

15 11 . 21 モータ一作り
もし回ったらー…一生忘れ

11 11 11 

られない喜びになるでしょ

16 11 . 28 つ。 11 11 11 

一
17 12 . 12 閉 講 式 -感終想了発証表をもらう 全 員

やお別れ会

※ 時間は 2時 30分-----4時 30分 (但し、 11月以降4時迄〉
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北部センター

凪数 月 日 t旨 導 内 容 指 導 N ョ 備考

5 . 23 開 講 式 -センタ一生だ、の心がまえ
-新しい友ちとの交流

全 員

2 5.30 第 1m元
ふだん気づかない自然の

長浜、佐藤、豊田

3 6. 6 花粉しらべ すばらしいしくみが見つか 1/ 1/ 1/ 

4 6 . 13 
るかもしれない。

1/ 1/ 1/ 

。
5 6.20 第 2tii.元

乙んなところにもちゃん
中村、山下、高橋

6 7. 4 水 rlJの微生物 と生命をもった生きものが 1/ 1/ 1/ 

7 7 . 11 
いる。新しい世界の発見だ。

1/ 1/ 1/ 

8 9. 5 第 3m元 水はいろいろのものをと 豊田、高橋、荒川

9 9 . 12 水 溶液の性質
かします。その水溶液の'性

質を身近なもので調べてみ
1/ 1/ 1/ 

10 9 . 19 ょう。 1/ 1/ 1/ 1/ 

11 10 . 17 第 4単元 外側をみるだけで中まで 渡辺、白石、西川

12 10 .24 フ、、ラックボックス
わかる。それは人間のもつ

すばらしい知恵、あなたも
1/ 1/ 1/ 

13 10. 7 挑戦してください。 1/ 1/ 1/ 

14 11 . 14 第 5単元
モーターはなぜまわるの

秋山、鈴木、岩崎

15 11 . 21 モータ一作り か、作ったあなたにはきっ 1/ 1/ 1/ 

16 11 . 28 
とわかるでしょう。

1/ 1/ 1/ 

17 12 . 12 閉 講 式 -終感想了証発表をもらう
やお別れ会

全 員

※ 時間は 2時 30分"-'4時 30分(但し、 11月以降 4時迄)

6.連絡協議会

委員長 日野市教育委員会教育長 長津 三 郎

南部センタ一長 福 地 保 日野市立三沢台小学校長 電話 0425-93-2351 

次長 平山 毅 1/ 教頭 1/ 1/ 1/ 

主任 斉藤正子 1/ 教諭 1/ 1/ 1/ 

北部センター長 田中光穂 日野市立日野第四小学校長 電話 0425-81-0038 

次長 富田洋子 1/ 教頭 11 1/ 1/ 

主任 豊田 光 1/ 教諭 1/ 1/ 1/ 

顧 問 日野市教育委員会指導室長 井津祐

指導主事 原田修一 . 奈尾 力
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昭和 62年度

指導主事分担表

日野市教育委員会

指導主事 原 田 修

。 奈尾 力

1.校種男Ij分担

。幼稚園教育一原田 0小学校 教育一原田 0中学校教育 一宇奈尾

2.教科・領域別分担

0国 語(書写)一 奈尾 0社 会 一 原田 0算 数 ・ 数 学 一 奈尾

0理 科 一 原田 。音 楽 一 奈尾 0図 工 ・美 術 一 奈尾

0体育・保健体育 一 奈尾 0家庭・技術家庭 一一奈尾 0外 国 語 一ー奈尾

。道 徳 一 原田 0生活指導 一 奈尾 0特別活動 一 奈尾

0学校行事等 一 奈尾 。学校経営一原田 0教育相談 一 原田

o心障教 育 一奈尾 。視聴覚 教育一奈尾 0図書館教育 一 奈尾

0学校給食 一奈尾 0保健教 育ー原田 0安全教育 一 奈尾

0同和教育 一 原田 0公害教 育一奈尾 。 進 路 指 導 一 奈尾

0幼 児教 育一ー原田 0学校事務一奈尾 0心障相談 一 奈 尾

0帰 国 子女教育一奈尾 。男女平等 教育一原田 0消脅者教育 一 奈尾

3.施設 ・行事等分担

0教育相談室 一 原田 0心障学級 一奈尾 。科学センタ一 一 原田

0教科書センタ一 一原田 。文化行 事 一 奈尾 0体育行事 一 奈尾

0修学旅行一奈尾 。移動教室一奈尾 0]野市めぐり一原田
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4.指導事務分担

。指導部・都研一原因

0研究集録一 奈尾

遠足・修学旅行
届 出ー 奈尾

心まどベ編集発行 一 奈尾

。授業 研 究 一 原田

教育課程
ι一 奈尾年間 指 導計(P.:IJ

。文部省中央研修 一 原因

5.渉外分担

0校 長 会 一 原田

o生活指導主任会一 奈尾

o都市指導主事会 一 原田

。心身障害教育 古犀
一 一一

推進 協議 会 示 厄

帰国子女教育
推 進一原田

6.研修等分担

田

尾

尾

原

奈

奈

一

一

一

会

会

次

会

修

修

修

研

研

研

営

諭

年

育

経

鞍

教

校

堅

児

学

中

六

幼

0

0

0

 

0事務職員研修会 一 奈尾

研究員教 育
一 原 田

開発委

0学校訪問 一原田

。調査資料収 集 ー 原田

0月 行 事 予定一奈尾

。都・研究奨励 一原因

。就学・措置替 一 太匡
指 導 不出

帰国子女教育
一 奈尾

推進校

0教頭会奈尾

。保健主任会一原田

0 日野市教研一奈尾

。体育委員会一奈尾

。教育研究ー奈尾
資 料 室

。新規採用教諭 ー 古犀
研修 会不厄

c実 技研修会 一 奈尾

0教育課程研修会 一 奈尾

ハ同
d

円
〈
U

0教育課程届出一奈尾

0教材届出承認-奈尾

o指導要領ー奈尾

o教育実習一原田

o社会科副読本 一 原因

0教科書採択 一 原因

。教育課程編集
資料作成 一 原田

o教務主任会一原田

o進路指導主任会一奈尾

。第 2 地区 一 原 因
指導主事会

。人権尊重教育ー原田
推進委員会

o教育課題研修会一原田

0教育相談研修会 一原田

0学校保健研修会一奈尾



昭和 62年度 目野市教育委員会委嘱事業等担当校長、教頭

(会(副)長、部長等)(Q)・・・長 0 ・ "~IJ

名 称 小 学校長 中 学校長 小学校教頭 中学校教頭

授業 研究連 絡 協 議会
。山口 武彦 0綿引 正己 黒沢源太郎
0清水七郎

2 教 務 主‘ 任 ムヱミ、。 野 村 武郎 0千葉慶志 平山 毅 清水 春海

3 生 活 指 導 主 任 会 0大熊喜一 。立川 泰司 渡辺 孝 古屋登吾

4 進 路 指 導 主任 A ヱミ 高木 宏文

5 保 健 主 任 ~ 
。和田 国平

長谷川辰美 馬場 武
有泉徹郎

6 Aず主らー 校 保 健 ムヱミ、。和田 国平
長谷川辰美 馬場 武

有泉徹郎

上山洋一郎 。川崎昭= 土方邦男
7 心 身障害 教 育 推 進協議会 野村 武郎

長谷川辰美
秋山 憲一 臼田 重孝

内藤 康 金田義直

。野村 武郎
川 崎 昭=

金田 義直
8 就 件寸ι一 tlfi 目 導 委 員 会 上村洋一郎

長谷川辰美
秋山 憲一

内藤 康 土方邦男

9 ま どべ編集委員会 田中 光穂 富山洋子

。志村桂次 小幡 -建

10 日 光 移 動 教 室
村松 徹二 増賀従男
荒木健治 渡辺健一
小泉宣久 片岡千寿子

11 中 ぶ寸主主一. 校 修 学旅行 川 崎 昭三

12 小 学校体 育 委 員 会
。三浦勝也 小笠原久雄

内藤 康 石川耀子

13 . 中水泳 記録会
三浦 勝也

千葉 広志
酒井 義明

安谷 功
内藤 康 江村 巽

14 科学教 育 セ ン タ
福地 保 平山 毅

田中光穂 富田洋子

15 幼児教育センター運営審議会委員 蓮池 守一

16 教 育 課 程資 料 作 成 委 員会 。和田国平 千葉広志 酒井 義明 小高 辰雄

17 情報公開対 策 委 員 蓮池守一 小林節夫 小林繁人 古屋登吾

18 給 食 主 任 ムヨミ、 。村松徹二
綿引正己 波多野坦

岩下和夫

19 A子:u一弘 校 給 食 メヱミ込
。村松徹二

綿引正己 波多野坦
岩下和 夫
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名 称 小 学校長 中 学 校 長 小学校教頭 中学校教頭

20 日野市教育研究 会
。篠宮 忠 男

小林節夫 村田 志信
上山洋一郎

21 小学校社会科副読本改訂委員会
。篠宮 忠男

渡辺 孝
山口 武彦

22 中学校社会科副 読本改訂委員会 小林節夫

23 青少年健全育成(都校長会 ) 志村 桂次

24 音 楽観 賞 教 室 運営委員 会 0小泉 宣夫 。高木宏文 村田 志信

日野市環境緑 化委 員 石井 三士

公 民 館運営 審 議 会 委 員 清水 七郎

図 書 館 運 営 審議会委 員 荒木 健治

ネ土 ~ 教 育 委 員 石井 =士 立川 泰司

青少年協議会委員(市委嘱)
渋谷義一 長谷川辰美

大熊喜一 立川 泰司

環境週間行事運営委員(都教委嘱) 荒木健治 奥村節生

石井三士
立川泰司

市 P 協 蓮池 守一
千葉 虞志

上山洋一郎

三Eヨ主 初 展 清水七郎 。奥村節夫

体 連 内藤 康

中 体 連 立川 泰司 古屋 登吾

市教職 員 互 助 会副 理 事長 渋谷義一

25 人権 尊 重 教 育 推進 委員会
。蓮池守一

長谷川辰美 小笠原久雄 江川 好古
荒木健治

26 帰 国 子 女 教育推進委員 会
。渋谷義一

綿引 正己
増賀 従男

野沢 昭兆
山口武彦 馬場 武

。田中光穂
渡辺健一

27 余裕教室検討 委 員 会 和田国平
藤田 孝彦

福地 保

28 教職員研究 ・資料室運営委 員 石井 二士 綿引 正己 波多野坦 安谷 功
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教育委員会

委員長

村田安正

職務代理

小松恒夫

委員

長津三郎

.t.. 
1'..:コ

教育長 教育次長

長津三 郎 一 砂 川 雄 一

日野市教育委員会事務局組織

久

雄
純

文

長

長

係

藤

係

坂

務

加

設

松

庶

施「
|
寸
L

夫正

長諜

口

務

山

庶

「 学務 係長

| 奥住征功
一学務課長 | 

谷 正幸一」保健給食係長

(課長補佐取扱)
課長補佐

平 弘行
「指 導係 長

.1 (課長補佐取扱)
指導室長 1 

井津祐一一」教職員係長

課長補佐 栗原莞次

矢崎 洋

社会教育課長

遠藤治二

社会教育係長

馬場時司

文化財係長

永野安秀

主 査

藤井和夫

斗

教育委員会々議、規則、人事、予算、経理契約、文書管理に関すること。

学校施設の計画及び営繕・修繕に関すること。

学級の編成及び割当、通学区域、教材、教具の整備、市立幼稚園に関

すること。

教職員、児童生徒の保健管理、学校の環境衛生、学校給食、安全会に

関すること。

教育課程の整備改善、学校教育指導、教職員の研修、教育相談、教職

員研究資料室に関すること。

教職員の人事、給与、福利厚生、公務災害に関することo

社会教育の総合計画、社会教育団体の指導育成、芸術、文化の振興に

関すること。

文化財の調査、保護に関すること。



‘主』
むこ〉

体育課長

鈴木 巌 --1一体育係長 社会体育事業及び市民プール等の管理、運営、学校開放、体育、レク

課長補佐 | 問中 豪 リェーション団体の育成に関すること。

比留間義武 | 
」南平体育館主査

市立図書館長

斉藤隆夫

副館長

小川周雄

中央公民館長

(課長補佐取扱)

奉仕係長

尚 英明

-庶務整理係長

渡辺盛彦

業務係長

(主務取長)

主査

若林康子

朝倉敏夫一「管理係

」指導係

幼児教育センタ一長 重松鷹泰

課長補佐

小沢春童一「庶務係

」研究相談係

図書館奉仕網の整備、分館の運営、奉仕計画及び蔵書構成の調整に関

すること。

文書管理、人事、予算、物品及び施設管理に関すること。

図書館運営の調査研究及び企画、資料選択、貸出、レファレンスに関

すること。

予算、文書管理、施設の維持管理、物品の保管、施設の利用に関する

こと。

公民館活動の企画運営、成人、青年、婦人教育関係行事の実施に関す

ること。

予算、文書管理、施設の維持管理、物品の保管に関すること。

幼児教育センター活動の企画運営、関連事業行事、家庭教育通信講座

の実施、幼児保育相談に関すること。
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昭和 62年 管理運営規則第八条に基づく主任一覧表

学校名 学校長 教務主任 生活指導主任 保健主任 進路指導主任

日野一小 山口武彦 香川善平 畑野元一 中村麗子

2 日野二小 荒木健治 宮川征三郎 木内秀雄 堀江真理子

3 日野=小 内藤 康 上田憲二 西田 陽 尾中慶子

4 日野四小 田中光穂 田森イ帝詮 飯田国代 神田久仁子

5 日野五小 上山洋一郎 笠井祐子 馬場富男 井上明子

6 日野 六小 清水七郎 依田逸夫 諏訪英樹 金野峰子

7 潤徳小 篠宮忠男 中村 大 字国川清和 反町麻佐子

8 平山小 蓮池守一 菊池和子 石郷岡日出子 松尾けさ美

9 日野七小 和田園平 伊勢恒二 模 圭子 高橋智子

10 日野八小 渋谷義一 丸茂洋子 樋口江以子 鈴木節子

11 百草 台 小 村松徹二 高倉教行 定森正治 井戸川喜代

12 滝合小 有泉徹郎 大上琢磨 増田 潔 逸見繁子

13 高幡台小 小泉宣夫 福田信子 国領美那子 秋田和代

14 南平小 石井三士 進 真郎 三村英光 吉津佐久子

15 程久保 小 三浦勝也 江口耕一 井浦 弘 吉野美智子

16 旭が丘小 大熊喜一 野村治子 高橋和代 奈良悦子

17 平山台小 野村武郎 古山郁夫 信夫清彦 菊池 彰

18 東光寺小 志村桂次 山下法昭 佐藤カ ヨ子 本多和美

19 三沢台小 福池 保 斉藤正子 後藤楚子 西村美子

20 仲田小 岩下和夫 雨宮 充 品目敏男 清水妙子

日野ー中 奥村節生 古厩清夫 相日 哲夫 高橋恵子 河手達治

2 日野二中 小林節夫 池田友彦 内山芳雄 中山ひとみ 富士 莞

3 七生中 川崎昭= 天野敏明 管野 岡リ 大野.津子 瀬川昭英

4 日野二中 千葉虞志 新井教E 松沢茂久 今城理恵 樋口恢武

5 日野四中 立川泰司 水野英世 鈴木 浩 川本浩子 鈴木清司

6 三沢中 綿引正己 広瀬 昭 逸見 守 高津戸泰子 吉岡泰光

7 大坂 上中 長谷川辰美 大山正昭 今井正喜 市村博保 内田耕一郎

8 平山中 高木宏文 三浦義次 佐藤 恒 千葉瑠璃子 高崎雅子
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学年主任

年 つム 年 3 年 4 年 5 年 6 年

和田いさを 井尻武子 長津佳都子 田中悦子 長門 彰 武内忠雄

長浜和子 吉川都子 高木映子 比嘉道子 小笠原本江 斉藤八重子

鈴本利恵子 山田久代 久保田由子 井上文子 八木文夫 原 俊行

田中延子 会田尚子 田森 イ帝詮 山谷民恵 藤岡和子 飯田国代

後藤絢子 菊池静枝 斎藤弥生 秋野美津子 茅野とめ子 和田常雄

岩崎員知子 安達美武 小板橋五佐男 古川明子 西川朝子 窪田正子

西山正丈 小林浜子 山口恵久 間島春美 佐久間久美子 秋山照子

中島志郎 末次久利 深沢和彦 石黒芳子 加藤和俊 若松富紀子

尾崎みち子 榊原一男 斉藤美智子 小木美智子 関根敦子 小杉博司

上野森良 宇野有斐子 石岡房子 安西利江 長沼正幸 太田紛子 l

霜島幸子 大鳥ノレミ子 玉置順子 加藤瞳子 定森正治 高橋茂子

遠田 弘 小林和子 丹羽亮典 高橋孝子 平島孝夫 今野すみ子

川原田和子 湖上かおる 三浦 黒川武良 加藤千恵子 小原良雄

関 恒夫 渡部キヨ 菊地紀久江 泉 芳夫 太田由紀夫 宮沢醇子

吉川 美幸 遠藤路子 尾上章子 河野千秋 鷹尾冨貴江 井浦 弘

窪田蒲生 石井和子 佐々木玄吾 前川せつ 石田隆彦 石原八重子

高浜嘗子 斉藤 茂 加藤ヨイ 溝江恵美子 加藤幸子 信夫清彦

川井田和子 富津 和子 藤本 憲康 浅野昭雄 佐藤カヨ子 加賀美綾子

川田 浩子 後藤楚子 川井尚美 上田美知子 山 浦 幸 子 斎藤正子

小俣靖江 宇土 悦子 品目 敏男 佐藤玲子 土方久枝 吉田 弘

荒川歌津 松原 清 春田英彦

小川渉= 野村文男 鶴田恵彦

柳沢美澄 大坪久美子 大森孝司

飯島 利三 鈴木 渉 天野正治

高橋清子 稲川正義 小林敏朗

村上芳男 須貝光一 明石敏春

村上敏雄 六本木茂 武藤光哉

阿部晃一 北原景昭 設楽益穂

門

i
A
斗
A



日野市立小 ・中学校

No. 長子¥竺 一 一 一一 四 五 ー/」回¥目.

一 一

研究・研修主任 武内忠雄 笹本竹司 岩本典子 会田尚子 斎藤弥生 式守保幸

2 人権尊重教育担当 武田元子 木内秀雄 上田 憲二 和田実千代 |岩本高明 諏訪英樹

3 国 圭ロ五ロ 主 任 三浦理恵子 駒形 富子 岩本典子 宗近 孝子 馬場富男 古川 明子

4 社会科 主 任 長津佳都子 木内秀雄 秋葉 秀茂 田中延子 岩本 高明 西川朝子

5 算数 ・数学主任 伊山節雄 綾部耕基 塚原美智子 半津万智子 斎藤弥生 小松美代子

6 理 科 主 任 鈴木則子 渋谷一彦 西川征矢 豊田 光 和田常雄 式守 保幸

7 三日乞 楽 主 任 村上 悦子 板野 宏 伊藤 直美 斉藤富美子 山田只夫 越智 忠司

8 図工 ・美術 主 任 山木雅子 宮崎 美徳 吉田 智恵 金子 光雄 久保雅子 杉 村 光子

9 体育 ・保体 主 任 長門 彰 斉藤八重子 八 木 文夫 西 俊幸 越地則之 伊藤 孝子

10 o技術家庭(男)主任

11 家庭 ・技家(女)主任 山岸明子 岩田 幸子 信夫頼子 藤岡和子 本保陽子 難波和子

12 o 外 国 語 主任

13 道 徳、 主 任 武田元子 針田和子 上田憲二 回森崎詮 桑沢悦子 五十嵐一郎

14 特別活動主任 井尻武子 田中和子 蜂屋道恵 小柳利栄子 和田常雄 小松美代子

15 学校行事 主 任 畑野元一 小笠原本江 上回憲二 小柳利栄子 笠井祐子 越智忠司

16 視聴覚 主 任 和田いさを 渋谷 一彦 塚原美智子 高田光夫 御木 茂 上保かなえ

17 学校図 書 館主任 三浦理恵子 赤松紀子 井上文子 山谷民恵 笠井祐子 依田逸夫

18 給 食 主 任 井尻武子 吉川 都子 山田久代 会田尚子 秋野光津子 難波和子

19 安全教育主任 武内忠雄 比嘉 道子 塚原美智子 逸見明男 馬場富男 中込久美 |

20 養 護 主 任 佐藤ヒサ子 堀菊池 直子
( 江真理子)

尾中慶子 神田久仁子 常盤町子 金野峰子

21 t邑z 財 主 任 藤本新八 渡辺英夫 渡辺健一 古 河 哲三 須藤 茂 富田且枝

22 事 務 担 当 藤本新八 渡辺英夫 三輪佐智子 古 河 哲コ 冨田且枝
」
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主任(担当)一覧表

潤徳小 平山小 七 八 百草台小 滝 合 小 高幡台小 南平小

渋江美雪 末次久利 越村あや子 安西利江 大島真理子 遠田 弘 三浦 駒井隆治

佐久周久美子 深沢和彦 尾崎みち子 大鳥ルミ子 石割やす子 小原良雄 =村英光

西山 正文 石銀嗣日出子 斉藤美智子 石岡 房子 大島真理子 来間志信 野口真佐子 渡部キ ヨ

字国川清和 石黒 芳子 伊勢 恒二 栗原 典 子 浅沼節子 今野すみ子 関l上かおる 菊地紀久江

秋山照子 青木茂男 有馬佳代子 柴田美知子 村松幹雄 剣持 仁美 咲花 香澄 吉津佐久子

山口恵久 奥山 優 高橋智子 太田倫子 星野正治 高橋孝子 塚本純子 吉川郁子

飯島睦子 福田栄子 椎名圭子 棲川 順子 大谷美由紀 古川 悦子 安藤美佐子 立花せっ子

志賀千恵子 木村令子 伊東 茂 丸 カズ 子 高尾三枝子 岡本美治 歌田 典子 関賀穂留

山本和也 平良 格 榊原一男 沼田恵美子 宮崎 日 児玉 正教 小原良雄 駒井隆治

堀いずみ 星野 友子 渡遺 かほ 樋口江以子 広瀬逸子 石川 成子 佐藤ユウ

中村 大 利根川 薫 尾崎みち子 上野森良 井戸川喜代 丹羽 亮典 田中 順一 石川稲子

飯島 睦子 小島 清 長津あや子 西村 正 裕 高橋茂子 小林和子 川原田和子 関 恒夫

佐久晶玖美子 菊池和子 庄司愛子 丸茂洋子 高倉教行 大上琢磨 福田 信子 太田由紀夫

五十嵐明子 今井 浩 岩崎 隆 酒井 誠 定森正治 丹羽亮典 小沢 育江 泉 芳夫

間島春美 増倉博子 関根敦子 沼田恵美子 加藤瞳子 野口すみ子 三浦 佐藤智子

盛 恭子 利根川 薫 渡遺 かほ 石岡芳子 玉置 順子 石川 成子 安藤美佐子 佐藤 ユ ウ

宇田川清和 石銀隅日出子 矢島優子 上野森良 大島真理子 増田 潔 国領美那子 宮沢 醇子

反町麻佐子 松尾けさ美 小島幸代 石塚 晶子 井戸川喜代 松本 陽 子 秋田 和代 井上久美子

太田美登里 橘田 最 内田智真恵子弓
福島

吉岡興村 志波恵子 原 早苗 佐藤 芳子 横田 昭子

太田美登里 橘田 f畏 福内島田智真恵子弓 吉岡興村 石坂郁子 原 早苗 求長裕子 横田昭子
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No. 量子¥竺 程久保小 旭が丘小 平山台小 東光寺小 三沢台小 仲田小

研 究・研究主任 川上卓ー 7止Kじ 順子 小山治男 川井田和子 鉄砲塚克子 馬場延子

2 人権尊重教育担当 江口耕一 野村治子 信夫清彦 川井田和子 川田 I告子 雨宮 充

3 国 きロ五口 主 任 河野千秋 赤松昭子 高浜嘗子 藤本憲康 鉄砲塚克子 宇土悦子

4 社会科主任 酒井ヒトシ 志村道子 古山郁夫 佐藤カヨ子 斉藤美代 品田敏男

5 算 数・数学主任 西森恵子 星野 洋 斉藤 茂 本多和美 上田美知子 小俣靖江

6 理 手ヰ 主 任 川上卓ー 荒川 矢口 加藤タイ 浅野昭雄 後藤楚子 佐藤玲子

7 三日乞 楽 主 任 馬場美津子 鶴薗美千代 二宮弘美 津山絵里子 村田那智子 保坂たか子

8 図 工・美術主任 藤沢由美子 佐藤和代 北野義昭 中尾公治 倉林晴夫 鶴田久美子

9 体 育‘・保体主任 岡島政吉 石田隆彦 菊池 彰 加賀美綾子 桐生雅行 吉田 弘

10 o技術家庭(男)主任

11 家庭・技家(女)主任 鷹尾冨貴江 奈良悦子 加藤幸子 富津和子 青山真紀子 小山富子

12 o 外国語主任

13 道 徳 主 任 吉野美智子 石原八重子 小山治男 川井田和子 川田浩子 雨宮 充

14 特別活動主任 鷹尾冨貴江 市川純子 溝江恵美子 藤本憲康 桐生雅行 西原幸子

15 学校行事主任 岡島政吉 野村治子 古山郁夫 山下法昭 桐生雅行 雨宮 充

16 視聴覚主任 近藤裕治 市川純子 小山治男 中尾公治 大類研治 吉田 弘

17 学校図書館主任 尾上章子 赤松昭子 小島義範 内木志づ子 川井尚美 小俣靖江

18 給 食 主 任 遠藤路子 前川せつ 森田弘文 富津和子 村田那智子 小川久美子

19 安全教育主任 近藤裕治 石井和子 信夫清彦 佐藤カヨ子 鶴間紀子 土方久枝

20 養 護 主 任 原因暢恵 小島典子 田島佳子 上山美智子 西村美子 清水妙子 l

21 士国立 財 主 任 石田義一 上原和美 新沼敏和 藤川井島 悦仁子子 郷原 敦 平沼 譲

22 事 務 担 当 石田義一 上原和美 新沼敏和 藤川井島 悦仁子子 土方聖子 平沼 譲
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一 中 一 中 七生中 一一 中 四 中 二沢中 大坂上中 平山中一 一

河手達治 吉川登代子 大谷良光 樋口恢武 田中栄一 熊谷静一 秋山備司 上原純子

石堂 正行 吉川登代子 田倉 正子 橘 陽臣 田中栄一 山口律子 秋山備司 成舞京子

能瀬典子 水野 美鈴 瀬川昭英 羽生幸一 井田 武 五十嵐公恵 佐藤玲子 高橋 明

中野 真帆 吉川登代子 山地 弘美 樋口恢武 杉村智秋 高橋洋文 倉田和俊 設楽益穂

森山 喜明 中沢昭和 坂井千恵子 賀川郁子 山本節子 鳥居利至 内田耕一郎 古荘斗糸子

荒川歌津 森川 見，llL. 辻 本昭彦 松井保子 前田 博 藤原昌彦 谷丈太郎 福地和子

横溝明子 吉村富美子 大野湾子 大宅 寛 新井 幹 西村美沙子 村上敏雄 山田よし子

尾関いずみ 久保田孝子 矢田 公男 高野徐ー 浅田豊子 朝虞永子 市川和彦 阿部晃一

渡辺 譲 鈴木 直也 柳井和幸 村井良一 石川明子 須貝光一 市村博保 川端祐輝

佐藤至正 片桐 豊昭 大谷良光 鈴木偉生 並木 イ彦 宮下文夫 鈴木 良身 三浦 義次

犬由美智子 猪股三枝子 田倉 正子 高見登志子 山本玲子 岩本淑美 土田キヨミ 佐藤寿枝

浅野和也 成田貴代子 加納 宗一 福田慶閤 沢田正純 松村敏以 横田 恵子 岡 部 隆 男

石堂 正行 鶴田恵彦 田倉 正子 橘 陽臣 田中栄一 鳥居恵美子 村上 敏雄 内藤由紀子

石堂 正行 松本 喜代 野沢雄介 松沢茂久 田中栄一 矢代 昌幸 村上敏雄 内藤由紀子

古厩 清夫 池田友彦 天野敏明 新井教旦 水野英世 広瀬 昭 大山正昭 = 浦 義 次

高崎郷二 鶴田恵彦 朝元 上 鈴木偉生 原田 憲一 直井富士春 倉田和俊 太田博幸

能瀬典子 中里久子 若宮美鈴 高野徐ー 田中栄一 森 紀子 丹美喜男 古荘斗糸子

佐藤ナホ子 北原八重子 高森和子 山口洋子 川本浩子 鳥居利至 吉峰 譲 土田正子

浅野和也 小川渉= 白井 攻 林 英隆 鈴木清司 村上芳男 市村博保 北原景昭

高橋恵子 中山ひとみ 大野湾子 今城理恵 瀬尾真理子 高津戸泰子 神屋敷和子 千葉瑠璃子

越智有吾 森 昇市 立立木 昇一 松村 大 金子好一 吉田久美子 中 島 和 枝 大野 馨

丹山野 静代 小林春江 高森和子 松村 大 金子好一 渡部 厚 筒井島 ゆり 馬土方場実静千枝代下かおる 田 恵美子
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昭和 62年度 授業研究主題一覧

No. 小学 校名 研 qブ~ ア 一 ーマ

日野第一小学校 楽しく運動に取り組体み、も進んで健日野康一っ小くりに励む児童の育成
一一心も 健康な の子一一

2 日野第二小学校 楽しく学べる指導法の研究

3 日野第=小学校 主体的に学一習一す児る童子理ど解もをの根育底成にをすめえざたし学、級指づ導く法りの一改一善をはかる

4 日野第四小学校 一人一人が生き生きと学習もする指導す法の研究学習
一一子供が問題意識を って、 すんで する社会科の授業一一

5 日野第五小学校 「わかる授業J i楽しい授業」創造

6 日野第六小学校 「自ら学ぶ子どもを育てる指導法の研究」

7 潤徳小学校 主体的な学習態資度料を育てる指導活法の研た究社会
一ー を効果的に用し 科の学習一一

8 平山小学校 「生活をみつめ考える力」を育てる指導法

9 日野第八小学校 児童の主体一性一算を数高めの文る章指導題法の指の導研究を通して一一

10 百草台小学校 ひとりひとりが生き生きと学習に取り組む授業を目指して

11 滝合小学校 児童の学習意欲を高めるための評価の研究

12 高幡台小学校 国語 「一人一人の児童の読む力を深める指導法」

13 日野第七小学校 豊かな心を育て語る学科習指指導導の工夫
一一国 の を通して一一

14 南平小学校 児童が主体的に取ありく教む活育動活の研と究特B
一一創意る 動 IJ活動一一

15 程久保小学校 一人一人が生き生きとした学習指導

16 旭が丘小学校 子どもによく考えさせる指導法の研究

17 平山台小学校 教育目標の具体化(心豊かでたくづましい子を通・力しをて合一わ一せてやPぬく子)
一一互いに認め合う学級 くり

18 東光寺小学校 楽しみながら運動量をふやす指導法の工夫

19 =沢台小学校 自ら学ぶ力を育てるための手だての工夫

20 仲田小学校
ひとり一人の児童が生き生き と学習にとりくむための授業の創造をめ
ざして
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No. 中学校名 研 qプbし ア て<'

日野第一中学校 生徒ひとり一人がいきいきと学校行事へ取り組む学級指導の研究

2 日野第 二 中学校 生徒が主体的に取り組む進路指導方法の工夫

3 七生中学校 基礎学力の定着をめざす授業研究

4 日野第三中学校 個性、創造性、自主活動を高める指導の工夫

5 日野第四中学校 生徒を考の学え習(教科・行事など)意欲を高めるために、どう指導の手立
て るか

6 三沢中学校 生徒の学習意欲を高める授業のくふう

7 大坂上中学 校 基礎学力をつけ、自主的に学習するためのより良い授業のあり方

8 平山中学校 学年目標を生かした学級経営への取り組み(学年目標の展開)
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昭和 62年度都教育研究員等一覧

1. 教員研究生

特総研長期 平山台小 上 通正雄

2. 教育研究員

小学校 体 育 日野一小 足 立博志

教育課題 日野三小 上回憲 一

心障教育 日野三小 宮本京子

学校保健 平山小 松 尾けさ美

図 工 滝合小 岡本美治

道 徳 高幡台小 小原良雄

理 手ヰ 平山台小 森田弘文

中学校 特別活動 日野一中 田 中伸佳

書 写 日野三中 乙黒義夫

技 . 家 日野四中 原田憲

3. 教育開発委員

小学校 道 徳、 程久保小 吉野美智子

中学校 こま目乙 楽 大坂上中 村上敏雄

特別活動 平山中 和田 孝

4. 道徳教育指導助言者

小学校 コ沢台小 川田浩子

仲 田 小 雨宮 充

中学校 日野二中 宮尾文子

=沢中 中根 勉

5. 東京都研究奨励費受給者

心障教育 平山台小 杉坂昌子

養 護 コ沢台小 西村美子

6. 東京都研究推進校

帰国子女教育推進校 日野八小 校長 渋谷義一
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年

度

56 

57 

58 

59 

60 

61 

』性

5J1j 

言十

男
女

計

男
女

計

男
女

計

男
女

言十

男
女

計

男
女

*、公屯~.、

言十

1，824 

946 
878 

2，142 

1.105 
1.037 

2，208 

1.118 
1.090 

2，184 

1，124 
1，060 

2，260 

1，198 
1，062 

2，418 

1.248 
1，170 

言十

1.801 
(95.8) 
925 
876 

2，097 
(94.5) 
1.069 
1.028 

2，133 
(92.0) 
1.059 
1.074 

2，099 
(90.9) 
1.062 
1，037 

2，174 
(91.7) 
1，132 
1.042 

2.341 
(90.9) 
1.187 
1，154 

就学・進学状況の推進 (S.56 ~ 61年度)

日Eコ1 等 弓ぶ主主=: 校 本 手ヰ

高等学校全日制課程 高等学校定時制課程 主日主~ 主I司吉「 盲養

等 等 . 
公 立 私 立 公 立 就

職 専
A子主ん

ろ護
立目立 職 立目怠 職 立目Z己 職 校

言十 進 門
通

つ《ず主らー

通 業 通 業 通 業
悼寸ιー $ 主4

ーぶモミ子4 

言十 言十
科 科 科 手ヰ 科 手ヰ 者 校 制 校校

838 154 992 729 80 809 16 8 8 7 5 2 
(44.6) ( 8.2) (52.8) (38.8) ( 4.3) ( 43.0) ( 0.8) ( 0.4) ( 0.4) ( 0.4) ( 0.3) ( 0.1) 
413 82 495 377 53 430 14 6 8 7 5 2 
425 72 497 352 27 379 2 2 。。。 。
994 162 1.156 871 70 941 39 30 9 16 3 3 

(44.8) ( 7.3) (52.1) (39.3) ( 3.2) (42.4) ( 1.8) ( 1.4) ( 0.4) ( 0.9) ( 0.1) ( 0.1) 
487 92 579 442 48 490 30 24 6 15 3 3 
507 70 577 429 22 451 9 6 3 1 。 。

1，002 158 1.167 910 63 973 55 37(f13 15 14 11 8 
( 43.0) ( 7.0) (50.0 ) ( 39.3) ( 2.7) ( 42.0) ( 2.4) ( 1.8) ( 0.6) ( 0.6) ( 0.5) ( 0.4) 
493 84 583 434 48 482 42 30(3) 9 10 10 6 
509 74 584 476 15 491 13 7 6 4 。 2 

1.102 163 1，265 778 56 834 64 3Kf12) 23 43 4 9 8 
( 47.7) ( 7.1) (54.8) (33.7) ( 2.4) (36.1 ) ( 2.8) ( 1.8) ( 1.0) ( 1.9) ( 0.2) (0.4) ( 0.3) 
562 85 647 367 48 415 46 zl併":J2) 17 31 3 8 5 
540 78 618 411 8 419 18 12 6 12 3 

1.016 160 1.176 929 69 998 71 4O<fLs) 25 19 5 9 
( 42.8) ( 6.8) ( 49.6) ( 39.2) ( 2.9) ( 42.1) ( 3.0) ( 1.9) ( 1.1) ( 0.8) ( 0.2) ( 0.4) 
519 80 599 486 47 533 54 24<(16) 24 17 5 6 
497 80 577 443 22 465 17 16 2 。 3 

1.127 174 1.301 984 56 1.040 66 36 16 14 8 2 
(43.7) ( 6.8) (50.5) (38.2) ( 2.2) (40.4) ( 2.6) 

2(I私1.4心) ( 0.6) ( 0.6) ( 0.3) 
554 92 646 502 39 541 50 8(手11) 13 8 2 
573 82 655 482 17 499 16 8 7 1 。。 。

)はノマ一セント

職育機業等教関
卒

就業・その他

業

修専職 就 無(

業量在者

者
業

各語学校訓練校

5十 職
総

者 者) 数

15 41 31 10 1，880 
( 0.8) ( 2.2) ( 1.6) ( 0.5) 

8 34 26 8 988 
7 7 5 2 892 

32 45 38 7 I 2，219 
( 1.4) ( 2.1) ( 1.7) ( 0.3) 

11 30 28 21，0 146 
21 15 10 5 I 1.073 

60 49 42 7 I 2，317 
( 2.6) ( 2.1) ( 1.8) ( 0.3) 

33 35 31 4 I 1，186 
27 14 11 3 I 1，131 
63 62 46 16 2，309 

( 2.7) ( 2.7) ( 2.0) ( 0.7) 
39 38 32 6 1，201 
24 24 14 10 1.108 

53 60 48 12 2，373 
( 2.2) ( 2.5) ( 2.0) ( 0.5) 

34 43 33 10 1，275 
19 17 15 2 I 1.098 

100 60 36 24 2.578 
( 3.9) ( 2.3) ( 1.4) ( 0.9) 

49 37 23 14 1，334 
51 23 13 10 1.244 



幼稚園児、小学校児童、中学校生徒の数

〈昭和 54，..._， 6 1年度 〉

!幼 2，715人

参考t小 13，838人

l中 7，641人

人
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日野市産業大分類別就業者数

( )は%

(昭和 60年度国勢調査)
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昭和62年度目野市立小・中学校使用教科書

1. 小学校

国 三回五ロ 科 「小学国語」 (日本書籍)

「小学書き方J (日本書籍)

社 ヨtミ』 科 「新しい社会」 (東京書籍)

「小学校社会科地図帳」 (帝国書院)

算 数 科 「小学校算数」 (学校図書)

理 科 「新しい理科J (東京書籍)

コ日白L 楽 科 「新しい音楽」 (東京書籍)

図 画工作科 「図画工作J (日本文教出版)

家 庭 科 「小学校家庭科」 (開 隆 堂)

2. 中学校

国 至回口五 科 「国 語」 (光 村)

「中学書写」 (教育出版)

社 企τEZ』 科 「新編新い、社会地理J ( 東 京 書 籍 )

「中学社会歴史的分野」 (日本書籍)

「中学社会 公民的分野」 (日本 書 籍〉

「中学校社会科地図三訂版J (帝国書院)

数 ，ヲ~ら 科 「新編新しし、数学J (東京書籍)

理 科 「新編新しし、科学 (1. 2分野 )J ( 東 京 書 籍 )

ヨ日乞 楽 科 「中学生の音楽J ( 教 育 芸 術 )

「中学生の器楽J ( 教 育 芸 術 )

美 術 科 「少年の美術」 (現代美術). 
保健体育科 「中学保健体育j (学習研究社)

技術家庭科 「技枝・家庭上・下J (開 隆 堂)

外国語科
iTHE NE日TCRO日TN

省 堂)ENGLISH SERIESJ 
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園児・児童・生徒、学級数調べ

く62.5.1現在>

上段 61年度 (州学級数
下段 62年度

No. 小学校名 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合 計 心附

日野第一小学校
104(3) 94(3) 111(3) 110(3) 113(3) 121(3) 653(18) 
91 (3) 101 (3) 94(3) 109(3) 107(3) 107(3) 609(18) 

2 日野第二小学校
141 (4) 130(3) 177(4) 141 (4) 155(4) 156(4) 900(23) 
119(3) 139(4) 125(3) 182(5) 137(3) 156(4) 858(22) 

3 日野第二小学校
90(3) 101 (3) 109(3) 109(3) 125(3) 143(4) 677(19) 15(2) 

93(3) 82(3) 100(3) 106(3) 107(3) 125(3) 613(18) 21(3) 

4 日野第四小学校
84(3) 86(2) 93(3) 101(3) 91 (3) 110(3) 566(17) 

83(3) 86(3) 85(2) 98(3) 101 (3) 90(2) 543(16) 

5 日野第五小学校
133(4) 124(3) 153(4) 130(3) 131 (3) 142(4) 813(21) 4(1) 

130(4) 130(4) 108(3) 133(3) 126(3) 128(3) 755仰) 2(1) 

6 日野第六小学校
110(3) 124(3) 112(3) 120(3) 122(3) 114(3) 702(18) 

109(3) 104(3) 117(3) 111(3) 108(3) 120(3) 669(18) 

7 潤徳小学校
71(2) 71 (2) 80(2) 89(2) 92(3) 110(3) 513(14) 
59(2) 74(2) 68(2) 78(2) 95(3) 91(2) 465(13) 

8 平山小学校
94(3) 118(3) 120(3) 111(3) 142(4¥ 138(4) 723仰)
87(3) 97(3) 112(3) 115(3) 117(3) 136(4) 664(19) 

9 日野第八小学校
94(3) 104(3) 103(3) 105(3) 111(3) 135(3) 652(18) 
101(3) 93(3) 100(3) 105(3) 107(3) 111(3) 617間)

10 百草台小学校
114(3) 120(3) 115(3) 106(3) 118(3) 94(3) 667(18) 

92(3) 109(3) 113(3) 110(3) 96(3) 114(3) 634(18) 

11 滝合小学 校
138(4) 136(4) 140(4) 140(4) 164(4) 158(4) 876(24) 
l17(3) 134(4) 138(4) 132(3) 137(4) 171 (4) 829(22) 

12 高幡台小学校
105(3) 93(3) 108(3) 101(3) 87(2) 110(3) 604(17) 

81(3) 102(3) 90(3) 97(3) 93(3) 84(2) 547(17) 

13 日野第七小学校
106(3) 122(3) 122(3) 109(3) 128(3) 123(3) 710(18) 
103(3) 107(3) 126(3) 124(3) 112(3) 131 (3) 703(18) 

14 南平小学校
95(3) 102(3) 142(4) 105(3) 120(3) 128(3) 692(19) 

86(3) 96(3) 105(3) 137(4) 103(3) 124(3) 651 (19) 

15 程久保小学校
77(2) 53(2) 89(2) 85(2) 77(2) 96(3) 477(13) 

65(2) 81(3) 57(2) 92(3) 85(2) 84(2) 464(14) 

16 旭が丘小学校
139(4) 119(3) 137(4) 122(3) 121(3) 127(3) 765(20) 

116(3) 133(4) 119(3) 134(4) 118(3) 115(3) 735(:加)

17 平山台小学校
61(2) 61(2) 68(2) 76(2) 97(3) 109(3) 472(14) 14(1) 

50(2) 59(2) 56(2) 73(2) 74(2) 99(3) 411(13) 12(1) 

18 東光寺小学校
72(2) 66(2) 72(2) 81(2) 84(2) 95(3) 470(13) 

55(2) 73(2) 65(2) 73(2) 78(2) 87(2) 431 (12) 

19 =沢台小学校
79(2) 71(2) 86(2) 72(2) 98(3) 118(3) 524(14) 

60(2) 80(2) 79(2) 89(2) 78(2) 103(3) 489(13) 

20 仲田小学 校
63(2) 54(2) 55(2) 55(2) 67(2) 65(2) 359(12) 

50(2) 65(2) 52(2) 58(2) 56(2) 68(2) 349(12) 

計~ 
1，942(5引 2.216(59) 2.049(59) 2.227(59) 2.397制) 2.699(69) 13530((3測61)) 39(6) 

1. 747 (55) 1.945(59) 1，909(54) 2.156(59) 2.035(日) 2.244(57) 12.036 35(5) 
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No. 中学校名 1 年 2 年 3 年 言十 JL、 障

日野第一中学校
307 (7) 289 (7) 315 (8) 911(22) 
271 (7) 303 (7) 291 (8) 865 (21) 

2 日野第二中学校
338 (8) 311 (7) 318 (8) 967((2231) ) 
268 (6) 335 (8) 308 (7) 911 

3 七 生 中 学 校
271 (6) 272 (7) 270 (6) 813 (19) 10 (1) 

222 (6) 274 (7) 268 (6) 773 (19) 9 (2) 

4 日野第=中学校
333 (8) 371 (9) 387 (9) 1，091 (26) 
307 (7) 340 (8) 368 (9) 1，015(24) 

5 日野第四中学校
341 (8) 328 (7) 296 (7) 965 (23) 
275 (7) 331 (8) 328 (8) 934 (23) 

6 三 沢 中 学 校
339 (8) 338 (8) 340 (8) 1，017(2引
315 (8) 338 (8) 341 (8) 994 (24) 

7 大坂上中学校
336 (8) 284 (7) 319 (8) 939(23) 15 (2) 

307 (7) 332 (8) 286 (7) 925 (22) 13 (2) 

8 平山中 学 校
295 (7) 295 (7) 323 (8) 913(22) 

269 (7) 294 (7) 305 (7) 868 (20) 

5十~ 2.560 (60) 2.488間) 2.568脱) 7，616(1的)
2.234 (52) 2.547倍1) 2.495(59) 7，276(172) 22 (4) 

No. 幼稚園名 4 歳 児 5 歳 児 計

59(2) 108(3) 167(5) 
第 一 幼 稚園

58(2) 99(3) 157(5) 

30(1) 56(2) 86(3) 
2 第 二 幼稚園

30(1) 41(2) 71(3) 

29(1) 46(2) 75(3) 
3 第 三 幼稚園

(1) 39(2) 69(3) 

30(1) 30(1) 60(2) 
4 第五幼稚園 (1) 30(1) 63(2) 

30(1) 38(1) 68(2) 
5 第六幼稚園 (1) 33(1) 57(2) 

28(1) 32(1) 60b (2) 6 第七幼稚園
27(1) 30(1) 10 t> (2) 

29(1) 39(1) 68(2) 
7 第 八 幼稚園

60(1) 40(1) 100(3) 

~ 235(8) 345(11) 584(19) 
言十

265(9) 3 1 2 (11) 577(2日
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避難場所と地区割当表

番
避難 場所 収容人口 避難地区

番
避難場所 収容人口 避難地区

号 下仁玉ヨ

1 第 一 中 学校
人 人

東平山1.2. 3丁目
仲田 緑 地

28ρ00 日野の一部 11 滝合小学校 8，500 
西平山1.2.3.4丁目

2 豊田児童公園 11ρ00 
東豊田1.2.4丁目

12 室明主星旬大、ZE学 22ρ00 
程久保の大部分

第二 小 学校 豊田 1-4丁目 高幡台団地

第三小学 校
23ρ00 

新 町 1.2.4.5丁目
13 i f225 12，500 南平 1-5丁目3 日野自動車グランド 日野台1.2.3.4.5丁目

4 日野総合グラ ン ド
22500 

日野の一部、新井
14 告すiE7;30ρ00 

旭が丘の全部
第 四 小 学校 石田、 下回の一部 西平山 5丁目

5 第多多摩摩二平平任地第中自一然学公公校園園 21β00 
多摩平 1-6丁目

15 平山台小 学 校 7，500 
平山1.2. 3丁目

東豊田 3丁目 平山苑

6 第実日 野七践中小女央学子公校大園 23ρ00 多明上摩区平直の墜一酒部亙、域神内 16 東光寺小学校 8β00 
栄町 1-5丁目
新町 3丁目

7 第 八 小 学校
16.000 

百草、落川、三沢
17 

三 沢台小学校
13β00 百日草本信、三販造沢成の地部

三 沢 中 学校 の一部 百草台自然、公園

8 
新井橋際河川敷

11ρ00 高幡、新井の一部 18 駒 形 ~ 、 園 10ρ00 
日野作官官、堀之内

潤徳小学校 上田、宮の全部

9 平山小学校 13ρ00 
平山 4.5.6丁目

計 18 個 所 286，600 
平山中学校 南平 6.7. 8. 9丁目

10 百草台小学校 6ρ00 
百草団地、百草、
程久保の一部
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市 立 小 中 学

番 開 校 建 築 校舎保有 普通
校 名 年度 校地面積

号 年度 増改築
η1 

面 積 教室

rri 

1 一 M 6 37. 38. 39. 20. 947 4， 366 18 

2 一 M 7 42.43. 48.53-54 11. 640 4， 757 23 一

3 一一 S 23 41. 42. 47. 49........50 16， 806 6， 012 21 (3) 

4 四 M 6 39. 40. 44. 15. 292 3. 839 1 7 

5 五 S 34 34. 35. 36. 43 18， 435 5， 284 24 

6 .FA¥ - S 40 38. 40. 43. 48 19， 833 6. 098 18 

7 潤徳小 M 6 39. 40. 45 15. 376 11可 907 14 

8 平 山 小 M 6 39.40.41. 44 1 5， () 115 ‘1， 450 20 

9 八 S 44 44. 47. 49 1 7， 601 5， 102 18 

10 百 草台小 S 45 44. 48. 50 15. 143 5， 248 18 

11 滝合小 S 46 45-46 20. 545 5， 544 24 

12 高幡台 小 S 47 46. 48. 52 16， 017 4. 9 H :~ 17 

13 七 S 48 47-48 52~ 5 3. 57. 13， 509 1. 8 () 6 18 

14 南平 小 S 49 48-49. 53. 55 16， 569 5， 254 19 

15 程久保小 S 52 49-51 1 7， 072 4. 092 13 

16 旭が丘小 S 52 51-52 56 16. 642 5. r16:) 20 

17 平山台小 S 53 52.........53.54 18， 536 4. ~ 39 14(2) 

18 東光寺小 S 54 53.........54 19. 586 4， 35ら 13 

19 三沢台小 S 55 54.........55 15. 170 4， 463 14 

20 仲田小 S 59 58-59 15. 660 3. 434 12 

一 中 S 22 37. 38. 40. 41. 50. 58 19， 186 6. 118 22 

2 一 中 S 29 34. 35. 38. 40. 41. 49-50 21. 150 6， 274 23 
ー一

3 七生中 S 22 36.38.44.45.50"""'51. 59.......60 20. 367 5，934 19(3) 

4 一 中 S45 45. 47. 49. 58.........59 21. 520 6. 958 26 

5 四 中 S 48 47. 49. 52. 17， 278 6， 168 23 

6 三沢中 S52 51.........52 58-59 23. 507 7， 147 24 

7 大坂上中 S 55 54-55 57 19.389 6， 630 23(3) 

8 平山中 S 56 55.......56 18， 200 5. 967 22 
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校 施 設 覧
昭和62年 5月1日現在

教 室

特 思IJ 教 室
プール

体育館 対 25く1同) 給食室 実学級
理 二日τγ. 図 美 伎 家 視 図 食

π1 寸{1Ox5m) m 
科 楽 工 術 術 庭 見A凶 書 堂

2 1 2 1 760 大 .小 179 18 

2 761 !I 172 22 

2 2 I 761 11 144 18(3) 

l 1 765 !I 130 16 

つ つ 2 2 761 11 -つゥ・ υq 20( 1) 

2 つ 2 765 11 213 18 

2 2 779 !I 204 13 

2 2 545 11 147 19 

2 1 710 11 236 18 

2 L 752 11 188 18 

2 701 11 256 22 

2 714 11 226 17 

1 2 1 736 11 219 18 

2 2 1 1 1 734 11 188 19 

1 1 760 !I 216 14 

2 2 760 11 213 20 

2 2 2 1 760 大JJ、12X5m 268 13( 1) 

2 1 l 1 760 大.小 214 12 

757 11 215 13 

760 /1 224 12 

つ 2 2 2 4'3 4 842 大 i65 21 

2 2 2 ιつ， 2 1， 075 11 21 

2 2 2 3 3 I 765 /ノ (654) 18(2) 

3 3 』つ 3 2 2 1，067 11 24 

2 2 2 2 2 2 1， 136 I1 
23 

2 2 2 2 2 1. 1 18 " (718) 23 

つ“ 2 2 2(1 ) 2(1) /1 l' 599 22(2) 

2 つ 2 ム，、 2・ l 1. 189 11 197 20 

)心障教室
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園 名

所在地

電 話

JI国 路

園児数

園長氏名

1. 沿革の概要

昭 41. 4. 1 日野市立第一幼稚園として設置

さる。学級 7、定員 280名、

職員教諭8名、用務員 1名。

園敷地 2，70 Onf.、園舎 777m2

プレハブ 1棟。

4.10 開園、園児 280名

5.25 創立記念日とす

5.30 園章制定

昭 43. 9. 6 プール完成(中庭)

12.20 ホール増築完成

昭 44. 6. 1 プレハブ園舎、ベランダ増設工

事完成

7.15 運動場拡張完成

昭 48. 3.14 東京都交通安全教育実験学校

研究発表会(第一年次)

10.23 向上研究発表会(第二年次)

昭 50. 3.10 1 0周年記念研究発表会開催

園歌制定

12.20 園舎(プレハブ)改築完成

保育室 3、プレイコーナ一、図

書コーナー各 1、資料室 1、屋

上、 トイレ、物置 l

昭 57. 8.31 園庭の整地完成

昭 58. 9. 1 幼児教育センターの開設にあた

り2教室を提供

昭 60.12.17 園舎外周緑化工事完成

昭 61.11.29 ホール屋根改装工事完成

2. 歴代園長

氏 名 年月~年月

江角正子 昭40.4.1'"'-'昭 56.3.31

光永久夫 昭56.4.1'"'-'昭 57.3.31

田中光一 昭 57.4.1'"'-'昭 60.3.31

上山洋一郎 昭60.4.1'"'-'昭 62.3.31

高橋千鶴子 昭62.4.1'"'-' 現在

日野市立第一幼稚園

日野市多摩平4-3

0425-81-4124・4105

豊田駅より北へ徒歩約 10分

男 76名女80名計 156名

高橋千鶴子

3. 地域の環境

市の一大集団住宅地域である多摩平団地およ

び周辺住宅の中心にある。甲州街道と平行して

そのバイパス的役割をなす道路に面しているた

め交通量も多くなり危険になってきた。近くに

は公園が点在し、比較的閑静な環境にあって四

季折々の自然に親しむ乙とができる。

4. 教育目標

心身ともに健全な育成を目ざして

o健康で明るい子供

o元気に遊びがんばる子供

oやさしい心をもっ子供

5. 本年度指導の重点

oひとりひとりの個性や能力を見つめ理解し、

集団の中で望ましい友達関係のあり方や、正

しい生活習慣の確立をはかり、主体性・協調

性を培い園生活を楽しく安全にすごせる子ど

もを育成する。

o地域の豊かな自然を生かし、丈夫なからだと

心情を培う経験や活動の場を設定し実践する。

o家庭との連携を密にし、父母との交流の場を

通して相互理解をはかり、信頼関係を高める

乙とによって、幼稚園教育活動の円滑化と活

性化をはかる。

6. 本年度の研究主題

「発達過程に即した経験や活動の選択と配列」

7. 本校の特色

。地域と園とのつながりを大切に考え、母親コ

ーラスなどを通して教育の場を豊かにしている。

o自然を活用した圏外保育に力を入れている。

8. その他(教職員の研究歴)

1 空| 研 究 員 |充実対策委員

高橋千鶴子(4拝)1高橋千鶴子(5昨)
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園 名 日野市立第二幼稚園

所在地 日野市平山 4-5-4

電 E古 0425-91-4125 

!順 路 京王線平山城祉公園下車徒歩 10分

園児数 男 32名女 39名計71名

園長氏名 坂口嘉津子

1. 沿革の概要

昭 40. 4. 1 日野市立第二幼稚園として平山

小学校内に設置

5.10 開園記念日と定める

5.30 園章制定

昭 46. 3.10 日野市研究協力園として研究発

表を行う

昭 48.2.21 東京都交通安全教育推進学校研

究発表会(第一年次)

昭 49.10.22 東京都交通安全教育推進学校研

究発表会本発表(第二年次)

12.14 創立 10周年記念式典開催

昭 51. 4. 6 保育室、廊下、職員室、医務室

床、改装完成

昭 53. 9.30 玄関入口広場を図書コーナーに

改装完成

昭 55. 9. 1 図書コーナ一本棚設置

昭 56.4. 6 市水道管引込工事完了

昭 57. 3. 8 屋根・ホール床塗装完成

昭 57. 4.10 二年保育再開

昭 58.8.23 園舎内装完成

昭 60. 4. 1 新園舎完成移転

2. 歴代園長

氏 名 年月~年月

後 藤正太 昭 40.4 '"'-'昭 42.3 

安積利治 昭 42.4 '"'-'昭 47.3 

小 野 晃 昭 47.4 '"'-'昭 51.3 

深津真人 昭 51.4 '"'-'昭 55.3 

林 元美 昭 55.4 '"'-'昭 58.3

伊 藤智章 昭 58.4'"'-'昭 61.3 

蓮池守一 昭 61.4 '"'-'昭 62.3 

坂口嘉津子 昭 62.4 "-' 

3. 地域の環境

市の南西部にあり、平山小学校に隣接してい

る。南に多摩丘陵がつらなり、近く l乙は平山城

祉公園、浅川土手、梨畑や田んぼなどがあり自

然環境に恵まれている。四季を通じて野外活動

を楽しむ乙とができる。

4. 教育目標

人間尊重の精神を基本とし、地域的な特性や

幼児の発達課題をおさえ、健康で意欲に満ちた

心豊かな幼児の育成をめざす。

o思いやりのあるこども

oやる気のある乙ども

o明るくたくましい乙ども

5. 本年度の指導の重点

幼児の発達課題をふまえた指導計画の作成と

幼児一人一人が意欲を持って活動に参加し、集

団の中で主体的に生きる、態度や能力の基礎を

身につけるよう努める。

4才児=教師と幼児、幼児相互の信頼関係を深

め、活動へ参加する楽しさを尉コわせる。

5才児=興味や関心、好奇心を持って、自ら活

動に働きかけ、やりとげた充実感を味

わわせる。

6. 本年度の研究主題

一人一人の幼児の的確な理解を基に、発達課

題をふまえた指導計画の作成。

7. 本園の特色

。平山城祉公園や河原など、園周辺の自然環境

を利用し、四季を通じて自然に親し出る活動

を、多くとり入れている。

8 その他(教職員の研究歴)

九 空|研究 員 |開発委員

1 坂口嘉津子(4釦 |坂口嘉津子(51年)
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園 名 日野市立第一幼稚園

所 在 地 日野市日野本町 2-14-1

電 5古 0425-81-7127 

!順 路 ]R日野駅下車 東へ 10分

園 児 数 男 36名女31名 計 67名

園長氏名 平 向邦江

1. 沿革の概要

昭 41. 4.11 日野市立第三幼稚園として日野

第一小学校内に設置

学級数 4、園児数 143名

5. 4 開園記念日 と定める

昭 42.5. ブロック塀完成

11. 観察池設置

昭 46.4. 市研究協力園

昭 47. 3. 屋外飼育舎新設

昭 51. 2. 区画整理のため、正門移動

園庭整備

1 0周年記念研究発表

ホーノレ、保育室等床改装完成

廊下床改装完成

園歌制定

2年保育再開

園舎外装

保育室内装

昭 53.8. 

昭 54. 8. 

昭 56.3. 
昭 56.4. 
昭 56. 8. 

昭 60. 8. 

2. 歴代園長

氏 名 年月~年月

吉 田 辰 次 昭 41.4-----41.5

永野林弘 昭41.6 ----- 42. 3 

吉 田 辰 次 昭 42.4 ----- 44. 3 

下回 ，刃じa、 昭 44.4 ----- 5 O. 3 

溝呂木桂次 昭 5O. 4 ----- 55. 3 

村田安正 昭 55.4 ----- 58. 3 

古谷洋太 昭 58.4 ----- 62. 3 

平向邦江 昭 62.4 -----現在

3. 地域の環境

交通量の多い甲州街道、川崎街道、市道に固

まれた所に位置する。数年前までは周囲にれん

げ畑、梨畑などがあり 、四季の変化を身近に感

じ、こども達も自然を利用した遊びを楽しむ乙

ともできたが、 最近では宅地化が進み、周囲の

自然も失なわれ、乙ども達の遊び場も限られて

きている。市役所、市民会館、図書館、公園な

ど文化的な環境に恵まれた場所になりつつある。

4. 教育目標

ひとりひとり の個性を尊重し、心身ともに健

康な体と 自主自律の精神の育成を図り、人間形

成の基礎を培うために

。丈夫な体で、 元気に遊ぶ乙ども

oよく考えて取り組み、がんばるこども

o豊かな心をもっ乙ども

5. 本年度の指導の重点、

o幼児の自発性、発想、創意工夫等を尊重 し、

遊びの楽 しさ、満足感、協調性を育てる。

o幼児が主体的、 創造的に作り出し、 生活経験

が豊かになるよう、行事の精選と指導内容の

充実を図る。

o身近な自然や地域環境を十分活用すると共に、

異ク ラス聞の交流を密にし、 望ましい人間関

係が育つための環境構成を工夫する。

6. 本年度の研究主題

指導の充実をめざして

「長期指導計画の作戦」

7. 本園の特色

。幼児期の思い出が豊かであるよう考えて、親

子で共体験できる活動を組みいれている。

o地域の自然に触れる活動を多く取り入れ、動

植物への興味、関心、‘いたわりの気持を育て

ている。また自然、とかかわる中で、遊び方、

遊びの楽しさ、ダイナミ ックさなどを味わわ

せるよう考えている。

8. その他

教員の研究歴

研究 員 | 開発委員

平向邦江(4咋)1平向邦江(5昨)

po 
p
h
u
 



園 名 日野市立第四幼稚園

所在地 日野市石田 43 1 -6 

電話 0425-83-3903

順 路 立)1ト高幡不動京王パス四小前下車徒歩 5分

園児 数男33名女 27名計60名

園長氏名 梶村和 子

1. 沿革の概要

昭 48.4. 1 日野市立第四幼稚園として開園

学級数2、園児数 41名

教諭数3名、用務員 1名

4.10 第一回入園式挙行

10.29 落成式挙行

11. 1 開園記念日と定める

11. 7 園庭の植樹完了

12. 1 鉄骨製藤棚完成

昭 49. 3.20 第一回修了児 46名

昭 51. 8.30 各保育室前、 テラス完成

昭 53.10.11 観察池完成

昭 54.9. 8 廊下床、足洗い場改装完成

昭 56. 9.30 各保育室、教材・教具整理棚完

成

昭 57.11.11 創立 10周年記念式典挙行

園歌制定

昭 59. 8.31 保育室等内部塗装、改装完了

昭 60. 8.31 職員室床木製改装完了

昭 61. 4. 1 兼務園長制度廃止、専任園長制

度となる。

2. 歴代園長

氏 名 年月~年月

内藤達夫 昭48.4.1 ，...._， 52.3.31 

釜池 博 昭52.4.1 ，...._， 57.3.31 

竹永秀雄 昭57.4.1 ，...._， 60.3.31 

田中光穂 昭60.4. 1 ，...._， 62.3.31 

梶村和子 昭62.4.1 ....._現在

3. 地域の環境

国道 20号線(甲州街道)の日野橋より東へ

約 1Km入った多摩川の土手近くにあって、日野

第四小学校に隣接している。前面に中央高速道

路が東西に走り、コアラ人気の多摩動物公園に

通じる都道は、交通量も多 く道幅も狭いため危

険である。多摩川、浅川に固まれ田畑や梨園、

農業用水路など自然環境にめぐまれ四季を通じ

て水と緑と太陽がある。近年少しず、つ区画整理

が行なわれ、宅地化が進み住民層にも変化を生

じている。園児の殆んどは、四小学区からであ

る。公園等子どもが安心して遊べる場所は極め

て少ない。

4. 教育目標

ひとりひとりの個性を尊重し、自主的に活動

する中で、人間尊重の精神を身につけ、互いに

協力し、思いやりのある子を育成する。

o明るく元気な子ども

oよく考えやりぬく子ども

o思いやりのある子ども

5. 本年度の指導の重点、

o異年齢の友達との交流をはかり、幼児自ら活

動に取り組めるよう発達に応じた活動選択を

.する。

o身近な自然環境を活用し、個々のもっている

力を発揮させる。

o基本的生活習慣を身につけさせ、自主的活動

がとれるよう発達課題を押えた、計画的な経

験活動を選択する。
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6. 本年度の研究主題

日常保育実践の中で、個々の幼児への理解を一層、深め、個々にあった望ましい指導のあり方を探る。

7. 本園の特色

。河原遊び、草摘み、梨もぎなど、圏の周りの自然環境を利用した、四季折々の経験や活動を通して

「自然」に思う存分親しませている。

o小動物や草花の飼育栽培活動を通し、科学性の芽ばえを培うよう環境整備に配慮している。

o異年齢の友達との交流活動を計画的に行い、互いに学び合うようにしている。

8. その他(教職員の型究歴)

研究 員 開発委員(現代化)

梶村和子 (54年) I梶村和子
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園 名

所在地

電 3百

11憤 路

園児数

園長氏名

l. 沿革の概要

昭 49. 4. 1 日野市立第五幼稚園として設置

される。

学級数2、定員80名

教諭3名、用務員 1名

4.15 第一団入匿民病子 園児数62名

1l. 1 落成式を挙行同日を開園記念

日とする。

昭 50. l.20 園庭拡張される。

昭 50.3.20 第 1回修了式修了児 70名

昭 53.4. 1 1学級増のためプレハブ教室増

築、学級数3、定員 120名

昭 56. 4. 1 学級数2、定員 80名

昭 59.2.25 創立 10周年記念式挙行

昭 59.3.31 プレハブ教室撤去

昭 60. 4. 1 二年保育開始

昭 6l. 3.15 教材室増設

昭 6l. 4.10 第 13回入国式挙行

二年保育 4歳

一年保育 5歳 38名

昭 62.4.10 第 14回入園式挙行

二年保育 4歳

一年保育 5歳 34名

2. 歴代園長

氏 名 年月~年月

岡本省 吾 昭49.4.1 '"'-' 53.3.31 

古谷洋太 昭53.4.1 '"'-' 58.3.31 

渋谷 義一 昭58.4.1 '"'-' 6l.3.31 

桜 田鈴子 昭62.4.1 '"'-'現在

日野市立第五幼稚園

日野市三沢 175

0425-92-0432 

京王線高幡不動駅下車東へ約 13分

男 34名女 30名計64名

桜田鈴子

3. 地域の環境

京王線高幡不動駅と百草園駅のほぼ中間の位

置にあり、周囲は田んぼ、畑が多く、自然に恵

まれ、小学校、中学校に隣接している。近くに

は、高幡不動、多摩動物公園、百草固などがあ

り、四季折々の野外活動を楽しむことができる。

4. 教育目標

o元気によく遊べる子ども

o思いやりのあるやさしい子ども

o望ましい生活習慣を身につけた子ども

5. 本年度の指導の重点

圏内外の自然環境を生かし、健康な体と豊か

な心、思いやりを持った子どもの育成につとめ

る。

6. 本年度の研究主題

o個人記録をもとに幼児理解と研修に努める。

o授業研修を通して指導法や教材研修を深める。

7. 本国の特色

。圏外保育を多くとりいれ、自然の中で遊ぶ楽

しさ、解放感を味わわせている。

o園庭l乙畑をっくり、乙どもたちが自らの手で

育て、収穫する喜びを味わわせている。

o広い園庭を生かした遊びを多くとり入れてい

る。
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園 名 日野市立第六幼稚園

所在地 日野市程久保 876-2

電 5古 0425-92-6330 

JI頂 路 京高王幡線台高団地幡下不動車駅徒よ歩り百5分草団地行きパスで

児 童 数 男 27名女31名計 58名

園長氏名 上野美津枝

1. 沿革の概要

昭 50. 9. 6 

昭 51. 3.19 

4. 1 

4.10 

5.29 

昭 52. 5.30 

昭 53. 3.12 

昭 55. 4. 1 

昭 58.8. 5 

昭 60. 4. 1 

昭 60.11. 1 

昭 60.12.14

昭 61. 4.10 

昭 61. 9. 10 
昭 62.3.17 

2. 歴代園長

舎新築工事起

舎完成、鉄筋平屋建

日野市立第六幼稚園として開園

学級数 2、定員 80名

園長 1名、教諭 3名、用務員1名
入国式挙行、園児数 73名

開国記念式典挙行

開園記念日とする

プーノレ(ヤマハ ・キューティメ

イト DX)設置

1学級増設のためプレハブ教室

増設、学級数 3、定員 120名

学級数2、定員 80名

プールのフェンス、園庭フェン

ス防球ネット完成

2年保育開始定員70名学級

数 2、 4才児30名、 5才児40名

園歌制定

創立 10周年記念式挙行

第 11回入園式挙行

4才児 26名、 5才児 4名

園庭拡張、園舎外壁塗装

第 11回修了式挙行

修了児33名、修了児総数725名

氏 名 年月~年月

手代木和夫 昭 51.4.1，......， 54.3.31 

近内 信輝 昭 54.4.1，......， 58.3.31 

津野田昭 二 昭 58.4.1，......， 62.3.31 

上野美津枝 昭 62.4.1，......，現在

3. 地域の環境

日野市の東南部にある多摩丘陵に造成された

高幡台団地と百草団地との分岐点に位置 し、園

舎は緑の森林に固まれ、起伏に富んだ、所である。

近くには多摩動物公園、百草園、高幡不動尊な

どがあり、野外遊びのできる場所も多く、自然

に親しむ乙とができる。

4. 教育目標

。よく遊べる乙 ども

o思いやりのある乙ども

。畏後までがんばる乙 ども

5. 本年度の指導の重点

(1 ) ひとりひとりの個性や特性を十分理解し、

よりよい人間関係を育てる中で自己発揮でき

るような指導に努める。

(2) 運動、遊び、自然とのふれあいの場を多く

もちながら、どんなことにも意欲的にとりく

む子どもを育てる。

(3) 動物の世話、当番活動等の経験や活動を通

して生命の尊さ、思いやり、助け合う気持を

育てる。

6. 本年度の研究主題

o授業研究を通 して指導法教材研究を深める。

o長期指導計画作成

7. 本国の特色

o動植物の飼育栽培を子ども達が行い、 育てる

乙との喜びを味わわせている。

o園周辺の自然環境を利用した圏外保育を多く

取り入れ、思う存分陪体を動かし、自然に親

しませている。
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開発委員

上野美津枝(5拝)1上野美津枝(52tF)
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日野市立第七幼稚園名園

日野市旭が丘 2-42自
己

a
T
E
，
 

在所

0425-86-3770 3吉電

都立科学技術大学前京王ノてス豊田駅下車]R 路11国

計 99名女 51名男 48名数童児

園舎新築工事起工

日野市立第七幼稚園として設置

鉄筋コンクリート 2階建

学級数 2、定員 70名

教職員 3名園地面積 2，599m2

第 1回入園式挙行園児数 49名

開園記念日とする

4才児 1クラス増、定員100名

(年少2、年長 1)、職員室、

保健室を保育室に改装

代

ねばり強く、意欲をもってものごとに取組む

乙とができる。

o心のやさしい子ども

情緒が安定し、自然や友だちに関心を示し、

思いやりを示し、思いやりをもつことができ

る。

英山沖園長氏名

1. 沿革の概要

昭 59.10. 6 

昭 60. 4. 1 

本年度指導の重点

基本的生活習慣の確立をはかり、自信をもっ

た生活や遊びの中で、よい人間関係を育て、地

域の自然との触れ合いを多くもつ中で、豊かな

心、思いやりのもてる子どもを育てる。

o 4歳児……基本的生活習慣の習得、遊びゃ活

動を通して、自己表現や楽しさを味わえるよ

う指導する。

o 5歳児…・・・基本的生活習慣の自立、ひとりひ

とりの持っている力を十分発揮させ、意欲、

充実感、満足感をもてるように指導する。

5. 

昭 60. 4.10 

昭 60. 6.30 

昭 62. 4. 1 

氏

石井

沖 山

年月~年月

昭 60.4.1，.___ 62.3.31 

昭62.4.1，.___現在

名

三士

英代

歴代園長2. 

本年度の研究主題

i2ヶ年教育における指導計画の作成」

6. 

本国の特色

幼児の積木による造形を基に建築された園舎

である。子どもの夢を大切に、日々の生活の中

で、創造性や情緒の豊かな子どもを育てること

に力を入れる。

7. 

地域の環境

市の西端に位置し、地域の約半分が工業地区

になっているが、文化福祉ゾーン地域としても

発展しつつある。周辺には、 ，大学、中学校、保

育園、障害者や老人のための施設も建設され、

児童館建築の予定地も確保されている。

近くには、甲州街道、都道、市バイパスと、

幹線道路が 3本もあり、交通量は非常に多い。

3. 

貝
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山英代
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教育目標

一人一人を尊重し、心の触れ合いを基調にし

た教育の中で、幼児が豊かに健やかに育つこと

を目ざす。

o明るい子ども

健康であり、活力があり、自己表現ができる。

oがんばる子ども

4. 



学校名 日野市立日野第一小学校

所在地 日野市日野本町 2-14-1

電 5古 0425-81-0073・0061

!順 路 中央線日野駅下車 徒歩 6分

児童数 男 315名 女293名計608名

、-̂--ノ

校長氏名 山 口 武 彦 教頭氏名 秋山 憲一

1. 沿革の概要

明 6. 5. 5 土淵山普門寺の本堂をあて開校。

第一大学区第八中学区第五十四

番小学日野学校と称す。 (現在

の中央公民館のとなり。 )

日月 45. 2.11 校歌、校章制定、校舎増改築、

校地拡張

昭 11. 4.29 校旗寄贈(古谷剛次郎氏)

昭 15. 日野 2800番地(現在地)に

土地 900余坪、新校舎建築関

始。 (戦時中、軍徴用)

昭 23.4.25 新校舎に移転完了

昭 25.4. 1 東京都指定実験学校となり、教

育課程の研究発足

昭 27. 3. 5 上記の研究発表

昭 28. 8.22 8 0周年記念プーノレ竣工

昭 38.11. 3 日野市制施行により日野市立日

野第一小学校と校名を変更

昭 43.4. 1 日野市研究協力校として「教育

環境の整備」を主題として研究

発足。

8. 1 日野市集会場を屋内運動場兼

講堂として移管

昭 44. 2.21 日野市研究協力校として「教育

環境の整備についてJ発表

5. 1 東京都学校花壇協力校となる。

昭 46. 4. 1 日野市小学校訪問学級設置。

5月 17日開級。

昭 47. 2. 都市計画神明上区画整理事業開

始。校庭南側一部縮少。

昭 48.11. 創立百周年記念祭

昭 51. 8. 給食室改修。理科室整備。

昭 53.2. 理科室、家庭科室改修

昭 55. 8. 排水溝改修、受水槽設置

昭 57. 6. 体育館新設

昭 58.8. 校内塗装、窓アノレミサッシ化

昭 58.11. 開校 110周年記念集会、式典

昭 59. 3. 仲田小分離

昭 59.8. 屋上全面防水、プレハブ撤去

昭 60.3. 体育倉庫新設

昭 60. 8. 昇降口改修

昭 60.11. 南 ・北側ブロックベい撤去、植

込とする。

昭 61. 8. トイレ改修

昭 61. 2. 東京都教育委員会 「健康っくり

推進校」として公開発表

昭 62. 2. リリ一ポンド(池)改修

2. 歴代校長

氏 名 年 月~年月

日野 義順 明 6.5 '，，"， 明 9.7 
2 国府田 学 明 9.7 "'"明 11.3 
3 小川則要 明 11.4 '''_'明 15.3 
4 鈴木 宗也 明 15.4 "'"明 16.8 
5 上野兼松 明 16.9 "'"明 18.3 
6 二見友三郎 明 18.4 "'"明 19.4 
7 八木岡寛制 明 19.5 "'"明 21.10
8 佐野鶴松 明 21.11，"'"大 5.3 
9 古谷剛次郎 大 5.4 "'"大 12.1 
10 河合平作 大 12.2 "'"大 15.3 
11 古谷剛次郎 大 15.4 "'"昭 11. 1 
12 宮川海ニ 昭 11.2 "'"昭 18.3 
13 貫井半蔵 昭 18.4 "'"昭 23.8 
14 小池嘉一 昭 23.9 "'"昭 34.3 
15 尾崎半次郎 昭34.4 "'"昭 37.3 
16 五十嵐光 昭 37.4 "'"昭 38.3 
17 木村 清 昭38.4 "'-'昭 41.3 
18 吉田辰次 昭 41.4 "'"昭 44.3 
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氏 名 年月~年月

19 下回 ，刃己4、 昭44.4 "-'昭 50.3 

20 溝呂木桂次 昭50.4 "-'昭 55.3 

21 村田安正 昭55.4 "-'昭 58.3 

22 古谷洋太 昭58.4 "-'昭 62.3 

23 山口武彦 昭62.4 "-'現在

3. 地域の環境

校区は広く、農地、工場、商底、住宅により

構成される地域である。本校は日野駅より徒歩

6分の所に位置するo 駅周辺は開発も進み、か

つての日野宿のおもかげ、も失われつつある。し

かし、まだ随所に歴史をとどめるものも残り、

自然も美しく、心やすまる環境も残されている。

4. 教育目標

本校の教育は、地域社会、児童の実態に即し、自主的に人格の完成につとめる児童の育成を目ざし、

次の乙とを中心に展開する。

1.科学性を身に付ける子ども 事実を正しくみる力を養い、正しい判断力、順序立った

思考力を伸ばして、基礎的学習の充実をはかる。

1. 豊かな心情を持つ子ども 真、善、美に対する感受性を養うと共に、自然、動植物

愛護、他人に対する思いやりの気持を深める。

1. 強い意志を育てる子ども 標lと向って最後までやりとげる実行力を培い、困難に

あってもくじけない気持を育てる。

1. じようぶな体をつくる子ども 節度のある生活態度を身に付け、継続して体力の増進を

はかる児童を育成する。

5. 本年度の指導の重点

(1 )各教科、道徳、特別活動の指導の重点

ア.各教科

生涯にわたって学び続ける意欲や能力、態度の基礎を身に付ける。そのため、

o 指導内容を精選し、指導の重点化を図るととにより授業にゆとりを持たせ、児童一人一人に

学力を定着させる。

o 教材・教具の整備・充実・活用等により指導法や学習活動に工夫を乙らし、児童が成就感・

満足感を持つ授業を展開する。

o 教科・領域相互の関連を図り、楽しく運動に取り組み進んで健康っくりに励む児童を育成す

る。

イ.道 徳

社会規範、生活規範のもととなる道徳的価値観の高揚・内面化を図り道徳的実践力を強める。

そのため、

o 道徳の時間の充実を図り、 意図的計画的な指導を行う。

o 全教育活動を通じて生命尊重、他を思いやる心、基本的生活習慣の定着、を重視した指導を

推し進める。

ウ.特別活動

児童の自主・自立の精神を育てるとともに社会性や個性伸長に目を向けてし、く 。そのため、

o 児童の主体的活動を促し、望ましい集団行動を行う中で一小児童としての連帯感や好ましい

人間関係を育てる。
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o 多様な教育活動を行う中で、個人の持つ特』性の発見に努め良い面を伸ばすよう指導する。

(2) その他の活動

7.学校裁量の時聞を通して個別指導の充実、学級係活動の充実等を図り、児童一人一人が学校生

活を円滑に、ゆとりと充実をもって送れるよう指導する。

イ.水泳初心者指導の期間を設け、水泳に関する個別指導を行い、児童の泳力や気力の向上を図る。

ウ.ふれあいタイムを設定し、教師が児童と共に遊ぶ中で児童理解を深める。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

o 全教職員の共通理解のもとに基本的生活習慣の定着を推進する。

o I五つの約束」を本校の生活指導の重点とし、集団の秩序と安全保持の立場から指導の徹底

を図る。

イ.進路指導

o 児童一人一人の個性、能力の開発、伸長をめざす。

6. 本年度の研究主題 「楽しく運動に取り組み、進んで、健康っくりに励む児童の育成」

昨年度の都の研究協力校としての研究成果の定着をねらい、引き続き本主題のもとに研究を進めて

いく 。そのため、研究分科会である教科体育部、保健 給食部、教科外体育部から、校内分掌組織

である体育部、保健部、給食部、生活部、特活部等への研究内容の移行をはかつていく 。

7. 本校の特色

(1)本校は、開校 114年を誇る歴史と伝統のある学校で、父母・地域の方の中にも卒業生が多く、

地域の学校lζ対する愛情や期待は大きい。古き良きものを愛し、大切にし、地域からの信頼、地域

との連帯を深めながら更によい校風を築く努力を重ねている。

(2) 教科指導と両輪をなす生活指導に教職員の結束をはかり、生活指導報告日、生活指導協議会の設

置により、 「全校児童、わがクラスの子」を合言葉にして指導にあたり、児童の健全な成長を計っ

ている。

(3) 一輪車、木のぼり、竹馬、ふれあいタイムなど、他校にはみられないような施設や特性を生かし、

児童が楽しく学校生活を送れるよう保護者の協力を得ながら組織的に取り組んでいく 。

8. その他(教職員の研究歴)

中央研

山口武彦(49) 
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学校名 日野市立日野第二小学校

所在地 日野市東豊田 2-14-1

電 3吉 0425-81-0070・0851

!順 路 京中央王線線南豊平田駅駅下南車口下、徒車歩徒1歩5分10分

児童数 男 459名女 399名計858名

校長氏名 荒木健治 教頭氏名 金田義直

1. 沿革の概要

日月 7. 3. 神奈川県9大区小4区豊田村尋

常小学校として創設、戸長山口

平大夫氏長屋を仮校舎にする。

年月不詳 善生寺本堂を校舎とし、上下 2

等級に分け、上等小学校は満十

歳から十=歳までとする。

明 12. 2 豊田 1320番地、善生寺の西

隣lと新校舎建築。

明 26. 4 東京府に編入される。

明 41. 3 日野小学校豊田分教場となる。

昭 17. 豊田 218番地に新校舎建築、

平屋建6教室

昭 21. 6 南多摩郡豊田国民学校として再

び独立

昭 27.12 第 1次増築、 2階建8教室。日

野町立日野第二小学校と校名変

更。

昭 31. 4 第 2次増築、 2階建 6教室

昭 38.11 日野市立日野第二小学校と校名

変更。

昭 43. 6 第 1次防音、 4階建校舎完成。

昭 44. 3 第 2次防音、 4階建校舎完成。

昭 46. 2 体育館工事、落成。

昭 49.3 第 3次防音、 4階建校舎完成。

11 創立百周年記念式典を行う。

昭 55. 3 1階建校舎完成。

昭 56. 5 新プーノレ完成O

9 校庭整備完成。

昭 57. 8 普通教室内部塗装完了。

昭 58.12 校庭歩道完成。

昭 59. 2 グランドピアノ 1台配当。

昭 60. 6 創立百十周年記念式典を行う。

2. 歴代校長

氏名 年月~年月

小山茂平 昭 21. 6'"'-' 2 7. 9 

増島光一 11 2 7.1 0 '"'-' 3 4. 3 

小池 嘉一 11 3 4. 4'"'-' 3 8. 3 

森久保惣次 11 3 8. 4 ~~ 4 2. 3 

後藤正太 11 4 2. 4'"'-' 4 7. 3 

安積利治 11 4 7. 4'"'-' 5 O. 3 

永井雅夫 11 5 O. 4'"'-' 5 3. 3 

鈴木英夫 が 53. 4'"'-' 5 7. 6 

篠宮忠男 が 57. 7'"'-'61. 3 

荒木健治 11 6 1. 4'"'-' 

3. 地域の環境

・本校の学区は、かつては帆豊田の里"と呼ば

れた静かな農村であった。と乙ろが、近年に

なって急に宅地造成が進み、農家の割合が4

%にも激減している。

それでも、浅川を中心として田畑が広がり、

屋上から見る景観はすばらしい。

・近くにローラースケートのできる駒形公園、

市民プール、市立中央図書館など、公共施設

にも恵まれている。

・保護者は、学校教育に対する関心が深い。登

校時の交通指導を積極的に進めるなど、きわ

めて建設的であり、また、協力的である。

・学校前の都道をはじめとして学区内の道路は

ど乙も道幅がせましそのほとんどに歩道が

ない。 しかも交通量がしだいに増加し、登下

校の安全が憂慮される状況になってきたので、

新に農道を補修し、通学路に指定した。
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4. 教育目標

(1 )学校の教育目標

人間尊重の精神に徹し、日本人としての自覚をたかめ国際社会に奉仕できる、心身共に豊かな子

どもの育成を目指して次の目標を定める。

oからだも心も強く明るい子

。みんなと仲よく力を合わせられる子(重点目標)

oよく考え進んで行動する子

o責任をもって最後までやりぬく子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 教育目標について、学年の系統をふまえた具体的目標をたてて、学年会で話し合いその具現徹

底をはかる。

② 教育活動の全体をとおして、人権、人命の尊重の教育に徹し、豊かな情操と実践的行動力をも

ったこどもの育成をはかる。

③ 授業の研究を全職員で行い、主体的な学習態度を育て、基礎学力を充実する。

④ 教育活動全体に、乙どもを主体的に参加させるようくふうし、みんなと仲よく力を合わせられ

る子どもの育成をはかる。

⑤ 教職員の話し合いを大切にし、共通理解を深め、協力して指導にあたる。

5. 本年度の指導の重点

(1)各教科、道徳、特別活動

7. 各教科

o指導内容を精選し、基礎的、基本的事項が身につくようにする。

o学習到達目標を明確にすると共に、主体的な学習態度を育て、学力の向上と定着をはかる。

イ.道徳

o愛情豊かな情操を育てると共に責任をもって行動する態度の内面化をはかる。

o教育目標と道徳の関連をはかり、道徳的実践力を育成する。

ウ.特別活動

o集団行動をとおして、心身の調和的発達をはかる。

o児童会、学級会、委員会活動、クラブ活動、学校行事等をとおして、自主的、実践的な態度を

育てる。

(2) その他の活動

o地域の豊かな自然を生かして、自然に親しむ態度の育成をはかる。

oなわとび、うす着などの指導をとおして、体力の向上をはかる。

o学級、学年、学校の諸行事に自主的に参加させ、みんなと仲よく楽しい学校を作っていくことが

できるこどもの育成をはかる。

o働く喜びを味わわせからだを通して学ぶ基本姿勢を育てる。

o日常生活の中の手仕事を重視し、巧ち性、集中力を養う。

(3) 生活指導・進路指導

o生活指導についての全職員の共通理解をもとにして

・児童の基本的生活習慣の育成をはかる。

・話をよく聞く子の育成をはかる。

・安全指導を徹底し、人命尊重の精神を育てる。

・事例研究をとおして、児童への共通理解を深め、ひとりひとりの乙ど、もの心の育成をはかる。
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-充実した楽しい学校生活に参加し、享受する乙 とによ って生きる乙とのすばらしさを感得させ、

その上に立って将来への明るい希望を持てるよう lとする。

6. 本年度の研究主題

楽しく学べる指導法の研究

7. 本校の特色

本校は創立113年という伝統をもっ歴史のある学校である。59弔支は創立110周年記念式典および

その思い出をつく る活動として 「米づくりJ Iいもづくり」の体験学習を行い生産にまつわる苦労や

自然とのかかわりあい、 さらには構造的思考力育成など、物心両面で、大きな収穫を得た。学校が子ど

ものために努力すれば、 それに対し全面理解と協力を図ってくれる地域である。昨年度は乙れらのこ

とをふまえ、地域の教育力をもって本校児童を育てる乙とを推し進めてきた。本年度も乙の乙とを継

承していく 。また、乙の乙とと併せて昨年度からは児童がより主体的に、しかも意欲的に学習にとり

くむことができるようにするため、 「楽しく学べる指導法Jの研究をすすめその実をあげてきている。

一方、本校は市内随一の大規模校である。それに反し、校庭は狭少である。乙の乙とから、日常の

授業を通して乙どもが主体的、意欲的に学習していく指導法をうち出すと共になわとびゃ薄着の奨励

などを計画的に行ってきている。乙の乙とによ って心身ともに健康な乙ども達の姿が見られるように

なってきている。

8. その他(教職員の研究歴)

防乏で 研 qプq: 員 道徳助言研 都・文部省委員 海外研

荒木健治(46道徳) 荒木健治(47) 金田義直(4571文:;-) 荒木 健治(50アメリカ)

2 荒木健治(50教育経営) 金田義直(47都) 金田 義直(48アメリカ)

3 金田義直 (46国語)

4 高木映子 (50教育方法)

5 木内秀雄(44社会)

6 菊地直子(51学校保健)
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日野市立日野第三小学校名校学

日野市日野台 2-1 -1 地在所

0425-81-0101・08504+ロ
ュ=ロ

童

電

男341名女293名計634名
(内 ひばり21)(他にひばり通級 1名 )

数児

日野小学校日野台分校として設

置される。児童 1"-'3年 340

名、教室4、全学年 2部授業

日野台小学校として独立する。

児童数 696名、教室 9、 4年

生迄 2部授業

校章制定

4教室増築、教室数 13、 3年

まで 2部授業

4教室増築、教室数 17、 2年

まで 2部授業

校歌制定

校地850坪拡張、 6教室増築

教室数 23、 2部授業解消され

る。

日野第三小学校と校名を変更

旧教室 4を取除き 6教室を増築

教室数 25、児童数 869名。

給食調理室完成

大小プール落成

校地 1，10 0坪拡張

日野町特殊学級が併置される。

日野市制施行に伴い日野市立日

野第三小学校と校名を変更。

防音校舎新築起工式

校地地番変更、日野市日野台 2

丁目 1番地 1号

体育館落成式、校章制定

鉄筋新校舎 9教室増築落成

鉄筋新校舎(5教室、職員室、

校長室、 事務室、放送室など)

竣工

校旗制定

東光寺小と分離

校内緑化整美植樹(1，273本)

ひばり学級教室増設(普通教室

健

を二分)

無人化(夜間・日曜・祈祭日等)

機械警備始

藤だな改修

給食調理室天井塗装

体育館渡り廊下天井改修

体育館ステージホリゾント幕改修

音楽室床全面改修 ・黒板灯設備

用務員室改修

南校舎非常階段手すり改修

給食雑排水経路改修・ 浄化槽整

備・プール内シート防水・排水

パノレブ、改修・消防水利設備

裏門拡張・門扉改修

道路側防球ネット生垣完成

体育館内部塗装

北校舎屋上改修

辺

4.20 

昭 59. 3.10 

3.25 

12.20 

昭 60. 3.20 

8.29 

3.31 

昭 61. 3.31 

8.31 

10.31 

渡教頭氏名

昭 58.

康藤内校長氏名

1. 沿革の概要

昭 23. 4. 1 

7.18 

9.19 

4.15 

6.10 

6.10 

昭 25. 6.10 

昭 27.

昭 28.

歴代校長

氏名 年月~年月

(高事野務取忠扱正) 昭 25. 6. 1 0 "-' 2 6. 3. 12 

(高校野 忠長正) 昭 26. 3. 13 "-' 2 7. 9.30 

尾崎半次郎 昭 27.10.1，，-， 34.3.31

五十嵐藻光 昭 34. 4. 1"-' 37. 3.31 

塚本 正 昭 37. 4. 1~41. 3.31 

池田瑞男 昭 41.ぺ. 1 "-' 4 7. 3.31 

岩 井 庄 = 昭 47. 4. 1 "-' 5 O. 3. 31 

平松健太郎 昭 50. 4. 1 "-' 54. 3.31 

竹永秀雄 昭 54.4.1"-'57.3.31

古田秋介 昭 57. 4. 1 "-' 6 2. 3. 31 

内藤 康 昭 62. 4. 1 "-'現在

2. 
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昭 30. 4. 1 

昭 32. 3. 4 

昭 46. 2.16 

昭 48. 4. 1 

昭 50. 2.25 

6. 1 

昭 54. 4. 1 

昭 56.12. 9 

昭 58. 4. 2 

昭 33. 8. 3 

8. 3 

昭 34. 3. 

昭 35. 4..1 

昭 38.11. 3 

昭 42. 4. 7 

昭 43.11.15 



3. 地域の環境

東京都の南西多摩川の南岸、甲州街道沿いに位置し、海抜80mの日野台地を中心とした地域であ

る。

日野自動車工場とともに発展した地域であり台地のため公害も少ない。

日野台地(学区域)の北部は多摩川をへだて立川市、南は多摩丘陵、西部は八王子市が眺望で、きる

すぐれた環境に恵まれている。

4. 教育目標

(1 ) 学校の教育目標

憲法及び教育基本法に基づき民主的社会人としての人間形成の基礎づくりを目ざし次の目標を定

める。

oじようぶな子ども

oよく考える子ども

o明るく思いやりのある子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

人間尊重の教育の立場にたち、心身ともに健康で人間性豊かな人間形成の基礎づくりをめざして、

特に「主体的に学習に取り組む子どもの育成Jを指導の重点、として具現化をめざす。

oすべての子どもを公平に愛し、個性能力を伸長する。

o具体的な学年学級目標を設定し、その具現化をめざし学年学級経営を充実する。

o創意ある教育活動をすすめる。

o指導体制と授業を充実し、主体的に学習に取り組む子どもの育成をはかる。

o生命を大切にする子どもを育てる。

o学校と家庭、地域の協力連携を深める。

5. 指導の重点

(1 ) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

子どもが主体的に学習する授業の実践をめざし、めあてを持って学習に取り組み、満足感成就

感を味わう乙とのできる指導法の改善をすすめる。

o基礎的基本的学習事項の定着をめざした指導の充実をはかる。

o学習効果を高める学習方法を工夫する。

o学習活動を生き生きさせるための学級作りを工夫する。

イ.道徳

子どもがすすんでやりぬく道徳的実践力の育成をめざし、充実した道徳指導を行う。

o人や動植物の生命を大切にし、思いやりのある心を育てる指導を充実する。特lζ全校菊作りを

通して自然に親しみ愛護する豊かな心を育てる。

ウ.特別活動

子どもの自主的実践力と連帯感を培う乙とをめざし、集団活動を充実する指導を行う。

o楽しい学校生活を経験させる学校行事の追求と、学級会活動、委員会活動、クラブ活動の指導

を充実する。

o話し合い活動を充実させ集団の成員としての自覚を高め共に向上してし、く気持ちを高める。
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(2) その他の活動

o遊びの時間を設定、いきいきとした楽しい教育の場とし、体力の向上をめざす。

o火曜日六校時を児童会活動の日と設定、集団活動を通して心身の調和のとれた発達を図る。

o学年の日を有効に使用し学年経営の充実をはかり、個別指導の徹底をはかる。

o心身障害学級と普通学級との教師相互児童相互の交流の場を積極的に設ける。

(3) 生活指導・進路指導

心身ともに健全な子どもの育成をめざし、指導体制を整え、全職員の組織を通じた指導を徹底す

る。

。三小のきまりを守り、基本的生活習慣を身につけさせる。

o児童理解につとめ心のふれあいを大切にする指導を充実する。

o自他の生命を大切にする指導を徹底するa

o学校教育を統合的にとらえ、社会の成員としての自覚を高め、社会人となるための基礎となる力

を育てる。

o父母、地域との連携を深め、協力して指導にあたる。

6. 本年度の研究主題

主体的に学習する子どもの育成をめざし、指導法の改善をはかる。

一児童理解を根底にすえた学級づくり一一

7. 本校の特色

児童は明るくすなおであるが、やや主体性を欠き、ねばり強くやりぬ乙うとする力がだりない。

校内研修で、市教委の委託研究を受け、児童の主体性を高める授業研究を実施している。また、心

障学級(ひばり学級)があり、交流教育にも力を入れている。

8. その他(教職員の研究歴)

よ々を 研 qプbし 生 研 qプbし 貝 中央研 海外派遣

内藤 康 (49体育) 内藤 康 (45体育) 内藤 康(56) 内藤 康(58) 

2 渡辺健一 (56理科)

3 猪俣幸雄 (58国語)

4 鈴本利恵子 (59国語)

5 八木文夫 (59体育)

nu 
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学校名 日野市立日野第四小学校

所在地 日野市石田 430

電話 0425-81-0038・3076

順 路 日野駅から立川行パス南詰下車徒歩 7分

立川駅北口から多摩動物公園行パス四小前
下車徒歩2分

京王線高幡不動駅から立川北口行ノイス四小前
下車徒歩2分

児童 数男 271名女272名 計543名

校長氏名 田中光穂 教頭氏名 富 田洋 子

1. 沿革の概要

明 6. 5. 5 

明 21.11.

明 41. 3. 

昭 29. 8.18 

昭 30. 4. 4 

12.22 

12.25 

昭 31. 3. 5 

昭 35.7.20 

昭 36.11. 1 

昭 39. 6.10 

昭 40. 3.31 

昭 41. 3.31 

7. 9 

昭 43.11.27

昭 45. 3.31 

下回学舎

下回小学校

日野小学校下回分教場

校地決定 4，25 9.1 4坪

落成式並開校式 乙の日を開校

記念日 とする。

校章制定

第三期校舎竣工

校旗完成

プール落成式並祝賀会

校歌発表会、以後乙の日を開校

記念日とする。

校地拡張及防音校舎に改築が決

定

防音校舎9教室完成

防音校舎第 2期工事完了

1 4教室完成

下回学舎創立92周年記念式典

統計教育研究指定校として研究

発表会をする。(割工市指定校)

体育館落成

防音校舎 7教室増築完成

昭 54. 3.20 受水槽改修、渡り廊下改修

3.25 防火戸改修、非常放送装置設備、

老朽プレハブ撤去、 学級増に伴

うフ。レハブ3教室増設

6.22 プールサイド全面コンクリー ト

塗装工事

昭 55.2. 2 給食室作業場及び休憩室改修工

事

6.20 プーノレ内塗装工事

昭 56 8.25 新校舎への親子方式TV配線、

昭 56. 8.27 

8.30 

昭 57.3.27 

4. 4 

9. 4 

昭 58. 3.27 

昭 59.3.31 

9.28 

昭 60. 8.31 

昭 61. 2.28 

8. 4 

昭 62. 2.23 

2. 歴代校長

氏名

浦上増太郎

田中 善次

森 厳

内藤 達夫

釜池 博

竹永秀雄

田中光穂

-81 -

放送室内のスタジオ形式の改装

屋上高置水槽改造

都市ガス化lとともなう配管取替

旧校舎屋上ネッ トフェ ンス貼替

プーノレ便所の水洗化、更衣宅等

の改修

非常階段設

自転車置場設置

仲田小学校分離 141名転出

プレハブ教室(2)撤去

校庭の体育倉庫新設

校舎棟工事(郷平 ・河 村長替等)

給食室改修工事

体育館玄関 ・天井 ・屋上修理

校庭東側フ ェンス張

給食調理室、配膳空間壁撤去工

事

フ。ールシャワ 一、目洗い場←

事

年 月 ~ 年 月

昭 3O. 3.29.-...-36. 3.31 

昭 36.4. 1 -.... 44. 3.31 

昭 44. 4. 1.-...-47. 3.31 

昭 47.4. 1.-...-52. 3. 31 

昭 52. 4. 1.-...-57. 3.31 

昭 57.4.1.-...-60.3.31

昭 60. 4. 1.-...-現在



3. 地域の環境

市の東端、多摩川と浅川のおちあう三角地帯8地区である。甲州街道から約 lKm南にへだたった多

摩川あたりに位置し、田畑に固まれ、前面に中央自動車道が走っている。米ど乙ろ日野の田園地帯と

多摩川梨の産出地域である。

万願荘の集団住宅を始め近年宅地化が進められ、田園地域より住宅地化しつつある。

4. 教育目標

( 1) 学校の教育目標

自ら考え正しく判断し、行動しうる児童の育成をめざして、次の教育目標を達成する。

o自分の力で考える子

oみんなと協力する子

oじようぶな体をつくる子

o最後までやりぬく子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

7.本年度は特に「自分の力で考える子」を重点項目とする。

イ.思考を高める授業の充実に努め、子どもたちに基礎学力と課題解決の力を身につけさせる。

ウ.主として集団活動を通して強固な意志力と規範を身につけさせ、共同、協力の態度と豊かな心

を養う。

エ.特別活動の充実と創意ある教育活動の効果をいっそう高めるO

オ.学校・家庭・地域の連携を深め教育機能の充実を図る。

5. 指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

① 自主的な学習態度を育て児童個々の基礎的・基本的な学力を高める。

② 具体的な学習を通して確実な知識を身につけさせ創造的な能力の育成を図る。

イ.道徳

① 教育活動全般を通して、好ましい人間関係を育てる。

② 道徳的価値を内面的に深めるとともに、その実践力の向上を図る。

③ 自他の生命や人権尊重の精神を身につけさせる。

ウ.特別活動

①望ましい集団活動を通して好ましい人間関係を育てる。

② 児童の自発的・自治的な活動を通して、集団の一員としての実践的な態度育成に資する。

(2) その他の活動

ア.創意ある教育活動の必要性に基づき、その内容の充実をはかる。

イ。学級における日常の指導を通して望ましい人間関係を育て「いじめJ防止に対する積極的でき

め細かな指導を行う。

(3) 生活指導・進路指導

7. 集団生活の中で必要なきまりを守るための指導の徹底を図る。

イ.児童の発達段階に即して主体的な学び方を身につけさせるとともに、進級・進学に対する適切

な指導を行う。

つ山口。



6. 本年度の研究主題

「ひとりひとりが生き生きと学習する指導法の研究J

T. 本校の特色

本校の児童は明るく 素直であるが自主性に乏しく、発表力・表現力にやや欠ける面がある。また与

えられた仕事や興味関心をもった乙とには意欲的にとり組むが、ねばり強さに欠ける乙と、生活指導

面からは、基本的な生活習慣がきちんと身についていない等の特色をもっ。

そ乙で本年度は、社会科学習の指導法を研究テーマにとりあげ、児童自らが、学習課題に意欲的に

とり組み、すすんで問題解決する力を身につけられるよう全職員で指導にあたっていく 。

また児童の自主性、協力性を培うために、特別活動を中心として、児童集会、たてわり活動等を通

して異年令集団のかかわりを持つ乙とによって思いやりのある心の豊かな児童を育て、人間性豊かで

うるおいのある学校づくりをめざしている。

基本的生活習慣の育成にあたっては、 生活指導委員会を核として教師の共通理解を深め、 一貫した

教育方針で指導にあたるようつとめている。そして乙れらの指導方針については、学校学年だよりは

もとより、保護者会、地域懇談会、運動会等あらゆる機会を通して家庭・地域へ広めてし 1く。

幸い本校は創立114年の歴史と伝統を持つ学校であり、 PTAとの結び、つきも強い。今後、教師・

保護者・地域住民とーそう連携を深めながら本校の教育の充実を図ってし、く。

8. その他(教職員の研究歴)

よ寸受 研 qブ~ 員 研 qプ~ 生 都・文部省委員

田 中光穂(37・国語) 田中光穂(26・国語 ) 田中光穂(31、42文)

2 富田洋子(52・社会 ) 田中光穂(43・都)) 

3 田森怖詮 (48・国語 )

4 飯田 国代(60・特活 )
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学校名 日野市立日野第五小学校

所在地 日野市多摩平6-21-1

電話 0425-81-0407(代)・ 0445

順 路 豊田駅北口より京王パス日野駅行き
五小前にて下車徒歩3分

甲州街道を通るパス(京王・都)に乗
り日野自動車工場前下車徒歩 5分

児童数 男 402名女 354名計 756名(病弱児4) 

校長氏名 上山洋一郎 巽教頭氏名 江村

6. 8 第 1期工事完成新校舎にて授| 側防球フェンス工事

業開始(現在地)

昭 35. 9.13 第 2期工事完成 2部授業解消 I 4 歴代校長

昭 36. 5.31 第 3期工事完成

8.28 大プール、小フ。ーノレ竣工

昭 38. 2.20 校章制定

昭 39. 3.11 校歌発表会

3.25 校旗制定(卒業記念寄贈品)

昭 40. 4. 1 芝山分校日野六小として独立

昭 42. 2.23 都、市研究協力校発表会

昭 43. 5.20 体育館竣工

昭 44. 3. 3 創立 10周年記念式典

昭 50. 4. 1 訪問学級設置

昭 51. 3.31 校舎全面的改修着手

昭 54. 3.31 校舎 5教室改修

昭 55. 3.31 校舎 5教室改修

昭 56. 3.31 校舎 6教室改修 (H校舎)

給食調理室サッシ改修(外側)

昭 57. 3.31 校庭側旧校舎サッシ改修(外側)

音楽室マド改修

昭 58. 3.31 南側旧校舎サッシ窓改修(1階)

H校舎2階廊下サッシ窓改修

昭 59. 3.31 H校舎 l階廊下サッシ窓改修

理科室改修、玄関ドア取付

1. 沿革の概要

昭 34. 4. 1 日野町立日野第五小学校開校

4. 6 日野第二小学校、日野第三小学

校の校舎を借用し授業開始

キューピクノレ取替、給水管理設

全面取替、校舎南側生垣にする

昭 6O. 3.31 体育館床研磨とボーダーライト

取付、 第二音楽室改修

昭 61. 3.31 渡り廊下屋根取替 2年・高学

年校舎雨もり防止、プール・東

氏名 年 月 ~ 年 月

増島光一 昭 34. 4. 1 '"'"'昭 36. 3.31 

浦上増太郎 昭 36. 4. 1 '"'"'昭 39. 3.31 

福寿 文雄 昭 39. 4. 1 '"'"'昭 42. 3.31 

星野正男 昭 42. 4. 1 '"'"'昭 47. 3.31 

荒井 一男 昭 47. 4. 1 '"'"'昭 49.3.31 

三井 知夫 昭 49. 4. 1 '"'"'昭 52. 3.31 

多昌 直之 昭 52. 4. 1 '"'"'昭 56. 3.31 I 

田中光一 昭 56. 4. 1 '"'"'昭 60. 3.31 

上山洋一郎 昭 60. 4. 1 '"'"'現在
」

3. 地域の概況

昭和 33年日本住宅公団により日野台地が開

発され、多摩平団地が建設された。乙の一角に

日野第五小学校が設置された。南は中央線、北

は国道20号線(甲州街道)にはさまれ、パス

網が発達し交通は便利である。

団地の住宅以外に住宅街、商庖街をかかえ、

付近には日野自動車など 4つの大会社があり近

代工業地域に接している。

団地内は公園、緑地、広場などが整備され立

木、芝生に固まれた空間は静かな住宅地として

よい教育環境となっている。
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5. 本年度の重点目標 「みんななかよし、楽しい学校をっくります」

6. 指導の重点

(1 )各教科、 道徳、特別活動

7.各教科

oひとりひとりの児童の基礎学力の伸長を期するために、指導計画、教材研究、授業研究を十分

行い児童の思考過程を重視しながら指導にあたる。また児童の興味や自発性を尊重し互に励ま

し協力して学習するよう指導する。特に、 算数の研究を中心l乙、児童の興味や自発性を尊重し、

互いに励まし、協力して学習するように指導する。

イ。道徳

o教育目標の具現化を図るため、特に本校児童の実態に即して、 ③整理、物・ 金銭の活用⑤自由、

責任⑥不とう不屈③思慮、節度⑬親切@寛容@勤労の7項目を強調し、 道徳的心情を深化して、

道徳実践力のある児童の育成に努める。

ウ.特別活動

o毎週一定時程に設定し、 学級会活動、委員会活動、クラブ活動、学級指導の実践を通 して、集

団の一員としての自覚を深めるとと もに、 自主性、自治性を育て、協力的態度をもった個性豊

かな人間形成に努め、 実践力を育成する。

o代表委員会、各部委員会は、 毎月一回ずつ設け、 企画 ・調整・実践活動を行う。

(2) その他の活動

o倉IJ意を生かした教育活動として、 1-----2時間の集会活動を企画し 1年-----6年のたてわり活動、兄

弟学級の場を設定し、重点目標の達成を図る。

o毎週火曜日を学級の日とし、 各学級、 学年で年聞を通した計画をたて、個人指導、教育相談、花

づくり活動、集会活動などを行う。

(3) 生活指導 ・進路指導

o教育目標の具現化を図るため、 重点を「力を合わせてなかよ くしよう」とし、 毎月の目標 ・具体

的方法を設定し計画・実践・評価のサイ クノレの中で徹底を図る。

o進路指導については、児童の個性や能力の伸長 ・生涯教育などの立場から中学進学 ・将来の希望
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などについて、道徳・特別活動の中で指導する。

(中学進学に対する不安を解消し、希望をもって進学するように留意する。

。「五小の子どもの一日」の児童用カードの指導を通して、学校および社会生活における基本的行

動様式や望ましい生活習慣を身につけさせる。

o安全指導・避難訓練は、年間 11回実施し徹底を図る。

o美化デー・安全点検日は年間 11回設け、校舎内外の清掃・危険個所を除く。

0生活指導全体会(年間 5回)職員会議・土曜職員朝会で生活指導・教育相談・心身障害児叫噛・

指導について協議し、共通理解を図る。

7. 本年度の研究主題

学習意欲を高める指導法の研究(算数)

8. 本校の特色

住宅公団の進出に伴ない、新しい建築様式により建設された。当時は少ない児童数と広く静かな校

域の中で理想的教育活動をめざしていた。しかし児童数の急増により、 8固に亘る増改築を行ない様

相は一変したが、校地内には手入れの行届いた樹木が多く、静かな環境の中で学習ができるよう環境

の整備ができている。児童は身長が高く胸囲が狭いという都市型の体位のものが多く、肥満児は最近

減少している。学校では、地域や児童の実態に即し、創意をもって日々実践し、成果をあげている。

本年度は特に、心身ともに健全な児童の育成をめざし、望ましい基本的行動様式の習慣化・定着化

をめざし、指導の徹底を図るため「みんななかよし、楽しい学校をっくります」を重点目標にとり上

げた。さらに具現化させるため、学級の日や学校行事では体力づくり・運動会・音楽会・演劇教室や

兄弟学級による教育活動を設定した。

o各学年では発達段階に応じ、学習意欲を高める指導法の研究を主題に校内研修活動に力を入れ、自

主協力学習を進めていく。

o火曜日に学級の日を設け、児童相互、-児童・教師相互の交流を通じ、教育相談・個別指導・創意あ

る教育活動を実践していく。

o兄弟学級の活動を通じ、児童の創意や発想、を大切に、ミニハイキング・七夕行事等を通じ、最後ま

でねばり強い活動を推進させる。

o体力調査を基に、児童が自分の目標をもって、最後までねばり強く挑戦する児童を育成する。

9. その他(教職員の研究歴)

研究 員 開発員 道徳助言研 その他

上山洋一郎(42醜)I久保雅子 (57図工)I上山洋一郎 (42・44)I上山洋一郎(帆8)

江村巽(53へき地)
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学校名 日野市立日野第六小学校

所在地 日野市多摩平 3-2 1 

電 3古 0425-81-4686・0366

I1頃 路 京中央王線パ豊ス田駅小西北六口裏下車門下徒車歩3分13分

児 童数 男 333名女 338名計671名
予えと

校長氏名 清 水 七 郎 教頭氏名 増 賀 従 男

1. 沿革の概要

昭 39.1. 1 日野第五小学校芝山分校として

設置 児童 1年'"'"-'3年

7学級 263名

昭 40.4. 1 日野第六小学校として開校

1 4学級児童数 515名

教職員 21名

9. 6 プール完成(6コース 25m)

昭 42.2.21 校歌の発表会

昭 43. 2.22 児童の体力づく りの研究発表会

6.19 南校舎(普通教室 11、職員室、

校長室)完成

昭 45.2.28 屋内体育館完成

3.16 落成式挙行(学校、PTA共催)

昭 47. 2.28 正門前舗装、北西門取付

3. 「児童の社会佐育成刀実関鱒」

発表 (市研究協力校 )

4. 「考えさせる授業への手だて」発足

昭 49.4. 南校舎 3階増築 (普通教室 5、

音楽室、管理室 4) 

5. 南門完成

10.26 給食調理室増改築完成

昭 50. 3.18 4 9年度都愛鳥モデノレ校に指定

6.28 開校十周年を祝う会

12.22 東京都選挙管理委員会より感謝

状を受ける。永年選挙ポスタ ー

コンクーノレに協力したため。

昭 52. 1.10 体育倉庫完成

4. 1 日野市旭が丘小学校分離

昭 54.9. 北校舎非常階段完成

昭 56.11.18 六小乙どもまつりの実施

昭 58.11.26 展覧会開催 (昭和 42年以来 日

27 年ぶり )。

昭 58. 3. '"'"-' 体育館屋根等の塗装、大プール

ビニーノレ張 り、 南校舎内装改修

昭 59.7. 北校舎廊下の張り替え

8. 中庭の舗装及び排水溝の整備

昭 60. 3. 

昭 61. 9. 

12. 

2. 歴代校長氏名

氏名

加々美良英

峰岸敬次郎

新海 圭ニ

安積 利治

光永久夫

石井 三士

小プールのプーノレサイドモルタ

ノレ舗装改修

北校舎窓枠交換工事完成

校庭南側生垣完成

年 月 ~年月

昭 40.4. 1 '"'"-'昭 43. 3.31 
昭 43. 4. 1 '"'"-'昭 46. 3.31 
昭 46.4. 1 '"'"-'昭 50. 3.31 
昭 50. 4. 1 '"'"-'昭 53. 3.31 
昭 53.4. 1 '"'"-'昭 57.3.31 
昭 57. 4. 1 '"'"-'昭 62. 3.31 

1望 71< 七 郎 昭 62.4. 1 '"'"-'現在

3. 地域の環境

日野市開発の先駆けとなった多摩平団地と静

かな住宅地域の中に位置し、 近くに小西六、富

電機、帝人、 千代田自動車等の工場がある。

飛行機の騒音はあるが教育的環境は比較的よい。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校の教育は法規iζ基づき、地域社会の特

性をふまえ、次のような児童の育成を目ざす。

o身体と心をきたえる子

o考えながら学ぶ子

oみんなと仲ょくする子

oがんばりぬく子

。進んで働く子
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o生きものを大切にする子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア.教育活動全体にわたって、特に、がんばりぬく力を育てることに重点、をおく。

イ.各教科・道徳の指導については、考えながら学ぶ態度の育成をめざして、協力教授組織「ふれ

あう授業」の特性を生かした実践をすすめていく。

ウ.特別教育活動を児童の主体的創造的な活動の場とし、協力しあう人間関係を育てるとともに、

進んで働く態度を培う。

エ.たくましい体と心をきたえるために、全校的な行事や日常的な実践活動を企画し、研究をすす

めていく 。

オ.愛鳥モテ、ノレ校の指定を生かし、日常的な活動に取り組み、児童が生きものを大切にする心を養

うとともに、生命の大切さについても考えさせる。

カ.教育目標を達成するために父母および地域との連携を深める。

5. 本年度の指導の重点

(1)各教科、道徳、特別活動

T. 各教科

o授業研究「みずから学ぶ子どもを育てる指導法の研究」を追求する。特に国語科を中心とし、

読む、聞く、書く乙とを重点、とする。

o子どもたちのつまずきをなくす授業を学年を中心に研究していく。また、目標をもってやりぬ

く力を育てる。

o基礎学力の充実をはかり、学習に遅れ気味な児童に対し、個別指導を実施する

イ.道徳

o 心ゆたかで、助けあい、認めあう、人間関係の育成をめざす。

o進んで=はたらき、最後までがんばる態度の育成をはかる。

o生命の尊厳についての意識を育てる機会を多くする。

ウ.特別活動

o児童会活動を楽しい学校・規律ある生活をめざす児童の主体的な場とする。特に委員会活動、

学級会活動との関連を重視する。

。協力教授組織を生かして学年集団の活動を育成し、児童の自主性、創造性を伸ばす。

oたのしいクラブ活動をめざし、児童の主体的な活動を大切にする。

(2) その他の活動

oたてわり集団を組織し、異年令集団における助け合いの機会を多くもつ。

o児童の創意を大切にし、自発的に参加できる行事を企画実践する。

(3) 生活指導・進路指導

o基本的生活習慣の育成充実をはかる。特にねばり強く最後までやりぬく力を育てる。

o児童の個性を理解し、ひとりひとりの心身の発達に応じた指導をはかる。

o心身に障害のある児童に対し、共通理解をはかり、学校全体で見守り、育成にあたる。

6. 本年度の研究課題

今年度授業研究のテーマを「自ら学ぶ子どもを育てる指導法の研究」と定め、国語科を通し一人一

人の児童の読む・聞く・話す力を深める研究をすすめてし 1く。又日常の学習態度を育てるために、特

に「聞く乙と」の指導も全校で取組んでし、く 。
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7. 本校の特色

(1 ) 多摩平団地の造成に伴なって新設された団地校である。

(2) 児童は細長型、都会型の体位をしめし、ねばり強さに欠け、父母への依頼心が強い。

(3) 父母の教育的関心は高く、父母会の出席状況はよい。

(4) 児童、教職員一体となって、花壇、自然林、情操池を作成し、学校緑化と環境整備に効果をあげ

ている。都の愛鳥モデ、ル校となり野鳥の愛護にも努めている。

(5) rふれあう授業」として、協力教授組織を導入した指導を試みている。

(6) 子どもが創る学校づくりの一環として、すすんで働く子の育成を目ざしている。

8. その他(教職員の研究歴)

にぐき 研 ア'プロし 員 現代化委員 文部省中央研修

清 水 七郎 (47・学校経営) 清 水 七郎(49・孝情方渇 清 水 七郎(50) 

2 増 賀 従男 (56・国 語) 小板橋五佐男 (50・算 委わ

3 小板橋五佐男 (45・算 数)

-89-



学校名 日野市立潤徳小学校

所在 地 日野市高幡402番地

電 Z古 0425:...91-0409・0410

JI国 路 京王線高幡不動駅下車北へ徒歩5分

児 童 数 男235名 女228名 計 463名 d

俊夫総司

校長氏名 篠 宮 忠 男 教頭氏名 西 田 敦子

昭 52.4 

昭 55. 9 

昭 56，...__，57

昭 58. 2 

5 

昭 60. 2 

昭 61. 8 

日野市立程久保小学校分離開校。

校庭整備完了。

校舎内の塗装完了。

研究発表会 (国語 )

開校110周年記念式典挙行。

研究発表会(全学級公民 国語)

体育館バスケッ トコ。ール新設

(電動式 )

プーノレのフ ェンス工事完了。

1. 沿革の概要

明 6:5 三沢医王寺本堂を仮校舎として

開校、 潤徳学舎と称す。

明 11.11 コ沢701番地に移転し、潤徳、

学校と称し校舎を新築する。

明 20.4 校名を瀦惑寺常高等小学校と変更c

明 26. 4 校名を潤徳、尋常小学校と変更。

明 34. 4 校名を潤徳尋常高争防当交と変更。

明 42. 5 分学校昭景尋常小学校を廃止し、

落川分校とする。

昭 16. 4 校名を潤徳国民学校と変更。

昭 22. 4 校名を住悼すffJ断憲、小学校と変更。

昭 27. 5 創立80周年記念として、白鳥省

吾作詩、信時潔作曲の校歌を作

成する。

昭 33.2 校名を日野町三笠間宮、小学校と変更。

昭 34.4 給食調理室完成。

昭 37.10 大・小プールならび、に更衣室完成。

昭 38.11 校名を捜部立j断恵、小学校と変更

( 90周年記念式典挙行、記念事

業として水棲動物園、河川模型

完成 )。

昭 40.12 安全教育優良校と して都教委及

び都学校保健会より表彰される。

昭 41. 3 現在地に鉄筋コンクリート =階

建防音校舎完成、落川分校廃止。

昭 44. 2 屋内体育館落成。

9 日野市立日野第八小学分離開校。

昭 45.4 日野市立百草台小学校分離開校。

昭 46.2 日野市研究協力校と して 「学級

指導の計画と実践」 の主題のも

とに研究発表協議会を開催。

4 普通教室9教室、学校図書館増築。

昭 48. 5 開校百年記念式典挙行記念碑植

樹完成

昭 49. 4 日野市立南平小学校分離開校。

昭 62. 1 

2. 歴代校長

氏名 年月~年月
ブ援団|諸律問 創 立

覚井諦暁 明 9.12，...__，明 11.11 

和田作太郎 明11.11，...__，明 15.11

主方喜久太郎 明15.11，...__，明 17.2 

宮倉保五郎 明17. 2，...__，明 19.10

小宮太之助 明19.10，...__，明 20.10

須崎和蔵 明20.10，...__，明 31. 3 

小宮禰一郎 明31. 2，...__，明 34. 4 

加藤菊次郎 明34. 4，...__，明 36. 1 

佐藤良輔 明36. 1 ，...__， 明42.4 

沖倉 与一 明42. 4，...__， 明43.4 

荒木田大夫 明43. 5，...__，明 45. 3 

小宮禰一郎 明45.4，...__， 大 12. 3 

平 杉蔵 大 12.4，...__，大 13. 3 

矢沢久司 大 13.3，...__，大 14.9 

小泉 栄 一 大 14.10 ，...__， 日夜 3. 3 

広井博昭 昭 ~. 4，...__，昭 7. 9 

重松 正顕 昭 7. 9，...__，昭 14. 7 

鈴木 慶蔵 昭14. 7，...__，昭 22. 2 

赤坂 克春 昭22.2，...__，昭 27. 9 

塚本 正 昭27.10，...__，昭 37. 3 

尾崎半次郎 昭37. 4，...__，昭 41. 3 

塚本 正 昭41. 4，...__，昭43. 3 

溝呂木桂次 昭43. 4，...__，昭 47. 3 

星野 正男 昭47.4，...__，昭 51. 3 

村田安正 昭51. 4，...__，昭 55.3 
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昭55. 4 ~昭 6 1. 3 

昭61. 4 ~現在

3. 地域の環境

南に多摩丘陵が連な り、北は浅川が流れ、 東西に田園が広がり、自然環境には恵まれていたが、 最

近急激に団地や住宅がふえ、 ベッドタウンとしての様相を呈するにいたった。

東西に走る川崎街道の交通量も激増し、 交通事故の心配も多くなっている。また、平日は日野高校、

実践女子大学、明星大学、中央大学生の通学に、休日には、高幡不動尊、多摩動物公園、多摩テ ック

等の行楽に高幡不動駅を中心にその乗降客でにぎわっている。

4 教育目標

敬愛

自 由

勤 労

oわかるまで考える子

oすすんではた らく子

o思いやりのある子

oからだをきたえる子

学校の教育目標を達成するための基本方針

人間尊重の精神に徹し、心身と もに健康で人間性豊かな児童の育成をめざして、教育目標を達成

するために特に 「自主的に問題に取り組み、やりぬ く子どもを育てる」乙とを指導の重点として、

その具現化をめざす。

① 児童の実態に即して具体的な学年 ・学級目標を設定し、 その具現化をめざ して学年 ・学級経営

を充実する。

② 教育活動全体を通して、児童が主体的 ・能動的に参加で、きるように配慮する。

③ 児童が主体的に学習する能力の育成をめざし、 授業研究を推進する。

④ 豊かな人間性を持った児童を育成するため、父母 ・地域と協力し連携を深める。

5. 指導の重点、

(1 ) 各教科、道徳、 特別活動

7. 各教 科

児童が主体的に学習する授業の実現をめざし、 児童自身がめあてをもって学習に取り組み、や

りとげた喜びを味わうと とができ るよう指導の改善を図る。

oじゅう分な教材研究を行い、児童の思考過程にそった指導、自己評価の効果的活用などを通し

て、基礎的基本的な内容の定着を図る。

o多様な学習方法の開発、体験的学習のく ふうおよび教材教具の活用を図る乙 とにより、掌習の

効果を高める。

o健康でたくましい体力づく りをめざし体育指導を充実する0

1.道徳

児童相互や児童と教職員との信頼関係を深め、児童が自らすすんでやりぬく道徳的実践力の古

成をめざし、充実した道徳指導を行う。

o基本的行動様式を身につけさせ、 意欲的な生活ができ るよう指導する。

o教育活動全体を通して、助け合い思いやるやさ しい心を育てる指導をする。

o資料を効果的に活用する乙 とにより、 道徳の授業の充実を図る。

4
B
E
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ウ.特別活動

児童の自主的・実践的態度と連帯感を培う乙とをめざし、集団活動へ積極的に参加する意欲

を育て高める。

o学校生活に対し、すすんで考え、主体的に解決しようとする態度を育てる。

o集団活動の内容や方法をくふうし、児童の自己表現の場を多くとり入れる。

0児童活動・学校行事等へ参加する乙とをとおして、互いに認め合い助け合う人間関係を育てる

指導をする。

(2) その他の活動

明るく充実した学校生活の実現をめざし、創意を生かした教育活動を推進する。

o学年を越えたたてわりの交流によって、社会性や連帯感を育てる。

奉仕的・勤労的体験の場をとおして進んで働き意欲的に物事をやりぬく態度を培う。

o朝の「読み聞かせ」の時間を設け、豊かな情操を高める。

o地域の豊かな自然を生かして、自然に親しむ態度の育成をはかる。

(3) 生活指導・進路指導

心身ともに健全な児童の育成をめざし、指導主要勢を整え、全職員の共通理解をもとにして徹底し

た指導に努める。

o児童と教師の心のふれあいを大切にし、児童理解を深める。

o学校生活にかかわる望ましい基本的生活習慣の定着化を図る。

o児童の健康と安全を確保し、危険防止に努める。

o父母および地域との連携を深め、協力して指導にあたる。

6. 本年度の研究主題

主体的な学習態度を育てる指導法の研究(社会)

一一資料を効果的に活用した社会科の学習を通して一一

7. 本校の特色

創立114年の歴史と伝統をもっ学校である。母校となっている父母、新しく住居を構えた父母、集

団住宅に住む父母等がおり、教育に対する関心や意識が様々である。

o保護者、地域との連携を強め、教育力を高め、児童の健全育成につとめたい。

o一つ一つの教育活動・経営の意義を全職員で共通理解し、教育目標の具現化、質の高い経営につと

めていきたい。

8. その他(教職員の研究歴)

中央研|研究員|研究生

篠宮忠男 |篠宮忠男 |篠宮忠男
( 56) I ( 38・社会)I (40・社会)

開発委員 その他

西国教子 |西田敦子
( 60・家庭) I (58・海外派遣)

つ白
n
H
U
 



学校名 日野市立平山小学校

所在地 日野市平山 4-8-6

電 3古 0425-91-4123・0512

JI国 路 京王線平山城祉公園下車徒歩7分

児童数 男353名女312名 計 665名

可‘'
校長氏名 蓮池守 一 教頭氏名 土 方邦男

1. 沿革の概要

明 6.5 宗印寺を仮校舎として開校(真

心学舎とし 1い修業年限は8カ年)

平山 598番地に新築移転

校名を平山尋常小学校と改める。

校名を平山尋常高等小学校と改

明 17.

明 35. 5 

める。

明 41. 尋常科を 6カ年、高等科を 2カ

年とする。

昭 16. 4 国民学校令の施行lとより七生村

立平山国民学校と改める。

昭 22. 4 新学校教育制度の実施により七

生村立平山小学校と改める。

昭 32. 2 日野町、七生村合併により日野

町立平山小学校と改める。

昭 38.11 市制施行により日野市立平山小

学校と改める。

昭 42.5 平山 4-8-6に移転する。

昭46. 3 滝合小の新設に伴な う学区変更、

平山小学校は浅川の南側の地区

となる。

昭 53.4 平山台"Jx:7滞后支K.f半なう学区変更、

平ilOBと京王イ主宰也区を分離する。

昭 57.8 校舎窓、屋上、体育館内部補修

昭 58. 5 開校110周年祝賀式典挙行

8 相自宅倒(陵部 特時閣間(隆司潜

昭 59. 1 本館北非常用階段設置

3 プーノレ更衣室改修、便所を水洗

に改修

7 理科室改修

7 給食調理室設備配置替え、リフ

ト改修

11 体育館外壁改修

昭 60.3 

8 

昭 61. 7 

昭 62.1 

第二幼稚園移転校庭拡張

教室廊下側窓改修

正門改修

校庭整地

2. 歴代校長

代 氏 名 年月~年月

初 梁 義 伯 明 6.5-----明 12.1 

2 大沢教之助 明12.1 -----明 20.3 

3 石 井 芳 丸 明20.4 -----明 30.5 

4 吉 永信丸 明30.6 -----明 35.5 

5 小 宮 禰一郎 明35.6 -----明45.3 

6 古屋障司 明45.4 -----大 2.5 

7 勝又 房太郎 大 2.5 -----大 4.5 

8 平 杉蔵 大 4.6-----大 9.3 

9 上 田 富 弥 大 9.4-----大 15.3 

10 杉山 喜知太郎 大 15.4 -----昭 6.3 

11 石 川 雄丸 昭 6.4 -----昭 11.2 

12 鳥羽照司 昭11.2 -----昭 13.3 

13 石谷倉太郎 昭13.4 -----昭 21.3 

14 飯塚節= 昭21.3 -----昭 22.3 

15 田宮五郎右衛門 昭22.4 -----昭 28.3 

16 森久保惣治 昭28.4 -----昭 34.3 

17 高橋本義 昭34.4 -----昭 37.3 

18 加々美 良 英 昭37.4 -----昭 40.3

19 後藤正太 昭40.4-----11242.3

20 安 積 利治 昭42.4 -----昭 47.3 

21 小野 晃 昭47.4-----昭 51.3 

22 深沢 真 人 昭51.4 -----昭 55.3 

23 林 元美 昭55.4 ""昭 58.3 

24 伊藤智 章 昭58.4 ""昭61.3 

25 蓮 池 守 一 昭61.4 "" 
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3. 地域の環境

(1 )浅川と多摩丘陵に挟まれ、 西は八王子市lζ接する平地。田んぼ、畑等の農地もいくらか残り、自

然l乙恵まれた環境で、ある。

(2) 近年は、団地・都営住宅 ・造成地住宅が建造され、 学校周辺は農地の区画整理もすすみ、道路や

橋も拡張され市街化されつつあり、他地域からの転住者が多い。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校は、教育基本法及び学校教育法を基本とし、 平山小学校の地域的特性・児童の実態に基づき、

次の教育目標を定める。

健康安全教育の充実 o健康で明るい子ども

基礎学力の充実 oよく考えて最後までやりぬく子ども

自主性の育成 o進んでよい乙とをする子ども

o力を合わせて働く 子ども

(2)学校の教育目標を達成するための基本方針

児童一人ひとりが、個性・能力を発揮し、 自己の目標lζ向かつて主体的に行動する意欲と、最後

まで粘り強くやり抜く実践的な態度を育てるための教育課程の編成と実践に努める。

。強い意志と丈夫な体力づくりをめざし、児童が自ら目あてをもって、継続的に取り組める指導法

の工夫と環境整備に努める。

o自ら進んで学習する態度を養い、各教科等における基礎的・ 基本的内容を確実に身につけさせる

ために、教材研究を深める学年会を重視する。

o集団の一員としての自覚を高め、児童の自主的・実践的態度を身につけさせるために、特別活動

や、その他の体験活動を充実し、変化に富んだ魅力ある学級・学校づくりをめざす。

o教育活動全体を通して、人権尊重の教育と思いやりのある心の教育の充実を期していく 。

5. 本年度の指導の重点、

(1 ) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o児童一人一人の基礎学力の定着をめざし、発達段階・個に応じた指導法の研究に努める。

o児童自らが考え、 課題に向かつて努力してし、く 主体的学習の開発に努め、思考力と探求的態度

を育てる。

。指導内容の精選を図り、 系統化と組織化lとより、楽しく 豊かな授業の創造に努める。

イ道徳

o教育活動全体を通して、思いやりと 自己抑制力をもった、心の教育lζ努める。

o社会の一員としての役割を自覚し、相互に認め合い、協力しあってし 1く実践的態度を身につけ

させる。

o基本的行動様式の定着化と、社会生活規範の確立に努める。

ウ、特別活動

o児童の実態、 学年の発達に応じた指導を適切に行い、楽しい学校づくりをめざす。

o児童の主体性・創意性を生かした委員会活動、クラブ活動を通して自主的・実践的態度を育て

る。

(2) その他の活動

o児童が主体的・創造的に取り組む集会活動を活発化し、学校生活に変化と潤いを持たせる。
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o学級の時間を設定し、教師と児童 ・児童相互のふれ合いを通して、人間関係を深める。

o地威の特性を生かした勤労体験学習の機会と場が持てるようにする。

(3) 生活指導 ・進路指導

o学習 ・規律・遊びの三分野にわたって、生活の基本目標を、学年ごとに立て、基本的行動様式と

社会生活規範の確立を図る。

o自己認識を深めさせ、集団の一員として、希望を持って、明るく強く生きる力を、身につけさせ

る。

o日常の行動の中で、正しく判断し、行動できる子ども、 友達を大切にする子どもを育てる。

o生命尊重 ・人権尊重の精神を基本とした、安全教育に努める。

6 本年度の研究主題

国語科作文指導を通して「生活を見つめ考える力Jを育てる指導法の開発研究

7. 本校の特色

(1 ) 本校は開校110余年の歴史と伝統をもっ学校で、ある。児童の中には、曽祖父母 ・祖父母・父母と

4世代にわたって在校した者もある。学校周辺の開発が進み新しく 居住する者も多い。したがって

地域からは多様な要望が多く、また、期待も大き し、。乙の中で古き良きものを大切にし、新しさを

求め、良い校風をつくる乙とに励んでいる。

(2) 児童は、 素直であるが、やや主体的な活動力を欠き、ねばり強さが少ない。 I最後までやりぬく

子」を、教育目標に定め教育をすすめている。

(3) 校内には、 130m2余りの広い花壇がある。 ζれを最大限に生かし、情操豊かな児童の育成に努め

ている。

8. その他(教職員の研究歴)

よ々を 研 プワtしr 生 研 プ~ 員

蓮 池守一(46 教 育法) 運 池 守一 (43 社 会 )

2 末 次久利(57 算 数)

3 加藤和俊(57 理 科)

4 松 尾 けさ美 (62 学校保健)
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学校名 日野市立日野第七小学校

所在地 日野市神明 3-2

電 3古 0425-83-3907・3908

JI国 路 ]R 中央線日野駅下車 徒歩約 10分

児 童数 男 347名 女 356名計703名

校長氏名 和田 園平 教頭氏名 片岡千寿子

1. 沿革の概要

昭 48.4 

6 

9 

12 

昭 49.3 

4 

昭 52.4 

10 

昭 53. 4 

5 

昭 54.4 

昭 55. 4 

昭 56.4 

昭 57. 4 

昭 58. 4 

日野市立日野第七小学校として

開校。 12学級児童 384名

トラッ クを除く 運動場全面に洋

芝の植付け。

校章制定

校旗制定

校歌制定

日野市立日野第七小学校 「校舎・

体育館落成記念式J及び 「梯玖l

発表会

3月1日を開校記念日に制定

第 l回卒業式 45名卒業

開校 2年めの入学児童77名

開校5年め 入学児 79名・ 13 

学級となる。教室不足のため、

プレハブ2教室増設

校舎の増築工事着工

学級数 14となる。

増築工事竣工普通教室 6 図

書室 1教室

第7回入学児童 93名

15学級となる。職員 23名

第8回入学児童 111名

1 7学級とな る。 職員 24名

第9回入学児童 128名

転入児童 2年以上82名

18学級とな る。 職員25名

第 10回入学児童 128名

19学級となる。職員26名

第 11回入学児童 107名

増築工事竣工、普通教室 4、教

材室等3、昇降口、便所

昭 58. 4 

昭 59.4 

昭 60. 4 

昭 61. 4 

2. 歴代校長

氏

初代 星野

2代 上部

3代 梅田

4代 和田

3. 地域の環境

創立 10周年記念式典

第 12回入学児童 123名

第 13回入学児童 120名

第 14回入学児童 106名

名 年月~年月

武之 48. 4. 1 ，..._， 52.3.31 

正彦 52.4.1 ，..._， 56.3.31 

茂 56.4.1 ，..._， 58.7.27 

圏平 58. 9. 1 ，..._，現在

本校は、中央線日野駅から西へ線路ぞ、いに徒

歩で約 10分。日野台地に設置されている。本

校の所在地は、 日野市神明にあり、校舎の周囲

は、 住宅が建ち始め、 昔ほどの緑は眺め られな

くなっている。

屋上に登ると、 南には多摩丘陵、西には秩父

山地や丹沢山地をへだてて富士の秀麗が眺め ら

れる。 また、乙の日野台地には、 遺跡、が発掘さ

れるという。ま乙とに環境l乙恵まれた場所に設

置されている。

本校の児童の約 60労は中央線の線路を経だ

てた西側の住宅地lζ居住している。この地域は、

乙乙 10年余りの聞に、旧甲州街道ぞいに急に

増設されてきた新興住宅地帯で、都営住宅 ・分

譲住宅が主である。尚本校の周囲には、 大学市

庁舎 ・消防署と、子どもが学習するに最適の地

域として恵まれている。しかし、 最近、 南側を

東西に走る道路の交通量のピークが、児童の登

校時刻と合致し、しかも中央線をまた ぐ陸橋を
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利用する児童数が圧倒的に多い乙とから、交通事故発生の心配がある。

4. 教育目標

人権尊重の精神を基調とした、心身ともに調和のとれた人間性豊かな児童の育成を目指し、次の教

育目標の具現化に努める。

o自分の力で考える子

o思いやりのある子

o力いっぱし、やりとおす子

。じようぶな体をつくる子

学校の教育目標を達成するための基本方針

ア.生涯学び続ける児童の育成を目指し、 各教科等の基礎的基本的内容を身につける。

イ.学校教育活動の中核をなす、授業の充実を図り、児童の個性や能力に応じた指導法の改善に

努める。

ウ.児童が自ら学び活動する乙とによって、将来自己表現を図れる基礎を養う。

エ.心身ともに健康で、たくましく 生き、 互に心のふれあいを大切にする乙とを通して、心豊か

な思いやりのある児童の育成を図る。

オ.地域に根ざした教育活動を通して「心のふるさと」となる学校、郷土の形成者としての資質

を養う。

5. 本年度の指導の重点

本年度の重点目標 「思いやりのある子」

(1)各教科

o基礎的・基本的事項を身につけさせるために、 学習指導の充実をはかる。

o児童が、 豊かな心を育てる学習活動のあり方をく ふうする。

o授業の充実をめざし、教育環境の整備に努め、 活用をはかる。

(2)道 徳

o道徳時間の充実をめざし、自主・ 自律、思慮 ・節度、自然愛護、勤労を特に重点項目とした指導

を進めるとともに、実践力を育成する。

o全教育活動を通し、思いやりの心を育てる乙とによ って、人間愛への高揚に努める。

(3) 特別活動

学級会活動を基盤とし、児童会活動・ クラブ活動への一人一人の参加意識を高める乙 とにより、

自主的な態度と、 思いやりのある心を育て、 健康で明るい充実した学校生活をおく らせる。

(4) その他の活動

o創意ある教育活動の推進にくふうを加え、児童の連帯意識を育てる。

o特別活動との関連を図りながら、七小児童の一員としての意識を高める。

o地区別や兄弟学級活動を通し、児童相互及び教師との心をふれあわせる中で、相手を思いやる心

を育てる。

(5) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

o基本的な生活習慣を身につけさせるとともに、 相手の立場を考えて行動できる児童の育成lζ努

める。

o全教職員が共通理解のもとに、児童の健全育成をはかる。

o校内・校外の安全指導の徹底をはかる。
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o校外生・活指導の充実をはかるとともに、父母・地域の協力を得、連帯感を高める。

o小学校・中学校の連携を密にし、生活指導のいっそうの充実をはかる。

イ.進路指導

o児童理解に努め、児童が自己の個性を自覚できるように援助する。

6. 本校の研究課題

「豊かな心を育てる指導の工夫」

一一国語科を通して一一

o国語科の研究を通して、本年度の重点目標「思いやりのある子」を育てる。

o国語の内容を主として文学作品の読み、及び読書の指導計画をたてる。

o低・中・高の三分科会を構成し、授業研究を核として研究を深めてし、く。

7. 本校の特色

(1 ) 中規模校の特性を生かし学校づくりを進める。

知・徳・体の調和のとれた児童の育成を進めるために、児童相互、児童及び教師、教師相互の交

流を創意ある教育活動を通しで深めてし、く 。

(2) 学校環境をより充実させる。

学校が整えるべき学習環境及び自然環境の充実のため、施設・設備担当教師を中心に、将来のあ

るべきビジョンの設計と、環境保全のための全体計画を作成し、実施に取り組んでいる。

(3) 校庭緑化の一環として、校庭の芝の保全と補植民努めるo

芝生植え付け面積は減少しているが、芝生で寝乙ろぶ子、読書する子など、緑のジュータンとし

て、子どもの心をはぐくんでいるo また創意ある教育活動として、芝生の上での給食交流会。たて

割り組織の中で、児童と教師が協力し合って芝の保全と補植に努めている。

8. その他(教職員の研究歴)

研究員

片 岡千寿子(57) 

伊勢恒三(59) 

現代化委員
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学校名 日野市立日野第八小学校

所在地 日野市=沢 200

電 3古 0425-91-2411・2412

JI頂 路 京王線高幡不動駅より東へ徒歩 15分

児童数 男 322名女 295名計 617名

校長氏名 濫谷義 一 孝教頭氏名 渡遺

1. 沿革の概要

昭 44. 1. 2 開設が決定。工事に着手。

4. 1 八小関係の教員並に児童を分離

し、授業を開始。

8.16 日野第八小学校開校。

校 長 金 子 武 夫 教 頭 長 井 新

次郎着任

教諭 16名事務主事 1名が補

せられる。

9. 1 4 1 5名の児童に転入学通知が

出されたが、校舎未完成のため

そのまま潤徳小で=授業を行う。

11. 1 開校式を挙行。開校記念日と決

定。

11. 25 校舎落成祝賀式挙行。

昭 45. 1.15 公募iとより校章決定。

4. 1 1 4学級となり、プレハブ 2教

室増築。

7.15 校旗ができる。

7.16 25m 6コースのプーノレが完成

し、プーノレ聞きを行う。

9. 7 校歌完成。作詩 米津千之、作

曲渡辺浦人。

昭 46.4. 1 1 5学級 プレハブ教室増築。

6. 4 社会教育のための校庭開放を実

施する。

9.15 体育館工事着工。

昭 47. 2.15 体育館落成式を挙行する。

4. 1 プレハブ2教室増築。

プレハブ5教室使用。

6.20 西武百草団地入居のため250名

の児童転入。

昭 48. 3. 本校舎 8教室の増築完了。

昭 48. 5. 校地前程久保川の工事完了。

昭 49. 3. 1 校門が完成。

4. 1 学級増のため、プレハブ 5教室

を使用。

8.15 プレハブ 2教室が増設され、図

書室、教材室として使用。

9.10 都市水道に切替え。

昭 50. 1. 20 校地拡張。西門整備完了。

2.20 第3期増築完了。普通教室6、

教材室 2、非常階段、更衣室、

転車置場、危険物貯蔵庫、投

てき板。

7.15 プーノレ市水切替工事完了。

10.25 体育館床塗替え。

12.20 砂防(10 x 8 m)完成。

昭 52.4.16 プレハブ教室、調理室改修

完了。

昭 53.4.15 プレハブ 2階建工事完了。

教室8、図書室、 音楽室として

使用。

昭 54. 3.31 プレハブ2階建 2教室増築

事完了。

11.17 開校十周年記念式典。

昭 55. 3.31 三沢台小学校を分離。

プレハブ全教室を撤去。

昭 57. 9.10 運動場全面改修完 J。

昭 59. 8.31 防球フ ェンス(5X 90 m )完成

図書室 (2教室打抜き)完成

昭 60. 9.26 花壇防球フェンス(5X35m)完成

花壇増設(5X1.5m，3ケ所)

プーノレ更衣室通路舗装

昭 61. 3.24 体育館屋娘塗装 ・雨どい工事宅了

8.27 体育館照明設備新設
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昭 62. 1. 31 プーノレ機械室改装

2. 歴代校長

氏名 年月~年月

金子武夫 昭44.8，...._， 48.3 

岡本省吾 昭48.4，...._， 53.3 

古谷洋太 昭53.4，...._， 58.3 

位谷義一 昭58.4，...._，現在

3. 地域の環境

学校は、京王線高幡不動駅と百草園駅の中聞に位置している。学区は東西に細長く、学校まで徒歩

で40分位要する児童もいる。周辺は、開発途上にあり、田をつぶして住吉E・商屈が建設され、都市化

が著しし」通学路の殆んどは、旧農道のため細長く曲がりくねっていて危険な所もある。

4. 教育目標

(1)学校の教育目標

個性が豊かで調和と統一のとれた人間形成をめざして、次のような子どもを育成する。

ア.健康でたくましい子

イ.深く考えやりぬく子

ウ.美しい豊かな心の子

エ.力をあわせはげみあう子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア.教師と児童、児童相互の人間関係を深め、互いに尊重し合う教育を推進する。

イ.全教育活動を通して、強い心やたくましい体力を養うように努める。

ウ.日々の授業の充実を図るために、学年会や教科部会など組織を生かした教育の実践に努める。

エ.家庭・地域との連携を深め、地域の実態にそくした教育活動を工夫するように努める。

オ.帰国子女の教育について方策を練り、子女の適応指導を進めると共に、児童の国際理解を深め

る。

カ.いじめの問題が起乙らないように、ひとりひとりの心を大切にし、児童理解に基づいた学級経

営の実現に努める。

5. 本年度の指導の重点、

(1 ) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o教材を精選し、基礎的基本的事項が身につくように指導法の工夫を図る。

o学習課題をつかみ、課題追求の方法を工夫し、調べたり結果をまとめたり、考えを深めたりす

る学習方法を身につけさせ、学ぶ喜びを知らせ、学ぶ意欲を高めさせる。

イ.道徳

o人として生きるための基本的行動様式を身につけさせ、正しい判断力、実践力を高めさせる。

o自然を愛し、学校、郷土を愛する心を育てる。

ウ.特別活動

o生きる喜びを味わわせるために、指導計画の見直しを常に行い、児童の創意工夫を生かせるよ
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うにする。

o児童を学級会活動やクラブ活動等に積極的に参加させ、自主性、自発性を育てると共に望ま し

い集団の育成を図る。

(2) その他の活動

o異年齢集団による諸活動で連帯感、責任感を育てる。

o特別活動との関連を密にし、練習、結果、交流の場を設け、所属感、充実感、成就感を持たせ

る。

o帰国子女の教育について、講師や担任が連携すると共に、国際理解のための行事を工夫する。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.正しい乙とばづ、かい、人との接し方を身につけ、物を大切にする心を育てるため、次の事項を

重点、指導する。

o積極的にあいさつをする。

o友だち聞の乙とばづかいの乱れを直し、 話をきちんとする。

o整理整頓、持ち物に記名をする。

イ.全教育活動を通し、個性を伸ばすように努める。また、勤労意欲を高める指導内容を工夫する。

6. 本年度の研究主題

「児童の主体性を高める指導法の研究J-算数の指導を通してー

7. 本校の特色

① 「きれいな学校Jr明るいあいさつJ I正しい乙とば」が、本校の努力目標である。そ乙で、広

い意味での教育環境づくりに力を入れている。

② 教師手づくりの各種遊具を使用しての体育活動や遊びを通して、 子どもの体力づくりや創造性を

伸ばしている。

③ 4・5・6年の男女児童の特別サッカークラブ員が、 早朝と放課後、教師の指導のもと練習に励

んでいる。サッカー技術の向上、体力づくり、健全育成の面で効果をあげている。

④ 昭和60年5月に東京都帰国子女教育推進校に指定され、 主として中国引揚げ子女の適応指導と日

本語習得指導を行っている。昭和 62年4月現在、5名の子女が在籍している。

8. その他(教職員の研究歴)

よぐ空 研 プり~ 員 研 ，プ~ 生

溢谷 義一(41・理) 瀧谷義一 (42・理)

2 渡過 孝(48・社)

3 上野森良(49・国)

4 長沼 正幸 (58・理)

一
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学 校名 日野市立百草台小学校

所在地 日野市百草999

電話 0425-91-0997 -0998 

順 路 京王線高幡不動駅より百草団地行きパスにて 5

分、 百草センタ ー下車

児童数男339名 女295名 計634名

校長氏名 村松徹 二 教頭氏名 波多野 坦

1. Ki革の概要

11P.44. 8. 2 校舎新築起工。

12. 1 日野市立潤徳小学校百草台分校

として潤徳小学校内で授業開始。

昭45. 4. 1 日野市立百草台小学校として新

校舎に移転開校する。学級数 8

児童118、教職員16、市職員 30 

6. 1 開校式挙行、6月1日を開校記

念日とする。

9. 1 高幡台団地の入居により児童数

増加、 296名となる。学級数11、

教職員17。

昭46. 3. 8 校旗 ・校歌発表会を聞き、 3月

8日を制定記念日とする。

3.25 第 1回卒業式、卒業生34名。

4. 6 児童数604、学級数16、教職員23、

市職員 30 

4.30 校舎北側の埋立工事完了。

7.31 プール工事完了、大プール、小

プール、シャワ一、更衣室、機

械室竣工。

12.15 体育館新築工事着工。

昭47. 2.12 調理室火入れ式、調理開始。

3.25 第2回卒業式、 卒業生44名。

3.31 高幡台小学校の新設にともなう

学区変更

4. 6 高幡台小学校新設により、児童

数416、学級数12、教職員18とな

る。

6.17 体育館落成式挙行。

昭48. 3.24 第3回卒業式、卒業生43名。

昭48. 4. 6 児童数463、学級数13、教職員20、

市職員 8

9.26 校舎新築工事開始。

昭49. 3.25 第4問卒業式、卒業生39名。

3.31 増築 7教室竣工。
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4. 7 児童数542、学級数16、教職員24、

市職員 9。

昭50. 3.25 第5回卒業式、卒業生48名。

4. 7 児童数636、学級数17、教職員25。

市職員 9。

昭51. 3.20 増築校舎完成。(普通教室 9、図

書室 1) 

3.25 第6回卒業式、卒業生56名。

4. 6 児童数672、学級数17、教職員25、

市職員9。

昭52. 3.25 第7回卒業式、卒業生77名。

4. 6 児童数738、学級数18、教職員26、

市職員 9。

昭53. 3.25 第8回卒業式. 卒業生79名。

4. 6 児童数779.学級数20。

教職員28.市職員 9。

昭54. 3.24 第9回卒業式、卒業生67名。

4. 6 児童数799、学級数21、教職員30、

市職員 90 

5.31 開校10周年記念式挙行。記念誌 ・

タイムカプセル作成。

10.31 校庭南側の階段上に正門落成。

昭55. 3.25 第10回卒業式、卒業生101名。

4. 1 学区変更により、梅が丘地区の

児童45名が日野第八小学校より

転入。

4. 7 児童数780、学級数21、教職員28、

講師1、市職員 9。

昭56. 3.25 第11回手業式、卒業生95名。

4. 6 児童数730、学級数18、教職員25。

市職員 9。

昭57. 3.25 第12回卒業式、卒業生102名。

4. 6 児童数702、学級数18、教職員25、

市職員 9。

昭58. 3.25 第13回卒業式、卒業生111名。



4. 6 児童数665学級数18、教職員25、

市職員 9。

4. 7 児童数634、学級数18、教職員25、

嘱託 l、市職員 9。

ag59. 3.24 第14回卒業式、卒業生111名。
2.歴代校長

4. 6 児童数653、学級数18、教職員25、

市職員 9。 氏 名 年月 日~年月 日

Hg60. 3.25 第15回卒業式、卒業生115名。 岡本省 吾 45. 4.1 -48.3. 31 

4. 6 児童数647、学級数18、教職員25、
村間安正 48. 4. 1 -51. 3. 31 

fli職員9。

Uf{60. 12. 1 エステー卜訂草台入居。
問中 春 男 51. 4.1 -55.3. 31 

U?{ 61 . 3.25 第161111卒業式、卒業生107名。 竹内 音 治 55. 4.1 -58. 3.31 

4. 7 児 ~ii数667 、学級数18、教職員25 、 志 賀 頼治 58. 4.1-59. 9.8 

l嘱託 1、市職員 9。 村松徹 二 59.10.1 -現在

Hg62. 3.25 第17凹卒業式、卒業生92名。

3.地域の環境

日野市の南東部にあって、多摩丘陵に造成された百草団地と梅が丘団地とが主な学区域である 。

団地の内外ともに起伏が多く、まわりには緑驚かな、静かで、変化に富んだ高台がある 。

眼下には、浅川がゆっくりと流れ、その向うには、日野市街に続いて立川まで一望に見j度すこ

とができる。近くには、多摩動物公庫lや百革関等があり、日曜日には、者15塵をさけたリクレーシ ョ

ンの人々でにぎわう。

然にいだかれた、よい環境といえよう 。

4.教育同様

(1) 学校の教育目標、公教育の観点にたって児童の実態を基にこれからの時代に生きていくため

に身にっけなければならない目標として下記の 4つの教育目標を設定 した。

0元気な子ども o考える 子ども

o1!fj)]く 子ども o助け合う子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 教育目標の意義及ぴ具体的実践について教師の扶通理解を深める 。

② 体力の向上をめざし、子ども自らがきたえる場を設定 していく 。

③ 基礎的・ 基本的内容をしっかりと身につけ、これをもとに考える力を育てるために子ども

の心の動きや個性・能力を大切にし、 子どもの側に立っ たJ受業の充実をはかる。

④ 教育目標を総合的に達成するために、創意を生かした教育活動及ぴ学級指導の時間の充実

をはかる 。

⑤ 教育目標の父母家庭への浸透をはかり、理解を深めると共に、子どもの家庭の中での実践

化について協力を求める。

5.指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

児童自らが意欲的にとりくむ学習をめざして

o創意ある発問や課題の提示をはかる。

0体験や行動をとり入れた学習を大切にしてし、く 。
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0教材や教具の活動をはかる。

o教職員の協力による授業研究をすすめる。

イ.道徳

道徳の時間だけでなく、学校生活全体の中から問題をほりおこし、ひとりひとりの子ども

の心情にはたらきかけ、実践化につながる指導をすすめる。

ウ.特別活動

0児童の創意や発想、を犬切にし、 YE童が白剤句に参加する学年の行事を積極的に企画推進する。

0児童会役員を中心とし、児童総会、代表委員会、 学級会、各種委員会など相互に連絡協力

し合わせることによ って、指導効果を高める。

(2) その他の活動

o月曜日 5校時(1、 2年生)、6校時 (3年生以上)を学年学級を中心とした創意ある教育活動の

時間とし、 学年または学級内の協力による児童の自主的な活動をすすめる。

o隔週木曜日の6校時 (必要に応じて5校時)を全校児童を対象とした創意ある教育活動の時間

とし、ゆたかな人間性の育成を 目ざす児童の自主的な活動をすすめる。

0体力増強に力を入れ、児童自 らが自分の目標をもって達成への努力を重ねるようにしむける。

(3) 生活指導 ・進路指導

0学校全体を通して集団生活のきま りを身につけさせ、秩序ある安全な生活と協力の心を育てる。

o学校環境の美化、清掃活動への積極的参加をとおして、公共物を大切にする態度や勤労の精

神を養う。

0基本的生活習慣を身につけさせ、より良い社会人となることをめざす。

0指導を一過性のものとせず、評価と見届けを大切にし、成就感、満足感を味わわせるととも

に、定着化をはかる 。

0児童の自主的・自発的活動を通して個性豊かな人間としての成長はかる。

6. 本年度の研究課題

「ひとりひとりを生 き生 きと学習にとりくませる授業の研究」

一一社会科の指導を通して一一

7 .本校の特色

在学児童のおよそ90パーセントが、 住宅公団百草団地から通学する児童であり、いわゆる団地

学校である。そのため通学路は整備され、 専門の遊歩道が通学路となり、 安全性は極めて高勺が、

学区域は狭い。変化を求め土のにおいに無限の魅力を感じているのが本校児童の実態である 。

特色ある行事

o仲よし遠足

1 - 6年の児童をたてわりグループにし、それぞれグルーフ。毎に徒歩遠足をする 。

o遊びの週間

兄弟学級ごとに、 異学年の児童がいっしょに遊ぶ。

8. その他(教職員研究歴)

い¥旦空 研 究 員

村松徹二 (41理)

2 波多野坦 (45国)

3 高倉 教行 (51特活)

4 玉置 順子 (61給食)
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学校名

所在地

電 5舌

11頂 路

児 童 数

校長氏名 有泉徹郎

1.沿革概要

flP'44. 12.26 敷地購入(仮称第11小学校)

Hs46. 3.31 南校舎 (A棟)完成。プレハブ

校舎仮設使用。

4. 1 日野市立滝合小学校開校。

20学級編成 ・教職員27名

市職員 6名

4. 6 第 1回入学式 ・始業式

4.30 運動場体育固定施設の設置

5.30 北校舎 (B棟)完成

6. 1 開校記念日

6. 5 掲揚塔、水飲場、足j先場完成

6.30 給食室竣工

7.20 プール竣工

10. 1 校庭鉄柵竣工、花壇 ・池完成

12. 1 校章、校歌制定

Us47. 1. 21 エルサドパドル国教育局次長視

寂~J 、

2.20 体育館 ・校内通路完成

2.25 落成式

3.25 第 l凶卒業式(卒業生78名)

日百50. 2.18 体力作り研究発表

4. - 校庭植樹250本

Hs51. 8. 動物園完成

3. 旭が丘小分離(児童201名)

4. 校庭内に学童保育所完成

6. プール補修工事

Hs53. 9.26 校庭全面整備完了

11. 排水工事 ・避難設備完了

日百58. 8. 中庭舗装排水工事完了

fls59. 8.30 給食室 タイル ・壁修理完了

日野市立滝合小学校

日野市西平山 2- 3 - 1 

0425-83-5172・5173

京王線平山城祉公園下車 徒歩10分

男432名女397名計829名

教頭氏名 酒井義明
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昭61. 5. 6 体育館内工事完了

昭62. 1. 29 プールシート防水加工工事完了

昭62. 2. 6 シューテイングボード工事完了

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

峰 岸 敬次郎 fls46. 4 - 50. 3 

鈴木 英夫 昭50.4 - 53. 3 

梅田 茂 H召53.4 - 56. 3 

鈴木敏郎 昭56.4 - 59. 3 

野口昭 平 IIs59. 4 - 62. 3 

有泉徹郎 Us62. 4 - 現在

3. 地域の環境

本校は、日野市の南西にあ って、校庭の南に

浅}IIが流れ、その向こうに緑の多摩丘陵が続く 。

周剛に田畑が多く、 屋敷森等 ものこる回国の中

に位置 している 。小鳥 さえずりも聞かれ、冬に

は浅川周辺に数多くのわたり 鳥がみられる。

しかし、 学校周辺には数多くの住宅が建ちつ

つあり、児童数は多く、日野市の学校の中でも

一二 といわれるほどにな っている。学区域は、

中央線の南側、 豊田駅の近くまでと広く、 i盈:学

時間で30分ぐらいの児童 もいる。

近年、 学校前の道路を通過する自動車が榊え

交通事故の危険は増大しつつある。

4 教育目標

本校の教育は、日本間憲法、教育基本法、 ~ ~;:: 



校教育法に基づき、教育委員会の基本方針をふまえ、地域の社会特性・児童の実態を考え、次の

目才票をめざして行う 。

ア.健康でたくましい子ども(体と心の健康)

イ.勉強に努力する子ども(本気で取り組み根気よく努力)

ウ.進んで、協力し実行する子ども(みんな仲よく心のふれ合い)

エ. 生きものを大切にする子ども(思いやりと信頼)

0学校の教育目標を達成するための基本方針

ア.学校目標を日常の指導に生かしていくために、 学年 ・学級の実態、児童の発達段階に即し

た具体的目標を設定し、日々の実践活動を進める 。

イ.学習指導に際しては、立案・反省を確実に行い指導法を工夫する 。児童に学習課題をつか

ませ、その課題解決指導にあたっては、ひとりひとりを生かす授業の展開に努める。

ウ.基本的生活習慣・自主的生活態度についての教職員の共通理解を広げ、 一体的指導体制に

より児童の指導にあたる。

エ.個々の教師の特性を生かし協力的で創意あふれる指導と学年 ・学級経営の充実とを推進す

る。

オ.父母や地域の意見・ 要望を生かすとともに、 学校教育について宜 しい理解を得るように努

める。

5. 指導の重点

(1) 各教科、 道徳、特別活動

ア.各教科

1 )児童の主体性を尊重 し、 自ら学ぶ意欲と態度を養うとともに、ひとりひとりに理解と愛

情のゆきとどいた授業により豊かな人間性を育てる 。

2 )児童の実態に即し、計画を密にした指導を進め、各教科の目標をふまえて、基礎的・ 基

本的事項を確実に身につけさせる。

イ. 道 徳

1 )人間尊重の精神に基づき思いやりのある心と自らを厳しく律する強い意志と態度を育成

する。

2 )やさしい心を持って重力植物はもちろんのこと、広く 自然を愛護する気持ちを培う 。

ウ.特別活動

1 )変化と喜ぴのある活動を通して、児童の自主性・創造性を生かし、ひとりひとりの積極

性を高める。

2 )計画・分担-協力し合いながら、 学校・ 学年 ・学級としての連帯意識の高揚をはかると

ともに実践力を伸ばす。

(2) その他の活動

1 )施設・遊具の活動と管理を充実 し児童ひとりひとりが課題をも って取り組み、目標達成

に努めながら、体位・体力の向上をめざす。

2 )特別活動、保健指導等との連携を密にして、 各種の実践活動、集会活動を実施し学校生

活のいっそうの充実をはかる。

3 )学校の教育環境の整備・ 美化を積極的にすすめながら、勤労の精神を培う。

(3) 生活指導 ・進路指導

1 )学校のきまりを日々の教育活動に結びつけ、 実践について反省を加え家庭と密接な連絡

をと って基本的な生活行動様式、規律ある生活態度の充実をはかる。

2 )全教育活動を通して 自他の長所を見つけ出し認め合いながら、よりいっそう個性を伸ば

そうとする意欲を高める。
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6. 本年度の研究主題

児童の学習意欲を高めるための評価の研究

それぞれの授業場面において、「どこでいつ、どのように評価して児童の学習意欲を高めるか」

を視点として研究を進める。この中では、 実態調査をもとにした児童の実態把握・各教科の学習

内容とそこでの評価のあり方の基礎研究をもとに授業で、研証していく。

7 .本校の特色

校地面積21391という恵まれた校地の中に一周200mのトラック、バスケットコート 二面、 二の

字形にならんだ校舎、周辺部に動物園、花だん、プール、体育館があり、おちついた空間を作っ

ている。

校庭に作られた、児童 ・職員の労作による古材利用の遊具(だっこちゃん、滝合峠・ピョンピ ョ

ン丸太・世界一周や、 固定施設 (砂場・遊ぴ山・シーソー・ジャングルジム・すべり台・ブラン

コ・ 登 り棒・ 雲梯・鉄棒・回転シーソー・タイヤ群)は、本校を象徴するものであり、児童の体

力向上に役立つている。

児童は全般的に素朴・純情・素直などの美点を持ち、活発に行動する元気な子が多い。父母の

学校教育への理解は深く、きわめて協力的である 。学校行事には、 積極的に取り組み、 大いに内

容を盛り上げている。交通安全指導には PTAとして主体的に計画実施するなど、 学校と 家庭と

の連携の協力の実を上げている 。

8. その他(教職員の研究歴)

トぐさ 研 究員

有 泉徹郎 (54 国語)

2 酒井義明 (50 へき地教育) (56 社会)

3 石川成子 (52 家庭)

4 岡本美治 (56 へき地教育) (62 図工)

5 林 亀 三 (57 体育)
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学校名 日野市立高幡台小学校

所在地 日野市程久保550

電 自舌 0425 -91-7011・7012

}I頃 路 京王線高幡不動駅より百草団地行きパスにて

5分高幡台団地下車

児 童 数 男285名 女264名 言十5主9名

校長氏名 小泉 宣夫 教頭氏名 小笠原 久雄

1 .沿革の概要 普通教室 9、教材 3

eR46. 8. 7 校舎新築工事起工 eg54. 3.24 第 7回卒業式

eg47. 3.10 日野市立高幡台小学校として開 卒業生 3学級 98名

校 H百55. 3.25 第8回卒業式

鉄筋三階建校舎普通教室12、 卒業生 3学級 108名

特別教室 4、特別室 9、学級数 eg56. 3.25 第 9回卒業式

12、児童402名、教職員18名、市 卒業生 3学級 116名

職員 2名 日目57. 3.25 第10回卒業式

5.27 高幡台小学校PTA設立総会 卒業生 3学級 127名

6.24 開校式
eg58. 3.25 第11回卒業式

本日を開校記念日とする
卒業生 3学級 109名

eg59. 3.31 非常階段(旧館)完成

日百59. 3.25 第12凪卒業式

卒業生 3学級 137名

日百60. 3.25 第13回卒業式

8. 1 プール完成、プール聞き挙行

eg48. 2.24 校旗、校歌制定

3.24 第 1回卒業式

卒業生 1学級 33名
卒業生 3学級 134名

10. 6 体育館落成式、体育選手模範演
eg61. 3.25 第14回卒業生

技
卒業生 3学級 120名

eg49. 3.25 第 2回卒業式 eg62. 3.25 第15回卒業式

卒業生 2学級 46名 卒業生 3学級 109名

4. 1 第一期増築工事完成 2.歴代校長

普通教室 9、図書室 1、職員室

改造工事
氏 名 年月~年月

eg50. 3.25 第 3回卒業式 平松健太郎 昭47. 4 . 1 -54 . 3 . 31 

卒業生 2学級 55名 手代木和夫 昭50.4.1-54.3.31 

日百51. 3.25 第 4回卒業式
近内 信 輝 昭54. 4. 1 -58 . 3 . 31 

卒業生 2学級 63名

eg52. 3.25 第 5回卒業式
津野田 昭 二 昭58.4.1-62.3.31

卒業生 3学級 97名
小泉宣夫 昭62.4.1- 現在

日目53. 3.25 第 6回卒業式

卒業生 3学級 78名 3.地域の環境

4. 1 第二期工事完成 日野市の南東部の多摩丘段に造成された高幡台
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団地がおもな学区域である。高幡台団地は 5階-11階の高層鉄筋住宅で、歩行者通路と車道が分

けられていたり、郵便局、ショッピングセンターが住宅内にあるなど住み良く作られている。団

地のまわりには緑の森林をめぐらし、西方には丹沢、関東山地の山々を越えて富士が望まれ、北

西方には日野市街、日野台、八王子市街から遠く秩父の山々が連っている。学校から眺める景観

はまことに美しくかっ壮大で、ある。

近くには、多摩動物公園、百草園、高幡不動があり、都民に親しまれている。

4. 教育目標

(1) 学校教育目標

個性豊かで、調和と統-ーのとれた人間形成をめざしてつぎのような子どもを育成する。

0あたたかい心で、助け合う 子ども ⑫たすけあう 子

0 よく考え、自分からすすんで、やりぬく子ども ⑧かんがえる子

o働くことのすばらしさを身につけた子ども ⑬はたらく 子

0健康で、明るい子ども ⑫たくましい子

(2) 学校教育 目標を達成するための基本方針

① よく考え、自分から進んで、やりぬく態度を養うため、指導の方法を工夫し、わかりやすく

楽しい授業をめざすとともに基礎的基本的事項の学習内容を確実に身につけさせる。

② 本校児童の実態をふまえ、日常の児童活動の活発化を図り、自主的・自律的な態度を養う 。

③ 教育活動の全体を通して、人権、人命の尊重に徹し、人の立場を理解し、お互いに認め合

う心を育てる。

④ 個々の教師の特性を生かし、協力的で創意ある学年 ・学級経営の充実を図る。

⑤ 本校児童の実態をふまえ国語指導の充実を基本にしながら、よく考えやさしく思いやりの

ある子の育成をめざす。

⑥ 保護者、地域との連携を密にし、聞かれた学級をめざしながら、教育に対する相互理解を

深;める。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科・道徳・特別活動

ア各教科

o教材内容を精選し、ゆとりのある授業を展開につとめ、 基本的・基礎的内容を確実に身につ

けさせる。

0視聴覚機器の利用・資料等の効果的な活動通して、 子どもにわかる授業の確立につとめる。

o授業研究(国語)を通して、個々の児童が目標もち、 言語生活を豊かにする態度と実践力を

育成する 。

イ道徳

o集団生活のきまりや望ましい行動の習慣を身につけさせる。

o相手の立場を認め、力を合せものごとをやりぬく態度と実践的道徳性をj函養する 。

0 自然や人を大切にし、公共心の育成はかり、物を大切にする態度を身につけさせる 。

ウ特別活動

0児童活動、 学校行事の全体を通して、自主的、 自律的な実践力を育成する。
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0たてわり活動を通して、異年令児童の交流をはかり互に認め合う心をはぐくみリーダーシッ

プ ・メンバーシップを育成する。

(2) その他の活動

0学年を越えた子どものたてわり活動と校外地区班活動との連携をはかり、地域における子ど

もの連帯意識を高める 。

(3) 生活指導 ・進路指導

0 日常生活に必要な基本的な行動様式を学校生活全体を通してし つがり身につけさせる。

o校舎内外の環境美化に努めるとともに、勤労について正 しい認識を持ち、人間として生きぬ

くことの大切さを理解させ、進んで、働く態度を養う 。

o教育活動全体を通 して、 自主的・自律的な生活態度を養い、お互いに相手を認め合う心と態

度を育成する。

0児童ひとり 一人に対する児童理解に努め、児童が自己の個性を 自覚するよう教育相談的手法

を生かして、 自ら より 高い目標をめざす態度を養う 。

6. 本年度の研究主題

「効果的な指導法の研究J (国語)

7 .本校の特色

団地校であるから家庭の生活程度は平均しており 、児童の知能程度も比較的高く較差が小さい。

反面閉鎖的傾向が見られ、他の人との連り、連帯意識に弱さがある。また、団地の中だけに固ま

りがちな傾向が、 子どもの遊ぴ等に顕著で、ある。このような実態を考え、子ども相互の縦横の連

りを深め、広げることを、また、隣接地域の風にふれさせることにより広い視野を持つ目を育て

る意味等から次のことを重点にして実践する。

0たてわり活動

小運動会 たてわりミニ遠足

子ども祭り 六年生を送る会

o隣接校(程久保小)との交流

クラブ交流

8.その他(教職員の研究歴)

辺、寸¥訳 都 ・文部省委員 海外派遣 研究員 開発委員

l 小泉都宣夫 小泉宣夫 小泉宣夫之~
(43 ・44) 51) (38社)

2 
小(笠49特原活久雄) 小笠原特久雄活

(55・)

3 田中順一
(61・道徳)
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学 校 名

所在地

電 5古

)1頂 路

児 童 数

校長氏名 石井 三 士

1 .沿革の概要

I1g48. 12.27 日野市教育委員会において、 南

平小学校を設置決定。

昭49. 3.25 仮設校舎完成、プレハブ教室11

職員室l.校長・事務室l.教材

室l.他に潤徳小新館に4教室、

更に保健室、用務員室をクラブ

ハウスに設置

4. 1 日野市南平小学校開校

学級数15、児童数535名、教職 口

22、市職員4名

4. 5 仮設校舎校地整理完了

5. 4 本校舎工事着工

総工費220.166万円

敷地問責26.535 鉄筋コンクリ ー

ト四階建防音校舎4.456m'

5.22 南平小学校 PT A設立

1l.15 本校舎完成

普通教室20、特別教室5、保健室、

給食室、校長室、職員室、事務

室、用務員室等

11.22 校樹として「スズカケの木」を

決定。 校旗 ・校章の図案のもと

とする。

校歌 ・校旗 ・校章の制定お よび、

発表会を挙行。

当日を本校開校記念日として制

定する 。

11.29 本校舎へ移転

11.30 校庭整備完了 、進入路舗装、正

門 ・フェ ンス取付完了

日野市立南平小学校

日野市南平4ー18-1

0425 -92 -2021・2022

京王線南平駅より徒歩15分

男361名 女292名計653名

教頭氏名 馬場 武

昭49. 12.31 体育館完成

ng50. 4.30 犬 ・小プール完成

昭53. 3.15 校舎3教室増築

昭54.12.21 体育倉庫(プレハフ1完了

昭56. 3.27 校舎3教室 ・図書室増築

9.15 NHK全国学校音楽コンクール

東京地区において優・良校として

受賞

昭57. 2. 4 体育科「児童が主体的に取りく

む学習指導法の改善」研究発表

会を全都にむけて行う 。

1]258. 3.31 学校闇整備を行う 。

昭59.11.22 十周年記念式典、祝賀会を行う。

昭60. 8.25 校庭南側金網フェ ンス工事完成

2.歴代校長

氏 名 年 月~年 月

黒 沢保雄 昭49.4.1-55.3.31

松田 楽敬 治 昭55.4.1-59.3.31

鈴木敏郎 昭59.4.1-62.3.31 

石 井 三 士 昭62.4.1-現在

3.地域の環境

本校の学区域は、日野市の南部に位置 し、前

面に多摩丘陵をきりひらいた南平台 (なんぺい

だい)みなみが丘、鹿島台、 川崎街道をはさん

だ向ー平中下(昔からのIIW-.の1.ti存)ぷT線と浅

川ぞいにはさまれた向島の六地|ベで構成されて

いる。比較的まとま った学以域であリ、地1)(:の
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把握がしやすい。

南平中、下をのぞき何れも新興の分譲住宅地であり、父母の社会的、経済的地位は比較的安定

している。従って学校教育によせる関心も高く、 学校に協力的である。

学区域には、自然林あり、 田畑、果樹園等、自然条件にめぐまれている。西方に丹沢連峰から

秀麗富士を仰ぎ見、施設、設備、校庭等の完備と相まって、教育的環境としては、最高の条件を

具備している。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校の教育は、 憲法、教育基本法の精神に基づき、児童 ・学校及ぴ地域の特性をふまえ、知・

徳・体の調和と統ーのある教育をめざして行う 。

0健康てたくましい子ども

0考えながらま学ぶ子ども

0 目あてをもってやりぬく子ども

0おもいやりのある仲よい子ども

(2)学校の教育目標を達成するための基本方針

0学校や教師の創意工夫を生かし、充実した学校生活の実現を図り、生涯にわたって、 学ぴ統

ける人間性豊かな児童の育成を 目指す。

o校内研修の一層の充実をはかることによ って教師の資質を高め、効率の高い教育活動の展開

を図る 。

0道徳教育・体力の向上、健康安全の保持増進を効果的に行うため、環境を整備し、 学校の教

育活動全体を通して計画的な指導をすすめる。

0聞かれた学校を目ざし、児童 ・教師・父母の心の交流をはかり、信頼を高め、よい校風づく

りに励む。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科

0児童一人一人が主体的に学習するための指導法の改善を図る。

o基礎的、 基本的事項を重視し、指導内容の精選に努める。

0児童の発達段階をふまえ、児童の個性や能力に応じた教育の徹底を図。

(2) 道徳

0指導計画に基づき、活動しやすい資料を整備し、指導法の改善に努める 。

0教師と児童、児童相互の人間関係を深め、体験を通して日常生活の基本的様式をはじめとす

る道徳的実践の徹底を図る。

o集団の一員としての自覚をもたせ、協力し合って活動しようとする自主的・実践的な態度を

身につけさる 。

o学校生活のいろいろな場で、児童が積極的に活動し、楽しく参加する児童活動の指導の充実

を図る。

o学校や地域の実態を生かした指導計画の改善を図る。

(3) その他の活重力

0学校や教師の創意工夫を生かし、地域に根ざした教育活動を行い、学校生活に喜ぴと充実感

をもたせる。

o田植え、稲刈り、脱穀、いも作り、収穫を祝う会、わらじ作りを通して勤労の大切さ、 生産
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の喜ぴを体験させると共に、地域との連携を図る。

o水泳、マラソン等を通して、耐性や体力の増進をはかる 。

0たて割りによる全校遠足・遊ぴ・清掃・集会を通して、連帯感、協力、思いやりの心を培う 。

o一年生を迎える会、 6年生を送る会、 音楽祭、子供祭りを通して、自発性、創造性、 実践力

を養う 。

(4) 生活指導・進路指導

0児童一人一人を大事にし、 互いに尊重 し、助けあう 生活態度を培 う。

0学校のきまりを守 り、 基本的な生活習慣を身につけ、充実 した学校生活をさせる。

0健康で、安全な生活に心がけ、 清潔で、活気ある学校生活をさせる。

0児童の特性を生かし、 意欲をも って進学 しようとする態度を養 う。

6. 本年度の研究主題

今年度の校内研究の主題を「児童が主体的に取りくむ活動の研'究」と 定め、創意を生かした教

育活動を通して、一人一人の児童が主体的・ 実践的な態度を育てる活動の研究を行う。その中で、

学校や地域の実態に合った指導計画の改善を実践を重ねながら図っていく 。

7 .本校の特色

(1) 本校の児童は、素直で、礼儀正 しく 落いる。物事に熱心に とりくみ、し っかりできる 。

(2) 児童・父母ともに学校を信頼 し、協力的である 。

(3) 父母の経済的、社会的地位が比較的安定 している 。

(4) 学校生活の主人公は児童である認識の もとに、教職員が一致 して教育活動にあたっている。

(5) めぐまれた学校施設・設備、校庭の完備、 自然条件等、教育環境は、 最高である 。

(6) 勤労体験学習を重視している。米づ くり、いもづ くりを軸として、地域と連勝を保ちながら、

生産活動を行い。収穫を祝う 会、 わら細工等を実施している。

(7) 全校遠足等のたて割り活動を通 して、異年齢聞の役割意識を自覚させ、思いやり の心を育て、

連帯感を培っている。

8. その他

沿々 き 研究 員 現代化委員 H，j. 外派 遣

石井コ士 (44国語) 馬場武 (50理科) 馬場武 (54ヨーロッパ)

2 馬場 武 (48理科)

3 井上久美子 (55保健)

4 駒井隆治 (60体育)

5 関賀穂留 (61図工)
'-ーーーーーーーーーーーーーーー 一
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学校名 日野市立程久保小学校

所在地 日野市程久保1-504-1

電 5古 0425-92 -5014・5015

順 路 京王線高幡不動駅より動物園行きパスにて5分

中程久保下車徒歩3分

児 童数男245名 女218名 計463名

校長氏名 三 浦勝也

1 .沿革の概要

本校は潤徳小学校の規模の過大化を解消する

ためと、高幡台小学校の学区の変更に伴って程

久保地区に新設された学校である。

昭52.2. 1 程久保小学校開設潤徳小学校に

開設準備室を設置 初 代 渋 谷 義

一校長就任

4. 1 日野市立程久保小学校開校

学級数18 児童数652

教職員26 市職員8

4.21 給食開始

6.28 プール聞き

7.15 体育館竣工

10.20 落成式挙行、 この日を開校記念日

とする。校歌 ・校章発表会を聞く 。

昭53. 1.19 第1回音楽会を行う。

4. 4 学級増によるプレハブ教室設置

( 1教室)19学級

11. 3 第1回展覧会を行う。

昭54. 1.16 校内書初展を行う 。

11.18 第1回学芸会を行う。

昭55. 1.18 体育倉庫竣工

11.11 飼育舎竣工

11.15 第2回音楽会を行う。

昭56.5. 9 全校写生会を行う。

11.15 第2回展覧会を行う。

12.17 受水槽竣工

昭57.5.13 校庭フェンス側散水栓着工

5.13 校庭フェンス側散水栓竣工

11. 21 第2ru1学芸会を行う 。

UT{58. 6. 1 校庭砂場新設着工

教頭氏名 小幡 建
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6.15 校庭砂場新設竣工

11.20 第3回音楽会を行う。

11. 4 球技場(テニス コート)工事着工

12.20 向上工事竣工

昭59.2.15 プール改修工事着工

2.29 向上工事完了

5.12 全校写生会を行う 。

7.27 校庭除石工事を行う。

8.14 体育館ステージ照明設備工事を行

つ。

11.10 第3回展覧会を行う。

昭60.7.21 校庭整地着工

8.29 校庭整地完了

11.17 第3回学芸会を行う。

昭61.4.26 たて害Ijり遠足を行う 。

5.10 全校写生会を行う。

11. 8 第4回音楽会を行う。

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

渋谷義 一 昭52.2.1-昭58.3.31

大島昭子 si'158 . 4 . 1 -司昭62.3.31

三 浦勝也 。百62.4.1-現在

3.地域の環境

日野市の南東部にあって八王子市と接してお

り、明星 ・三井 ・電建の新興住宅地が主な学区

域である。住宅は多摩動物公園の両側の起伏に

富んだ傾斜地に建てられている。西側には動物



公閣の園舎も見られ、遠足時には子どもの集団が遠望できる。東側は高幡台団地に接している。

緑が多いわりに、子どもの遊び、場が大ヘん少ない。

最近は、住宅地域内を通過する車が増加 し、児童の登下校時の安全対策も急務となっている。

4. 教育目標

本校の教育は教育基本法、 学校教育法に基づき、生命の尊重を基調とし、自ら考え正しく判断

し実践できる児童をめざして、次のような教育目標を定める。

j己気(丈夫で生き"1:きした子 ・向上心をもって活動する子)

本気(.，/1:けんめい取り組む子・人の気持ちを考えて行動する子)

根気 (最後までやりぬく 子 ・何ごとにもよく努力する子)

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科

o人の話をよく聞き、考える主体的な学習に取り組める児童を育てる。

o教材研究を深め、個性能力に応じた授業を追求してし、く 。

o教材教具を整備・充実し、その活動をはかる 。

(2) 道徳

o教師と児童および児童相互の人間関係を深め、日常生活における基本的行動様式を身につけ

させる。

o人間性が豊かで、思いやりの心を持った児童の育成に努める。

0教科・特別活動等全領域のなかで、道徳性の内面化、態度化をはかっていく 。

(3) 特別活動

0集団活動をとおして主体的な態度を養い、協力して楽しい学校生活を計画 ・実践できるよう

にする。

0学級指導の充実をはかり、実践的な態度を育てる。

0学校行事に自覚して参加できる児童を育て、学校生活を安全にかつ明るく、うるおいのある

ものにする。

(4) その他の活動

0朝の10分間運動の時間を設定して、体力づくりに力を入れる。

0山ゆりの時間を設けて、児童一人ひとりの能力・特性に応じた個別指導や、制定;工夫をこら

した諸活動を計画 ・実践していく。

0たてわり班を編成して、集会活動や清掃活動を行う 。

(5) 生活指導 ・進路指導

0みんなで仲良く助け合い、連帯感のある楽しい学校づくりに努めさせる。

0目的意識をもって、 主体的に活動できる児童を育てる。

0安全教育の徹底に力を入れる。

0児童の個性・能力の伸長をはかり、将来にわたって自己実現のはかれるな欲と態度を培う。

6. 本年度の研究主題

人ひとりが生き生きする学習指導

7 .本校の特色

(1) 児童ひとりひとりを生き生きさせる学習指導の確立へri-IJ(ナて、低、 '11、HVjff年と専科のjj-j-4
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ブロックに分かれた実践研究を行っている。年間を通して7回の全体研究授業を行う。

(2) 児童と教師、児童相互の人間関係を深めたり、集団活動を通して主体的態度を養ったりする

ため、 1年生から6年生までを18のたてわり班に編成し、次のような活動をしている。

毎日の清掃活動。児童集会活動。全校写生会。ドッジボール大会。防災訓練の集団下校。

(3) 児童の多くは家庭環境にもめぐまれており、いろいろな面でみたされている。明るくすなお

であるが、たくましさに欠ける。そこで、体力づくりのため次のようなことを行っている。

朝の10分間運動(ラジオ体操、程久保体操、行進、表現運動、固定施設の活用、マラソン、

なわとび等を、季節に応じて行う。雨天のときはテレビを通して運動の解説等を行う。)スポー

ツテスト(年2回)。夏の水泳指導。冬のなわとび、大会、マラソン大会。

(4) 外来者からは、校舎内がよく磨かれていて明るいとのことばをよく受ける。

(5) 隣接校としての地の利を生かして、高幡台小学校との交流を深めている。特に体力っくりの

一貫として、クラブ活動・スポーツ交流をはかつている。

8. その他 (教職員の研究歴)

~旦空 研究員 開発委員 その他・海外派遣

1 コj甫勝也 (47特活) 吉野美智子 (62道徳) 小幡建(S 57) 

2 小幡 建 (53理科)

3 江口耕一 (53特活)

4 川上車一 (55理科)
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学校名 日野市立旭が丘小学校

所在地 日野市旭が丘5丁目21番地のl

電 三舌 0425 -83 -3733・3748

)1頃 路 中央線豊田駅北口下車徒歩25分 京王 ・都パス

(石川入口)下車10分

児 童 数 男404名女333名 言十737名

校長氏名 大熊 喜 一 教頭氏名 黒 沢 源 太 郎

1 .沿革の概要

昭5l.8.18 起工式

市議会は、日野市旭が丘小学校の

設置を決定

昭52.2. 1 初代校長 小野寺東雄発令

3.31 教頭、教諭等25名、市職員8名

計33名発令

4. 6 第1回入学式149名 4学級 全 校18

学級 707名

4.27 教育目標決定

5.20 校舎完了

6.30 プール完成

7.20 校章制定

8.15 体育館完成

10. 1 開校記念大運動会

10.12 校旗完成

11.11 開校記念展覧会

1l. 21 校歌制定。 開校式典

11.22 第1回開校記念日

12. 3 校歌発表会

昭53.3.25 第1回卒業式110名

4. 1 教職員36名

4. 6 第2回入学式163名 4学級

全校20学級 758名

11.10 第1回学芸会

昭54.3.24 第2回卒業式95名

4. 1 教職員38名

4. 6 第3回入学式156名 4学級

全校21学級 833名

昭55.3.25 第3回卒業式116名

4. 1 教職員40名

昭55.4. 7 第4回入学式193名 5学級

全校23学級 916名

10.13 体育館ボーダーライト 工事

昭56.3.25 第4回卒業式122名

4. 1 教職員44名

4. 6 第5匝l入学式145名 4学級

ィ~校24学級 904名

昭57.2.27 r雑木林のノト道」完成式

3.25 第5回卒業式110名

4. 1 教職員44名

4. 6 第61m入学式136名 4学級

全校24学級 895名

5. 8 科学センター開講式(北部)

6.16 プールシャワーバルブ工事

昭58.2. 7 音楽室廊下防音ドアー完成

2.12 科学センター開講式(南北)

3.23 登 り棒完成、 登 り初め

3.25 第6回卒業式 137名

4. 6 第7回入学式 135名

全校21学級 863名

8.11 給食室排水工事完成

昭59.3.24 第7回卒業式 150名

4. 6 第81可入学式 144名

全校21学級 850名

12.10 堆肥小屋とプール塗装工事開始

昭60. l. 20 プールフェンス工事開始

3.25 第811司卒業式142名

4. 1 教職員28名 市職員9~ ;~l37t 

4. 6 第1学期始業式

第91nl入学式 123~ 、 3:、戸級

全校20学級 823t 
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4.10 植樹まつり用樹木受領

(高・低木100余本)

昭6l. l.13 プール排水工事 ・シューテング

ボード工事

3.25 第9回卒業式 175名

4. 7 第1学期始業式

第10回入学式 139名 4学級

全校20学級 764名

6. 4 理科室天井工事(了)

8.31 A V調整卓が入る

理科室・図書室の暗幕取替え

3. 地域の環境

給食調理室(炊飯器・洗米機・給湯

ボイラー・洗浄機)

2.17 プールの平板工事 rn
3.24 修了式 (752名、 20学級)

3.25 卒業式(男72、女54、計126名)

2. 歴代校長

氏名 年月~年月

小野寺東雄 昭52.2-昭58.3

大熊喜 昭58.4-現在

本校は、日野市西南部で八王子市との境に位置している。学区は、浅川の第一河岸段丘と第二

河岸段丘の二段にまたがっている。東西 2km、南北1.5kmと広く、学校が西に偏在しているため、

通学時間30分以上かかる児童もいる。

学区の中心部は、東芝や帝人などの大工場が占め、その周辺に個人住宅や集団住宅が混在する。

主要道路には歩道があるが、通学路の交通安全施設は整備中である。また、工場は多いが、公害

問題は少ない。学校の周辺には、畑や雑木林も多く、公園もあり、自然に恵まれている。父母は

会社員が多く、学校教育への関心は深い。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校の教育は、教育基本法、学校教育法に基っき、地域の特性や児童の実態をふまえながら、

特に「よく考える子ども」を重点としで、 4目標の具現をめざす。

ア よく考える子ども(本年度の重点目標)

イ なかよくする子ども

ウ がんばりぬく子ども

エ からだをきたえる子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

開校以来満10年間の成果をふまえ、ゆとりある学習指導・生活指導の充実に努める。

ア 前年度にひき続き、学校教育目標の第 1項「ア、よく考える子ども」の目標達成に重点を

おく。学校の教育活動の全てを重点達成の場とする。

イ 各自のもつ個性と創造性を伸ばし、人間尊重の精神を身につけ、互いに励ま L協力する態

度を育てる。

ウ 教師と子どもの心の結びつきを大切にし、子どもの心を的確にとらえながら、適切な指導

を加えるよう努める。

エ 教職員の研修をいっそう充実して、学習面での指導力、豊かな心を育てる指導力を身につ

ける。

オ 地域、父母との連携を密にし、少年野球リーグ戦等の活動を援助し、地域の活動を通して、

児童の心身の健康を高める。
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5. 指導の重点

一年間の見通しのもとに計画的に教育活動を進める。また10周年の各種記念行事をとおして生き

生きと活動する児童の育成に努める。

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア、各教科

o指導内容の精選と指導技術の工夫により、学習活動にゆとりをもたせ、思考過程を大切に

するとともに、基礎的、基本的事項の徹底をはかる。

0 児童一人 一人が「よく見るJrよく聞く Jrよく気づく」望ましい理解・態度・技能を身

につけさせるために授業のあり方を実践けか級研究する。

イ 、道 徳

0 学習活動を多彩にし、児童の主体的な学習態度をうながすように工夫する 。

o 教職員の協力態勢を土台に、学校の教育活動全体をとおして特に道徳的実践力の向上に

努める。

ウ、特別活動

0 年間や学期ごとの指導方針、目標を立て、適切な指導によって進んで、やろうとする意欲

を盛りあげる。

o 活動内容を児童自 らが企画し、実践する過程で互いに協力してがんばりぬく 実践力と望

ましい人間関係を育て る。

(2) その他の活動

ア、学年、学級の時間により、児童一人一人に思いやりの心を育て、連帯感を強める。

イ、「全体活動」の時間を設け、 全体の交流活動などを行う。

ウ、各種活動の評価を適切に行い、指導の効果を高める。

エ、諸行事をとおして、児童一人一人に学校の一員としての意識を高める 。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア、「学校生活のきまり」の定着化をいっそう推進し、望ましい基本的生活習慣の確立を凶る 。

(学校生活のきまりとは、将来社会人、国際人として巣立つための素地と考える。)

イ、自他の生命を尊重し、互いに守り合う態度と 他人への思いやりの心を育てる。

ウ、 土曜日の生活指導連絡会を活用し、正しい児童理解を深めて積極的に学校内外の生活指導

にあたる。

エ、児童の個性、能力を伸長し、正しい職業観を養う 。

6. 本年度の研究主題

子どもによく考えさせる指導法の研究

7. 本校の特色

本年度は、教育目標の第 1項 r(1)よく考える子ども」に重点をおき、 全教育活動を展開してい

く。また、 10周年の各種記念行事をとおして、生き生きと活動する児童の育成に努める。

0 全体計画にもとづく授業研究の推進

0 学校敷地内の自然林の保存とその活用

0 職員・児童 ・父母の協力による校舎内外の環境整備と 美化の促進、菊花栽培により心の美化・

促進。

0 一日一日、 一時間一時間の授業の充実
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0 元旦マラソン、八が岳シャンボリー、少年野球リーグなど、父母や地域社会の大きな社会教育。

8. その他(教職員の研究歴)

Vト旦空 研究生 研究 員 現代委員会

1 大熊 喜活 一 黒(沢源特太郎 奈(4良9 悦家子) 
黒沢源太郎 (5543文部省)

(39生 指導) 50 活)
'. 

2 黒(沢源特太郎 奈(4良4 悦家子) 
52 活)

3 
佐(5々0木社玄吾) 

-120-



学校名

所在地

電 話

}I頃 路

児 童 数

校長氏名 野村武郎

1 .沿革の概要

昭52. 3.28 学校建設校舎予算市議会議決

6. 3 学校建設準備委員会開催

9. 3 校舎建設工事請負契約締結

昭53. 1. 7 現在地に建設着工

1.26 プール建設工事請負契約締結

3.25 体育館建設工事請負契約締結

4. 1 日野市立平山台小学校として開

校、平山小学校の学区から新たに

平山1，2，3，6，丁目を平山台小学

校の学区域と定める。児童数男

268名女282名計550名 17学級

(心障 2学級含)の規模で開校す

る。

10.24 校舎落成式校章発表

11.22 開校記念展覧会開校記念日

昭54. 3. 9 開校記念校歌発表会

昭55. 3.20 校舎増築8教室完成

8.15 中庭排水溝、飼育舎完成、遊戯

室床張替え 、jfス配管一期完成

昭57. 8.30 図書館改装 ガス配管工事完了

昭58.10.30 屋外ノ〈スケ ットボール施設完了

昭60.12. 9 プール全面塗装

昭61. 12. 8 研究発表公開(体育を中心)

昭62. 3.30 体育館どん帳取替

2.歴代校長

氏 名 年月から年月

小川 格 昭53.2-U7:557.3

蓮池守 一 昭57.4-昭61.3 

野村武郎 昭61.4から

日野市立平山台小学校

日野市平山2- 1 - 1 

0425 -92 -3681・6382

京王線平山城祉公園下車徒歩15分

男215名女208名計423名(内わかくさ学級12名)

教頭氏名 藤田孝彦

3.地域の環境

本校は日野市の南端、多摩丘陵の項き を開発し

て建設。北側は、日野市はもちろん八王子、立川も

一望でき、巨大な鳥鰍図を眺めるようである 。ま

た、南側は、多摩テックから平山城祉公|童|に速な

る雑木林が四季折々の風物を語る。

このような、景観だけでなく児童が学習する上

での生きた教材を得た学校である。

学区は、京王電鉄が造成 ・分譲 した平L1J1，2，3 

丁目に加えて、平山6丁目 を含んだ、まとまりのあ

る地域である 。また、この地に住む人々は相互に

環境の美化、浄化に心している 。故に静かで・おち

つきのある雰囲気が維持されている 。

4.教育目標

憲法、教育基本法、学校教育j去の示す国民の育

成につとめることを目ざし、地域 ・児童の実態を

基に次のように教育目標 を定める 。

本校の教育は、生命の尊重を基底とし、自ら考

え正しく判断し実践できる力をもっ児童 を育成

する 。

0 よく 考え くふうする チ

o )Jを合わせて やりぬくイー

o 心県かな やさしい子

0 明るく たくましい子

5.本年度の指導の重点

(ω1) 各教科、道徳、判I:i市丙の指導のi亙li，l，'リ山，口，ヤ‘，'，

ア、各教科

自ら課題を設定し児京のな欲的な取組み

及ぴ授業の創造を 11折す
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① 基礎的基本的事項の定着とやさしさと潤いに満ちた心の教育に重点をおし

② 児童が課題をもち、自力で解決し、完成した喜ぴが持てる授業をつくる。

イ、道徳

全教育活動を通じて、児童相互に啓発し、道徳的心情と実践力を育てることを目指す。

① 人や動物、植物の生命を大切にし、思いやりのある心を育てる。

② 望ましい行動様式を身につけさせ、節度や協調性ある生活ができるよう指導する。

③ 道徳の授業を充実し、道徳的価値に基づき正しい判断と行動がとれる児童の育成をはか

る。

ウ、特別活動

集団・社会の一員としての自覚を高め、楽しく落着きのある学校生活を送る活動の展開を図

る。

① 児童が創意を生かして活動できる学習の機会をつくる。

② 児童、特に高学年の活動の場を多く設定し、その機会を通して自覚と指導力を高めさせる。

③ 児童が学校生活に関する諸問題を自発的自治的に解決する力を高める。

(2) その他の活動

① 学校生活に喜びと潤いと充実感を与えるために、創意ある活動の時間を設定し、豊かな心を

育てる。(菊づくり、七夕祭、オリエンテーリング)

② わかくさ学級との交流をはかり、全校児童に障害を持つ児童について正しい理解と認識を

与える。同時に心身に障害を持つ児童の社会性を育てる。

③ 学校がコミュニティーセンターとしての役割を果たすことを努め、地域の教育力を高める 。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア、生活指導

児童が集団の中で、生き生かされる喜びの得られる機会を通して、個の確立を図る。

① 児童の個性、特性の把握につとめ、これを尊重、伸長する指導を進める。

② 社会生活規範の確立をめざし、あいさつ、ことばづかい、話をしっかり聞くの三点につい

て習慣イヒをはかる。

③ 家庭・地域及ぴ関連機関との連携を密にし、協力体制を強化する。

イ、進路指導

児童の個性、能力に応じた適性な指導をする 。

6.本年度の研究主題

「主体性のある児童の育成をめざし、心豊かなやさしい子」への取り組みをする。

7.本校の特色

0市内全域がほぼ見渡せる所にあり開校8年目の学校、自然環境に恵まれ教材化に活用。

0主体性のある児童の育成を指導の重点として、特に本年度は、心豊かなやさしい子の育成を目指

す。

o 心陣学級設置校で心障児と健丈児との交流をすすめている。

0地域の要請に応える教育力の提供について具体化をはかっている 。

8.その他(教職員の研究歴)

限き 中央研修 研究生等 研究員 開発委員 海外派遣

野村 武郎 野村体武郎育 野(村46体武郎育) 野(村51体武;郎育) 
信夫清彦

(60) (48ftW) 60アメリカ)

2 信(夫57清体彦育) 藤(4田8孝特彦j舌) 北野義図昭
(60 工)

3 上通正雄障
(62心) 信(夫54清体彦育)
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学校名

所在地

電 5古

}I頃 路

児童数

校長氏名 志村桂次

1.沿革の概要

Us52.9.30 学校用地買収予算市議会議決

昭53. 3.30 学校建設校舎予算市議会議決

6. 2 学校開設準備委員会開催

8.21 校舎建設工事着工-54.5.31

昭54. 3.10 体育館建設工事着

-54.10.31 

4. 1 日野市立東光寺小学校として開

校。日野第三小学校の学区から、

新町3丁目と栄町1，2，3，4，5丁目

を東光寺小学校の学区域と定め

る。児童数545名(男287名、女258

名)15学級の規模で開校する。

7.18 校樹決定「さく ら」

11.17 PTA創立総会

11.20 校章 ・校旗 ・校歌制定

校舎 ・体育館 ・プール落成記念

式典、校章・校旗披露・校歌発表

Us57. 2 -3 校地緑化、小鳥舎新設

日目62. 3.25 第7回卒業式挙行

な業生総数711名となる。

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

高田 9EE 日ヨ 昭54.2.1-58.3.31 

近内 信 輝 Us58. 4.1-60.3.31 

志村桂次 IJs60.4.1-現在

3. 地域の環境

本校は、日野市北西部にあ って'学区域の一部

日野市立東光寺小学校

日野市新町3丁目24番地1号

0425 -84 -6200・6201

中央線日野駅下車徒歩10分

男223名 女208名 計431名

教頭氏名 石 川 耀子

は多摩川と八王子市に接してい る。学区域は

新IIIT3-J目、栄町1，2，3，4，5丁目で、東西1.8km、

南北0.8kmと東西に長く、 学校は学区域の中央、

南側に位置している。通学H寺聞は、速しづl己主で

15分である 。

品区には、天正16年、僧永j毎が旧東光寺のあ

と地に建てた万松山成就院がある。また、多摩

川と日野j丹水にはさまれた低地には農家が点在

していたが、都市化にしたがって兼業農家がふ

え、まわりには宅地造成が進み、個人住宅や集

ヨ住宅が混在 している。

学校の裏側には自然林、正門近くには 1:I-J:tIflや

果樹匝|等があり、 自然条件にめぐまれている。

また、施設、設備、校庭が完備され、教育 (I~)

環境は{長れている。

父吋の学校にょせる l共!心も j'::j¥， 、。

4.教育日標

窓法及ぴ教育基本j去の精神に基づき、1'1ら考

え正しく判断できる児童の育成をめざし、次の

ような教育目標を定める。

o Iりlるい子ども

(個性伸長 ・思いやりの心-礼儀等)

o 考える 子ども

(主体的学習態度 ・梢版性・ Ji.ri(1サ態l立呼)

0 強い子ども

(健康な体と強い心-似気よく働く態j主吋n
〈学校の教育目標を具現化するための基本 )j~1・ 〉

(1) 児玉? ー人ひとりの心を大切にし、全ての児

童が、 11々 をより楽しく lリjるく過ごせる'{:校

にする 。そのため、学年、::;::級紙れのい っそ

うの充'丈をiヌ|る 。また、教職Llがー体とな っ
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た指導体制を強め、児童相互の好ましい人間関係をより深め、育てていく。

(2) 児童一人ひとりの特性を大切にし、全ての児童がより充実感をもって過ごせる学校生活にす

る。そのため、個別指導の充実、学校行事やクラブ・委員会活動を通して、個性・能力の伸長を図

る。

(3) 児童一人ひとりの能力差に着目し、基礎的、基本的事項を身につける指導実践をいっそう充実

してし、く 。そのため、教材、教具、指導計画の整備はもとより、校内研究をより活発にする。

(4) 強く健康な心と体をもち、絶えず維持増進に努めさせるとともに、事故防止への実践態度を高

めるための指導実践と協力体制をより充実 してし Eく。

(5) 地域・家庭・他校・関係諸機関との連携をいっそう強め、相互理解や信頼関係など深めていく。

5.本年度の指導の重点

(1) 各教科・ 道徳・特別活動

ア 各 教科

o一人ひとりの能力に応じた指導法をく ふうし、基礎的な学力の向上をはかる 。

0自主的な学習態度を育てる。

イ 道 徳

0自分を反省するとともに、他人の立場を重んじ、実践する意欲を高める。

ウ特別活動

0学級・ 学校の一員としての役割や責任を自覚し、積極的に協力する実践的態度を育てる。

0自己の特性を知り、発揮し、伸長していく向上意欲、協力して活動する喜びを高める。

(2) その他の活動

学校生活に変化を与え、一人ひとりの児童の個性を伸ばし、学校生活に喜ぴと充実感を持たせ

る指導を工夫する。

(3) 生活指導 ・進路指導

0思いやりの心をもって行動しようとする態度、公共心もちすすんで、奉仕する態度を養う。

0集団の一員としての自覚をもち、規律ある生活態度を確立し健全な生活態度の児童を育成

する。

6.本年度の研究主題

「楽しみながら運動量 をふやる指導法の工夫」一一一体育科

7 .本校の特色

開校9年目、全教職員が一致協力して、次のような学校づくりをめざし、努力している。

0指導の充実 した学校(具体的資料を活用し、わかりやすい授業を実践する)

o美 しく整った学校(全校児童による除草作業、清掃指導の徹底)

0行事を工夫 した学校(一人一鉢の菊づくり、野焼き、収穫祭 他)

8.その他(教職員の研究歴)

vp¥四空 研 究 員 研究 生 道徳助言研

1 志村桂次(43国語) 石川耀子(53体育) 石川耀子(61)

2 上山美智子(43保健)

3 山下法昭(51体育)

4 中尾公治(58図工)
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学校名 日野市立三沢台小学校

所在 地 日野市百草896ー 1

電 話 0425 -93 -2351-2 

}I頃 路 京王線百草園駅下車徒歩15分

児 童数 男259名 女230名計489名

校長氏名 作i地 保 教頭氏名 平 山 穀

1 .沿革の概要

IIr{55. 4. 1 開校

日野第八小，';:

児童数666名(リ5:319:?r

女347 名) 、救~ì:XL 'l :itl名

で発足。

4. 7 第11"1人''/:式 111何人ザ:

6.10 プール完成

8. 4 体育flI';';'el&

9. 1 校庭使川|制始(芝生、アンツ

ーかーの運動場)

9.10 市主催による落成式

昭56.2.10 校歌 ・校章発表会

開校記念日とする。

3.25 第1回卒業式

126名卒業

4. 6 第2阿入学式114名入学

学級数18

9.22 校庭改修工事完了 (ダスト舗

装に)

昭57.3.25 第2同卒業式

125名卒業

4. 6 第3回入学式90名入学

学級数17

昭58.3.25 第3回卒業式

110名卒業

4. 6 第4回入学式66名入学

学級数16

昭59.3.24 第4回卒業式

110名卒業

4. 6 第5回入学式82名入学
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学級数16

昭60.3.25 第5回卒業式

117名卒業

4. 6 第6回入学式

学級数15

IIR60. 6.28 音楽室冷房設備工事完了

61. 3.25 第6凶卒業式

113名卒業

4. 7 第7回入学式79名入学

学級数14

昭62.3.25 第7回卒業式

119名卒業

4. 6 第8回入学式60名入学

学級数13

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

初代深尾 県 昭55.2-昭59.3

二代松日楽敬治 昭59.4-昭62.3

三代福地 保 昭62.4-現在

3.地域の環境

本校は日野市東南端に位置し、多摩丘段の項き

を開発した住宅街(西武 ・日本信版)の中心にあ

り、北は日野市、立川市方面、南は八王子市、多摩

市及ぴニュータウンが一望できる。東は百草閑の

雑木林に同まれ、自然に恵まれているうえ、静か

な住宅環境でおちついている。

4.教育目標

本校の教育は、教育基本法・学校教育i去に基づ

き、地域 ・児童の実態をふまえ、調和lのとれ



た人間形成をめざして行う 。

0からだをきたえる 子

。最後までやりぬくイ

oよく考え行動する 子

0みんなと仲ょくする 子

5.本年度の指導の重点

(1) 各教科 ・道徳 ・特別出動

ア、各教科

0児童が主体的に学び、楽しさの中にも充実した学習ができるよう指導法のくふうに努める。

0 教材・教具の効果的な活 ~~-J をはかり、学習効果の向ー |二に努める 。

o指導計画、指導j去の改善ゃくふうを重ね児童の発想、を豊かにする授業を推進する。

イ、道 徳

教育活動全体を通し、道徳的心情を豊かにし、実践力を育てる。そのために、各教科、特別活動とのつ

ながりを深めた指導の展開に努力する 。

。広い心をもち互いに助けあう 。そして、実践力にたけた子を育てる 。

0望 ましい行動様式を身につけさせ、節度と協調性のある子を育てる 。

ウ、特別活動

児童の主体的な活動を重んじ、個性や能力の発見と育成に努めると共に、児童相互の交流を深め、協

力して働き、よい校風づくりに励む態度と実践力を育成する 。

(2) その他の活動

o新興住宅地と古い集落とを合わせもつ本校では、教育活動にいっそうの創意くふうを生かし、児童相

互の連帯意識と地域社会を大切にする心と 実践力の高揚をはかる 。

0遊ぴの指導を通し、児童相互、児童、教師の交流をきかんにする。

0学年を越えた児童のふれあいの場を多くし、学校と地域とのつながりを深める。

(3) 生活指導 ・進路指導

o楽しい学校生活を送れるように、全教育活動を通して、おもいやりの心を育てる。

o集団と じての規律を理解させ、基本的生活習慣の徹底を図る。

o家庭 ・地域との連携を深め、安全指導 ・非行防止の手だてに万全を期す。

0児童ひとりひとりを正しく理解し、個別指導の徹底を図り、生涯学習 を指向する基礎づくりをめざ

す。

o各教科 ・道徳との関連を密にして、職業に対する正しい理解と判断を育て、働くことの大切さを体

得させる 。

6. 本年度の研究主題

「白から:学ぶ力を育てるための手だての工夫」

7.本校の特色

子ども たちの 「心のふるさと」となる地域と 一体化した学校づくりをめざす。このため全教職員の創

意を生かし、 子どもと共に遊び¥働き学ぶ教職員の後姿から教育実践の効果を高めていく。

8.その他(教職員の研究歴)

『L¥10.¥三、内-訳~、 研究 員 道徳助言研

福地 保 (49教育経営) 平山 毅(日) I 

2 平山 毅 (48道徳) 川田浩子 (62)

3 溝口 美枝 (60栄養)
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学 校 名 日野市立仲田小学校

所在地 日野市日野本町6丁目1の74

電 話 0425-81-8511・8512

)1頃 路 中央線日野駅下車徒歩10分

児童数 男168名 女181名計349名

校長氏名 れ下和夫 教頭氏名 小林繁人

1 .沿革の概要

本校は、日野第一小学校及び日野第四小学校

の教室不足の解消、危険な道路を横断しない安

全通学と、 当地域の将来の発展を見越して、日

野第一中学北側の固有地 「日野第一桑園」跡地

と一部買収民有地に新設された学校である 。

昭58. 3.30 仲田小学校新設の為の市条例

一部改正を市議会が可決

6.22 現在地に建設着工

(用地取得の為の買収費16億

7597万4千555円、校舎

体育館 ・プール等の建設費8億

6千万円)

初代校長 山口武彦就任

開校

Ug59. 2. 1 

4. 1 

4. 6 

5.23 

7.31 

10.12 

11.12 

H百60. 3.25 

4. 6 

Ug61. 3.25 

4. 7 

Ug62. 3.25 

4. 1 

4. 6 

2.歴代校長

氏 名

山口武彦

岩下和夫

第1回入学式

校庭 ・プール竣工

体育館竣工

市主催落成式挙行

校歌 ・校章披露式挙行

第11iI1卒業式

第2回入学式

第2回卒業式

第3回入学式

第3回卒業式

2代校長 岩下和夫就任

第4回入学式

就任期間

昭59.2.1-62.3.31 

昭62.4.1-現在

3. 地域の環境

本校の学区域は、日野市の北部に位置し、東

と南に甲州街道 (国道20号線)、西に国電中央線

北に多摩川にかこまれた、ほぽ長方形に近い地

域である 。

この地域は、江戸時代以来甲州街道日野宿と

して栄えてきた。近年、多摩川沿いの水田を埋

めたてて宅地化が進行している。 したがって、

古くから居住している人々、比較的新しく移住

してきた人々とが混在している。

本校は、この地域の中央部北寄りの旧農林省

蚕糸試験場(日野第一桑園)跡地にたてられ、

周囲は、仲田緑地や多摩川都いう自然の美 しい

環境が残されている。

仲田は、この付近の古い字名で、本校名もこ

れによ ったものである。

4.教育目標

教育目標

平和で民主的 ・文化的な国家および、社会の一

員として、人間尊重の精神に徹した人間性豊か

な児童の育成をめざし、次の教育目標を定める。

(1) 積極的な学習態度と 、自ら考える力と創造

力を養う 。

すすんで '~~:~ V"~~' 子

(2) 位脱と'ム:全に関心を持たせ、健やかでしな

かな体づ くりをめざす。

からだを きたえる子

(3) 人椛昨重の精神と望ましい社会午活のあり

かたを身に付けさせるとともに、たがいにIJi1J

まし助け合う態度をつくる。

思いやりの ある r

『

i
q〆
臼

1
E
A
 



(4) 社会の一員と しての自覚と責任感を培い、たがし、に協力しあいながら自己実現を凶る jJを育

てる 。

基本方針

1. 学校教育口棋を、小年段階や児童の実態に即して具体化し、 望ましい学級集団の育成とひと

りひとり の児童を生かすよう学年学級経営を充実する 。

2. 児童が学習する喜びに目覚め、たがし、に助けあいながら意欲的に学習 に取りくむ授業の実現

をめざし、校業研究を行う 。

3. 深い児童~tj!.解のも とに、人権尊重の精神と基本的生活習慣の確立を 12<1 るとともに、児童相互

に聞かれた交流を通 して、たがいに思いやる心を育てる 。

4. 児童 ・職員が一体となって学習環境の充実に努めるととも に、自然や地域との交流をすすめ

ることに よって豊かな人間性を育てる 。

5. 父母や地域との密接な連携のもとに、児童の生活の充実を凶る。

5 指導の重点

(1) 各教 科

① ひとりひとりの児童が、たがいに励まし合い、 生き生き と取り組む授業の実現をめざす。

② 地域の文化や自然を教材にとり入れ、地域の特色を生かした学習活動の正夫につとめる 。

(2) 道徳

① 人間の命と 心の尊さに常に目を向けさせ、あらゆる場面で生きることの大切さを分からせ

る。

② 社会の一員としての自覚を持たせ、基本的行動様式を育てるとともに、相手の立場を互い

に，思いやる心を持つ児童に育てる 。

(3) 特別活動

① 望ましい集団活動を通して、個性を伸ばし、人間関係を深め、より 豊かな生活を築く 実践

力を育てる。

② 聞かれた相互交流の場としての異年齢集団による活動を工夫し、児童の友情と社会の一員

としての責任感を育てる。

(4) その他の活動

① 地域の特色をいかし、 自然や人との交流の中から豊かな人間性を育てる創造的な活動を推

進する 。

② 児童と教師が一体となって、 学習環境をより 美 しく 豊かにする活動を工夫する 。

(5)生活指導 ・進路指導

① ひとりひとりの児童を深く理解し、人権尊重の精神と望ましい生活習慣を確立する。

② 児童が自らすすんで健康増進と体力の向上を凶るとともに、自他の生命の安全を守る態度

を育てる 。

③ 学校生活の全場面を統合的に把揮 し、児童が将来に向けての 自分自身を見つめることがで

きるよう助成する。

6.本年度の研究主題

ひとりひとりの児童が牛.き 牛.きと 学習にとりくむための授業の創造をめざして

-128 -



一一一国語科における読解指導を通して一一一

7 .本校の特色

「学校は子供のためにある」という基本理念に基づき、本校の教育目標の徹底を図り、子供ひ

とりひとりを真に人間として大切にする教育を推進する。

(1) 日々の授業の充実をめざす。 (2) 生活指導の徹底をめざす。

(3) 教育環境の整備・充実・活用に努める。 (4) 父母・地域との連携をさらに深める 。

8. その他(教職員の研究歴)

じ寸空 研 究 員 研究生

1 岩下和夫 (49体育)

2 小 林 繁 人 (53課題) 小林繁人 (44経営)

3 雨宮 充 (61道徳)
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学 校 名

所 在 地

電 1]舌

)1頃 路

生徒 数

校長氏 名 奥村節 作

l. 沿革の概要

n~{ 22 4. 30 公立中学校として設置許可、日

野中学校 と称する。

附24 4. 1 校歌制定

lIi{29 4. 1 校名を日野第一ー中学校と改称。

11日37 9 17 新校舎 (鉄筋防音)落成。

1I{{38 9. 9 プール落成。

lIi{39 5. 1 特別教室落成。

IIR42 11. 4 20周年記念式典挙行。

lIi{48 3. 10 校舎増築 (普 2、特別 2) 

昭51 3. 9 校舎増築 (普 3、教材室 1、生

徒相談室 2) 

昭52 11. 4 30周年記念、校歌告示刻字の記

念碑建立記念誌発行。

昭55 4. .1 大坂上中の新設に伴い学区縮小。

昭58. 8. 31 窓枠改修。

HPr59 3. 31 給食棟増築(食堂 l、特別 2) 

昭59 6. 4 学校給食開始

2.歴代校長

氏 名 年月 ~年月

IUT B~ 勘之助 昭22. 4-25. 9 

飯 塚 節 三 昭25.10-37. 3 

大 沢 S早うに~ 昭37. 4-40. 3 

大 沢 量 作 H百40.4 -45. 3 

安部達 郎 11百45.4 -49. 3 

東 恭朝 日目49.4 -53. 3 

松延耕作 昭53.4 -57. 3 

小林 節 夫 昭57.4 -59. 3 

奥村節 午 昭59.4 -現在

日野市立日野第ー中学校

日野市 H野本町 7- 7 - 7 

0425-81-0009 (代)

J R 日野駅下車 徒歩10分

男470名 女397名 討論867名

教頭氏名 古 尾 登 吾
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3.地域の環境

日野市の東部、多摩川と浅川の合流する 第四

紀沖積層の低地に当り、水の便よく水田が発達

し、 甲州街道ぞいの宿場町として栄えてきた。

近年、郊外の住宅、アノfート、 工場、特に中

小企業、家内工業、商業が多く、近郊農業 も見

られる。

4.教育目標

1 よく考え やりぬく 人

2 協力 し 全体につくす人

3 心豊かで思いやりのある人

4 進んで、心身をきたえる人

5.本年度の指導の重点

(1) 各教科、 道徳、 特別活動

ア. 各教科

学習意欲を高め、 基礎学力の充実を図る0

.発表の場や表現の機会を多くする 。

-学習の計画を立てさせ、 予習、復習の習慣

をつける。

-よく 考える態度を養い、学力の伸長を図る。

イ.道 徳

実践活動を通して道徳的心情を高める 0

.一人一人を尊重する態度を養う 。

・感謝の気持ちを育てる。

・身のまわりをきれいにし、物を大切にする

心と 実行力を育てる。

ウ.特別活動

教師と 生徒、生徒相互の心のふれ合いを大

切にし指導する。



-生徒自身に深く考えさせ、 自主的実践的な活動を伸ばす。

-集団活動を通して、 集団の-.員と して自党を深め協力する態度を育てる。

(2) その他の活動

ゆとりあるしかも充実 した学校生活の実引をめざす。

・学校行事への取りくみを通して、 生徒の自 i:.ii刊))を推進させる 0

.個別指導を実施し基礎学力の充実に努める 。

地域社会との連携を密にし、生徒の健全育成と郷 上変-のtiJ主に努める。

(3) 生活指導・進路指導

ア. 牛j舌指導

教師の共通理解を深め、全員一致して指導にあたる0

.基本的生活習慣を身につけさせる。

-勤労意欲を向上させ、 学習環境の美化に努める。

イ.進路指導

個々の生徒の能力 ・適性の把握に努め、自ら進んで、進路を選択する態度と 能力 を育てる。

6. 本年度の研究主題

(1) 学年・学級経営の充実

(2) どの子にもわかる授業

7 .本校の特色

教育目標の具現化のーっとして、次の 3点に特に意を用いている。

(1) 基礎学力の向上をめざす指導法の工夫を通して、 生徒の学習意欲を高め、よく与-え、や りぬ

く態度を養うために、研究組織を充実し質の高い授業研究をめざしている 。

(2) 情操の育成を図るために、教室、廊下などの掲示指導に意を用い、また校舎外の尖化のため

に、清掃に意を用い実施している。登下校時刻の厳守には、教師、生徒会が一体となっている。

(3) パーソナルコンビューターを活用し、教科の学習プログラム成績の処理、 学級編成、 午徒名

簿 ・地区名簿の作成、 各種文書の作成等に活用する。

8. その他(教職員の研究歴)

〕ポ:研究 員 研 究 員 現 代 化 開発委員等

奥村節生 (39 特活) 石堂正行 (61 特活) 佐藤至正 (60 進路)

2 古屋登吾 (44 保体) 田中伸佳 (61 特活)

3 渡辺譲 (60 保体)

4 古厩清夫 (40 生指)
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学 校 名 目野市立日野第二中学校

所在地 日野市多摩平 4丁目 5の 2

電話 0425-81ー0056・0262

順 路 中央線豊田駅下車徒歩 10分

生徒数男 483名女 429名計912名

校長氏名 小林節夫 教頭氏名 清水春海

1. 沿革の概要

昭 29年度 設立認可、開校式、入学式(生

徒200名)

第二期工事八教室増築落成

昭 31年度 第三期工事竣工落成

昭 32年度 第 1回卒業式(卒業生 204名〉

昭 33年度 校旗 ・校歌制定

昭 34年度 産業教育研究校iζ指定される。

昭 35年度 特別教室(工作、調理、理科)

竣工落成

昭 36年度 第二期特別教室竣工

産業教育研究発表会、修学旅行

研究発表会

昭 37年度 プール竣工落成

昭 38年度 保健体育研究発表会

昭 39年度 普通教室 3新宗竣工、創立 10 

周年記念式典挙行

昭 40年度 体育館竣工

昭 41年度 防音校舎第一期工事完成 (6教

室〉

昭 42年度 防音校舎第二期工事完成 (1 8 

教室)、プーノレ用更衣室工事完成

昭 43年度 南校舎前、境裁花壇完成

体育倉庫と校庭用便所完成

昭 44年度 プール専用便所一棟完成

プレハブー棟

昭 45年度 プレハブ一棟

昭 46年度 プレハブー棟

昭 47年度 プレハブ二棟

昭 48年度 四中新設のため 34学級より

2 5学級に縮小

創立 20周年記念式典挙行
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昭 49年度 南校舎 3階塗装。技術科教室及

同準備室改造整備。 中庭・他整

備

昭 50年度 南校舎 6教室増設、南校舎 2階

塗装

昭 51年度 理科室、家庭科調理室、机、床

整備

昭 52年度 体育館照明工事、暗幕完成

校舎電気配線整備

昭 55年度 大坂上中新設のため 26学級よ

り20学級に縮小

第二技術室の新設。

昭 56年度 北校舎内部塗装工事、校長室・

事務室の床張替え工事。

昭57年度 南校舎窓枠改修工事。フ。ーノレサイ

ド改修工事。体育館床塗装工事。

昭 59年度 創立 30周年記念式典挙行

昭61年度 給食棟新設工事完成

校庭夜間照明灯、クラブハウス

新設工事完成

2 歴代校長

氏 名 年月~年月

橋 本 貴一 昭 29. 3.3 1 ----3 O. 9.3 1 

増山 恒 昭 30.10. 1 '"'-..41. 3.31 

飯田栄 一 昭 41. 4. 1----46.3.，31 

河村俊一郎 昭 46. 4. 1----48. 3.31 

飯田卯吉 昭 48.4. 1 ----5 1. 3.3 1 

小林政之助 昭 51. 4. 1 '"'-' 55. 3.31 

渡辺吉彦 昭 55. 4. 1 '"'-' 59. 3.31 

小林節夫 昭 59. 4. 1 '"'-'現 在



3. 地域の環境

学区は 3，00 0世帯を収容する多摩平公団住宅を中心に、日野五社勤務者の居住する住宅がこれを

とりまき、東南部になお農業地域を残し、本校は多摩平公団住宅のほぼ中央iζ位置している。

4 教育目標

人間尊重の精神を基本とし、民主的な社会の形成者としてたくましく実践力のある人間をめざし、

(1) 健康なからだと自主的精神を養う 。

(2) お互いに尊電し合い、奉仕の態度を育てる。

(3) 尚し 1知性と豊かな情操を養う。

5 本年度指導の重点

c 各教科

自ら学びとる学習の態度を育成し、基礎学力の充実をはかる。

。 生活指導

基本的生活習慣の確立をはかり、相互理解に努める。

。 進路指導

系統的指導計画jの実践を通じて自己を理解し、将来の進路を選択する能力を育成する。

6 本年度の研究主題

。「生徒が自主的に学習する指導方法J

各教科ごとに具体的な指導方法を研究・実践し、年度末にその成果をまとめる。

。「生徒が自主的lζ取り組む進路指導の工夫」

7 本校の特色

3.000世帯を収容する多摩平団地のほぼ中央iζ位置する。東i乙けやきの大木、北iζ緑の中央公園に

閉まれ、自然環境は良好の海抜 105m。 公害を知らない学校。広l)校庭に恵まれ、体育系のクラブ

活動は活発である。都の愛鳥モデ〉レ校に指定され、情操教育の一環として、生徒の手で小動物の飼育を

している。青桐祭(運動会、文化祭)も11年目を迎え定着してきた。年 2回実施される生徒会主催の

球技大会は、学級のまとまりを強めるとともに、生徒の自主性を育てている。

出身小学校は、二小、 三小、五小、六小である。

8 その他(教職員の研究歴)

kぐき 研 究 員 現代化委員 研 究 生

1 富 士 実 (41特活) 池田 友彦(43英語) 水野美鈴 (61国語)

2 永谷 豊 (45教育方法)

3 小川渉三(45特活)

4 永 谷 豊 (52特活)
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学 校 名 日野市立七生中学校

所在 地 日野市南平 6-7 -1 

'竜 目舌 o 4 2 5 -9 1 -0 1 7 4・o1 7 5 

)1頃 路南平駅(京王線) 下車徒歩 7分

豊田駅(J R) 下車徒歩15分

生徒数 男381(3・2)女383(5・0)計764(8・2)

校長氏名 )11 崎昭 ゴ 教頭氏名

1 .沿革の概要

日行22.4. 1 学制改革により七生村立中学校を

役場庁舎内に設置。

5.15 七生村役場を仮校舎として開校式

挙行-2部授業で発足

昭23.2.15 七牧村南平1944番地に七生中学校

敷地決定地鎮祭を挙行。

9. 4 新校舎完成、当日より授業開始。

昭32.12.1 P T A結成第 1会総会を挙行。倉IJ

立十周年の記念授業典及ぴ校歌制

定の発表を挙行。

昭32.2. 1 日野町立七生中学校と校名変更

昭37.7.31 プール聞きを挙行。

昭37. -39 鉄筋 3階3教室 ・6教室完成。

昭41.7. 1 体育館落成。

昭42.11.33 創立二十周年記念式典挙行

昭45.3.31 鉄筋防音校舎九教室完成。

4 -9七生中学校に三中分校設置。

昭46.3.31 第二期防音鉄筋校舎完成。

8.24 プール浄化装置 ・更衣室完成。

Hf{47. 3.20 観察用水槽完成。

5.22 訪問学級開級式。

昭50.5.22 南校舎西側 (4階)増築工事完成。

訪問学級教室完成。

7. 1 地番変更日野市南平 6-7 -1 

昭52.11.3 創立三十周年を祝う会挙行

昭54.9.30 校庭、運動場改修工事完了。

昭57.3.31 社教による夜間照明工事完了。

昭58 4. 1 心陣学級開設(2教室改造)

5. 心陣特別教室完成。

HN59. 5. 校庭南フェンス改修(歩道完成)
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)内は心陣 ・訪問学級の生徒外数、合計764

野津昭兆

昭59 8. 全教室窓枠アルミサッシに交換 ・

外装吹付け工事実施。

1lf{60. 3. 廊下塗装工事実施。

5. 給食棟(府房・食堂)完成。

昭61.3. 校庭南フェンス(高)延長

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

飯塚節 三 昭22 4-昭25.9 

増 山 '1苦 昭25.10-昭30.10

飯島 一吉 昭30.10-昭37.3 

木村 功 昭37，4 -昭40.3 

芳西幸 三 昭40.4 -昭44.3 

羽崎 一 男 昭44.4 -昭47.3 

高 橋太 一 H召47.4 -昭51.3 

吉 岡孝二郎 H召51.4 -1lf{55. 3 

山本 保 昭55.4 -昭61.3 

川 崎昭 三 昭61.4 -現在

3.地域の環境

学校は京王線より徒歩 7分、中央線豊田駅よ

り南へ15分、浅川にそう静かな位置にある。学

区域は京王線に沿って東西に長く 、平坦部と多

摩丘陵からなり、急速に住宅が増えて来た。生

活環境がよく、生活指導には恵まれている。

学区近くには、高幡不動、 また多摩動物公園、

平山城祉等の文化施設がある。



4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

基本的人権を尊重 し、平和で、民主的な人1-11'1を育成するために、つぎのことを目標とする。

自主 ・敬愛・ 責任・健康

-自ら学ぴ考え 行動しよう 0

.責任と思いやりの心をもとう 0

.健全な心とからだっくろう 。

(2) 中校の教育 IJ標を達成するためのぷ本}jM

o 人権を尊軍し、実践活動を通し て 人I: \Jn l•以かな 11 :従を育成する 。

0基礎的・ 基本的内存を身につけさせるため、11市の継続的研究をすすめる。

0より効果的に教育活動を進めるため、教!':'Iiと11:(，[の心のふれ合いを深めるとともに、教育環境の整

備向上に努める。

0障害児に対する理解を涼めるため、心|咋 .1I}j 1:1]"戸級との交流をはかる。

0全職員の共通理解を深め、あわせて父1:):とのAf!tを街にする。

*心障学級・ 訪問学級のブi~ I ' *

-情緒豊かで、、健康な身体を打てる。

-個々の発達段階に応じて、 言語認識を豊かにTfてる 0

.生活に必要な技能や自分から行動できる力を育てる 0

.お互いをだいじに助け合って働ける人を育てる。

・親密な人間関係を通じて、ひとりひとりの健全な成長と民主的人格の発達をはかる0

.きょう 一 日きてよかったと思える学級にする。

5. 本年度指導の重点

(1) 各教科、 道徳、特別活動

ア .各教科

o基礎的基本事項の指導の徹底と応用力の向上をはかる。

イ. 道 徳

0健康で、明るく、 互いに協力する態度を養う 。

ウ.特別活動

0生徒の 自主活動を高め、規律正しい学校生活を通して、心身ともに調和のとれた生徒を育成する。

(2) その他の活動

0集団生活をとおして、 互に協力する態度を育成する。

0生徒理解を深め、個性の伸重をはかるとともに、生活意欲の向上に努める。

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

o諸活動を通じ、生徒の自主性と自治能力の向上に努める。

o基本的生活習慣の指導を通し、中学生としての生活態度を養う 。

イ.進路指導

o自己理解を深め、自分の特性にあった進路を選択するとともに、 自ら|台u.ーしようとする態度を養う 。
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6. 本年度の研究主題

基礎学力の定着 をめざ授業研究

(各，、(:.1f.の特徴 ・発達段階をふまえた研究)

7.本校の特色

本校は浅川 と|珂季それぞれ変化を見せる多摩丘陵にはさまれ、自然環境には恵まれた位置にある 。昭

和 35年頃ま では:純113村であったが、現在は兼業農家数戸残し、ほとんどがサラリーマンの子弟であり、

多摩任肢の北耐の、一戸建新興住宅と 平地郎、北野街道沿いがことな学IXで・ある 。

ノ1:従は IJ月るく、素直で、あり、父母も教育熱心で、ある 。 PTA活動も伝統と新しさをうまく調和して建

設的でぶ欲的である 。

8.その他(教職t1の研究歴)

、阻内¥訳 研究 H 開発委il 現代化委員 研究生

111111奇 附:ー
柳(沢57・英美澄語) 野(沢 I凶!日兆 rf(utu同ff兆

(40・り干↓) 51 ・ ~.~~-) 49 ・ TI~D

2 野村¥ 11 7~兆
大(6谷1・派良遣光 ・技) 天野(53・Wt音l明楽) 大谷(61・良技光術)53・|主|制)

3 天野 敏背 lリl
(41・ 楽)

4 
柳(沢59・英美澄語)

5 
大(5谷9・技良術光) 
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学校名 日野市立日野第三中学校

所在地 日野市程久保 650番地

電 5古 o 4 2 5 - 9 1ー 22 2 8 (代)

)1頃 路 京王線高幡不動下車 百草団地行パスで

高幡台団地下車徒歩 7分

生徒数男530名女485名計1015名

校長氏名 千 葉 慶志 教頭氏名 村田志信

1 .沿革の概要 2. 歴代校長

昭45.4. 1 日野市立七生中学校日野第三中

分校として、七生中学校内で授

業開始。 生徒数26名。 教職員数

12名

昭45.10. 1 日野市立日野第三中学校開校。

七生中学校内で授業。生徒数44

名 教職員14名。百草、高幡の

両団地を学区域にする。

昭46.3. 27 校舎新築工事竣工

4. 1 学区域変更、程久保地区の全部、

ニ沢地区上、中を加える。

7. 1 学区域変更、西部百草団地を加

える。

10. 2 開校式を挙行 10月2日を開校

記念日とする。校章・校歌を発

表。

昭48. 1. 31 体育館工事竣工

昭50.4. 1 第二期校舎増築竣工

昭54.4. 2 第三期校舎増築竣工

昭55.10. 5 創立十周年記念式典

昭59.4. 1 学区域変更、西部百草闇住宅お

よぴ日本信販西部百草園住宅地

域を除外、三沢中学校区に移す。

昭59.9. 1 第四期特別教室増築竣工 プー

ル管理棟竣工

昭60.3. 31 プール改修工事竣工

氏 名 年月~年月

橋本敏 一 昭45.9 -48.3 

松延耕作 ag48. 4 -53.3 

田中引明 昭53.4-56.3 

長岡 宗 次 昭56. 4 -59:3 

千葉 慶 志 昭56. 4 --現在

3. 地域の環境

本校は日野市南部の多摩丘陵地帯にある。学

区域は住宅公団の高幡・ 百草の両団地、民間分

譲の三井、 電建の諸団地及び在来の程久保、 三

沢の両地区を含んだ地域である。

屋上からは眼下に浅)11が流れ、その北に起伏

に富み緑豊かな武蔵野台地を一望することがで

き、西方遥か富士の秀峰も眺められる。学区内

には都立多摩動物公園、明星大学があり、附近

には百草園、東電学園、帝京大学、中央大学な

どがあって、文教地区を形成している。

4. 教育目標

自ら判断し、責任をも って実行する人となる。

① 基礎学力を充実し、文化を創造する人とな

ろう 。

② 豊かな心を養い、力を合わせて進もう。

③ 若い人らしい気力、体力を養おう。

月

iつd
可

4
A



5. 学校の教育目標を達成するためり基本方針

① 教育目標を学年 ・学級に具体化して経営の充実をはかり、思いやりがあり協調性のある 人格の形

成を目ざす。

② 指導方法の改善、工夫、基礎、基本の重視をとおして生徒の自主性を啓発し、充実した学校生活を

おくらせる。

③ 生徒の自主的、 自律的活動を促すため生徒活動、クラブ活動の経営充実をはかる。

6. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア 各 教科

教材を精選するとともに、ゆとりのある学習 をとおし、自主学習 を促進し、 学習の効率化をはかる。

イ 道 徳

他領域との関連をはかりながら、豊かな心を養い、 自主的判断のもとに、 責任ある行動ができるよ

うに、指導内容をくふうする。

ウ特別活 動

① 小集団を基礎に、個人の自発性をうながし、 学級集団の質を高める。

② 学級・ 学年の活動を母体として、 生徒会活動の充実をはかる。

(2).その他の活動

① 教育目標の具現化をめざして、生徒ひとりひとりの指導にあたるとともに、国際社会の一員と

して、思いやりの精神を養う。

② 諸行事において、計画の段階から生徒の参加場面を設定し、自主、自律的な活動ができるよう

に指導する。

(3). 生活指導 ・進路指導

ア 生活指導

① 学級の基礎の上に立った生徒会活動を伸長させ、組織をとおしての自律ある生活態度を身につ

けさせる。

② 問題行動に対しては、 全職員の共通理解にもとづき、 一致した指導の徹底をめざす。

イ 進路指導

教師・ 生徒・保護者の緊密な交流をはかり、 各学年に応じた系統的、個別的指導の徹底をめざす。

7 .本年度の研究課題

ア. 主題 「生徒が意欲的に取り組む、 学習 と自主活動のあり方」

イ.研究内容

①「自主性を培う 学級活動のあり方」について実践報告研究協議

②授業研究

8. 本校.の特色

。本校は多摩丘陵の高台に位置し、南には雑木林が接し、四季おりおりの樹木、小鳥のさえずりを

楽しむことができ、自然環境に恵まれている。

0 開校15年目で、市内で最大の学級数 (28)、学区域の小学校は、潤徳小、高幡小、百草小、程久保

小の 4校ある。
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0 開校以来、「自ら判断し、責任を持って実行する人となる」の教育目標の共呪をめざし、 全教育活

動を通じて、生徒の自主性の育成に努めている。

0 団地、分譲地を主体とした地域で保護者の約 3分の lが技術的、管理的な職業に従事 し、 子弟の

教育に寄せる関心は大変高い。

8.その他(その他教職員の研究歴)

¥N内n"'-訳 中央研 ・海外派遣 研究員 開発委員 研究 生

千 葉 慶;ι(56 中) 福田慶因 (42 英) f詣 陽臣 (57 f本) 千葉慶志 (46 中)

2 樋~1 快武 (55 海) 大宅 寛 (42 音) 高橋清子 (57 家) 樋口侠武 (54 社)

3 千葉慶志 (56 海) 村田志信 (44 音) 鈴木 渉 (59 音)

4 千葉 慶志 (57 海) 千 葉 慶 志 (45 数) 高見登志子 (61 家)

5 飯島利三 (47 技)

6 高野徐ー (51 美)

7 樋口侠武 (53 社)

8 清 水 賢 司 (57 視)

9 乙 黒 義 夫 (57 国)

10 松 沢 茂 久 (59 特)

11 飯島利三 (60 課)

12 大石文秋 (61 書)

13 鈴木偉生 (61 技)

14 乙黒 義 夫 (62 書)

-139 -



学 校名 日野市立日野第四中学校

所在地 日野市旭が丘 2-42 

電 5古 o 4 2 5 -8 3 -3 905・3906 

)1頃 路 中央線豊田駅下車 徒歩17分

パス(長房団地行、都立工科短大下車 5分)

生 徒数 男507名 女427名 計934名 23学級

校長氏名 立 川 泰司 教頭氏名 安谷 功

1. 沿革の概要

117{47. 8. 21 四谷校舎起工式(工事費19億円。

施工小田急建設)

U日48. 1. 18 屋内体育館着工

4. 1 初代校長 河村俊一郎以下教員

24名発令。開校

7. 2 尾|付体育館完成使用開始

7. 18 

8. 7 

10. 13 

10. 16 

11. 10 

11. 16 

11. 17 

11. 22 

(工費約 4千 6百万円。施工小

社|急建設)

本校シンボル 「泰山木」決定

プール完成(工費2，700万円)

校歌作詞完成

校章決定

教育目標設定

校歌作曲完成(寺原伸夫)

校旗完成

落成式挙行

fI{549. 2. 2 

第一回開校記念目

標準服制定

H百50.

5. 30 

7. 1 

7. 3 

9. 6 

10. 19 

1. 8 

3. 8 

保健室冷房装置取付

増築工事開始

保健室 空気清浄装置取付

駐車ば舗装

玄関コンクリート舗装

体育倉庫、砂場完成

増築完成(校舎 3スパン体育倉

庫、校庭砂場、物置 き機械室)

工費約1.6億円

施工 小田急建設

4. 26 テニスコー ト完成

校庭の校舎側U字溝設置

昭51. 1. 16 図書館開館

日目51. 12. 22 玄関前アスフアルト舗装
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日目52. 4. l 二代校長 山口幸雄発令

9. 13 第三期工事開始(東端 3スパン

美術室を理科室に改造)工事費

9500万円 施工.小田急建設年

度末完成

昭53. 3. 28 校庭|坊球フェンス設置

U{554. 5. 15 校庭東側防球フェンス設置

日目55. 1. 8 仮称第八中学校単備委員会発足

6. 26 校庭南側防球フェンス設置

fI{556. 4. 1 三代校長 花牟礼哲発令

昭58. 4. 10 学校警備機械化に変更

11. 21 創立十周年記念式典校歌碑建立

fI{559. 1. 10 配膳室前アスフアルト舗装

8. l 体育館床の研磨

fls60. 4. 1 四代校長 立川泰司発令

fls62. 1. 17 給食棟建設工事着工

2 歴代校長

氏 名 年月 ~年月

河村俊一郎 昭48.4.1-52.3.31 

山 口幸雄 昭52.4.1-56.3.31 

花牟礼 哲 IIs56. 4.1-60.3.31 

立 川 泰司 昭60.4.1-現在

3.地域の環境

本校の学区は、地形的 ・地質的には北半の洪

積台地(日野台)と南半の浅川ぞいの沖積低地

に 2分されている 。台地部は 2- 3段の段丘状

になっており、その境界は高低差10-20mの急、

崖になっている。



この地域は昭和初期まで、人家はほとんどなく昭和12年、小西六写真工業側(六桜社)、昭和18年

富士電機製造側の進出までほとんど見るべきものはなかった。

しかし戦後にここにも都市化の波が押しょせ、昭和33年多摩平団地入居をきっかけに人口は急増

しはじめた。平山工業団地・ lR豊田電車区、多数の住宅、アハートなど、畑や雑木林をつぶして

設置され学く内の様相は最近15年ぐらいで、いちじるしく変化し、人口が急増した。

4. 教育目標

平和で民i:.的な国家、社会の形成者として、世界にひらかれた日本人の育成をめざし、つぎの目

標を定めます。

(1) 進んで学問し、向ー上する人

(2) 進んで力を合わせ、みんなのために努力する人

(3) 進んで心身を鍛え、やりぬく人

〈学校の教育目標を達成するための基本方針〉

(1) 年間の授業時数を確保し、生徒の思考過程を重視じた授業すすめる。

(2) 生徒の自主的実践的活動を重視した行事の実施、及ぴ学年・学級経営図る。

(3) 家庭の理解と協力をえて、ともに人間性豊かな生徒の育成につとめる。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科・道徳・特別活動

ア.各教科

① 生徒の活動を生かす指導につとめ、自ら進んで、学びとる学習態度を育成する。

② 教材の精選につとめ、基礎学力の充実を図る。

イ.道徳

① お互いの人権を尊重し、思いやりの心を養う 。

② 物を大切にする心を育てる。

③ よく考えて行動し、結果に責任をもっ態度を養う。

ウ.特別活動

① 教師と 生徒、 生徒相互の心のふれ合いを深める。

② 集団の一員としての自覚を深め、協力してよりよい集団生活を営むようにする。

(2) その他の活動

充実した中学校生活を送るために

① 学校行事への取り組み通して、自主的・実践的活動を重視する。

② 教師と生徒のふれあいを重視し生徒一人ひとりの学習や生活の悩みの解決を図る。

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

① 自主的に規律正しい生活習慣を身につけると共に、個人の責任を自覚させる。

② 勤労意欲を向上せき、教育環境の整備・美化に努めさせる。

③ 心身の健康安全に対する意識を高め、事故防止に努めさせる。

④ 集団生活の意義や個人の果たす役割を理解し、集団の質高める態度養う 。

イ.進路指導

系統的な指導に努め、自己理解・情報の分析を通し、将来の進路を選択する能力と態度を育
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成する。

6.本年度の研究主題

生徒の学習(教科 ・行事など)意欲を高めるために、どう指導の手立てを考えるか。

7 .本校の特色

(1) 教育活動

各領域の調和に心掛けつつ、校風を発展させる意気に燃えている

ア 授 業 校内研究を泌め、 111寺|間111寺聞を大切にする授業打切りをさけ、まじめな学習態度を

育てる 。

イ 特別活動 学級活動 ・生徒会活動 ・クラブ活動と 学校行事の調和をめざし、時間を厳守 して活動

し、自発、 自律心を育てると共に感動する体験を多くするように努める。

(2) 授業研究の推進

-r!iの学校教育の指導目標にのっとり授業研究の推進に努める 。

(3) 父母との連携

学校通信 (学校のようす、 生徒の創作)を毎週2-3国家庭に配布し、 学年 ・学級通信と合わせて共

通理解 ・共通指導に努める。

(4) 美化緑化の推進

校樹(泰山木)を育て、緑多く美 しい学園の環境整備に努める。

(5) 勤労体験学習の推進

学校行事を通して、特に、全校清掃の 日々の実践から 、自ら気付き考え ・実行する力を育てる。

8. その他(教職員の研究歴〉

:RC 研究 員 開発委員 ・現代化委員 研究生

立川 泰司 45年特活 高橋清子 57年家庭

2 安谷 功 50年 :持活

3 田中栄一 45年国語

4 高橋 清子 61年家庭

5 原田憲一 62年技術
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学 校名 日野市立三沢中学校

所在地 .日野市三沢25番地

電 五舌 o 4 2 5 -9 2 - 5 0 1 7・50 1 8 

)1頃 路 京王線百草園より西へ徒歩10分

高幡不動駅より東へ徒歩12分

生徒 数男519名女476名計995名

校長名綿 i;I _j正己 教頭臼 田重孝

1 .沿革の概要'

昭51.9.18 仮称 5中学校校舎起工式

昭52.2. 1 初代校長 古川 豊発令

4. 1 日野市立三沢中学校開校。教頭以

下教職員22名発令。

4. 6 始業式 (2年156名、 3年147名)

4. 7 第 1回入学式 (1年188名、全校生

徒491名)

9.16 第 1回開校記念日

昭53 3.22 第 1回卒業式(男80名女66名)

4. 7 第 2回入学式(男109名女85名)

昭54 3.19 第 2回卒業式(男75名女88名)

4. 8 第10回入学式(男169名女170名)

24学級教職員55名

昭62 3.20 第10回卒業式(男174名 女169名)

4. 1 三代校長綿引正己発令

4. 7 第11回入学式(男173名女142名)

23学級教職員55名

3. 地域の環境

本校は、京王線、の高幡不動駅と百草園駅のほ

ほ、中間の北側にある。学区域は京王線に沿って

北は浅川までの平坦部、南は多摩丘陵からなり、

環境に恵まれ、高幡不動尊、百草固などの名勝

4. 7 第 3回入学式(男111名 女91名) がある 。

昭55 3.18 第 3回卒業式(男93名女91名)

4. 8 第 4回入学式(男107名女105名)

昭56 3.20 第 4回卒業式 (男105名女86名)

4. 6 第 5回入学式 (男131名女94名)

昭57 3.19 第 5回卒業式 (男108名女95名)

4. 1 二代校長 降篠経雄発令

4. 7 第 6回入学式 (男137名女109) 

昭58 3.19 第 6回卒業式(男110名女108名)

4. 7 第 7回入学式(男107名女122名)

18学級教職員35名

昭59 3.19 第 7回卒業式(男130名女95名)

4. 1 校舎増築、給食室完成

4. 7 第 8匝入学式(男174名女161名)

昭60 3.19 第 8回卒業式(男136名女102名)

3.31 西側第二グランド完成

4. 8 第 9回入学式(男171名女153名)

昭61 3.20 第 9回卒業式(男110 女119名)

3.31 前庭、中庭緑化完成
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4. 教育目標

① みずから学ぴ、真の学力を身につける人

聞に育てる。

② 心豊かで、、みんなと協力できる人間に育

てる 。

③ からだをきたえ、健全な心身をもっ人間

に育てる 。

教育 目標に達成するための基本方針

① 授業を大切にし、教材ならぴに授業研究

にとにくむ。

② 生徒と接する機会を多くもち、生徒理解

をi菜める 。

③ りっぱな校風を築き、教育環境を整え、

職員は和をも ってこれにあたる 。

5. 本年度の指導の重点

(1)任教科



0基礎学力の充実のために、教材を精選し、系統化して学習の効率化をはかる。

o主体的かつ素直に学ぶ態度・習慣を身につけさせる。

(2) 道徳

0ひとりひとりの人権を尊重する人間に育てる。

0 きまりを守り、集団や社会の一員として自覚し、行動する態度を伸ばす。

(3) 特別i舌動

0自主性を育て、堅実な思考力と豊かな文化的創造性を育成するために、教師と生徒が一体となって

発表の場や機会を作る。

その他の活動

o教育相談、学力補充を精力的にすすめる 。

0生徒の自主性と仲間との協力や規律ある集団の習慣を養うため、クラブ活動を盛んに行う。

(4) 生活指導

0 りっぱな校風と伝統を築き上げるため

o規律ある集団づくりを進める。

0積極的に環境づくりにとりくむ。

o普・悪・理非のけじめを自覚させる。

(5) 進路指導

0自己理解を深め、進路選択の能力を養うように各学年に応じた系統的指導を実践する。

o学級指導における進路学習を位置づける。

6. 本年度の研究主題

生徒の学習意欲を高める授業の工夫

7 .本校の特色

本校は開校以来10年が経過し、教職員の努力と地域、父母の協力により学校の基礎が確立されたとこ

ろである。施設の面では、この 2， 3年の聞に校舎増築、給食施設の完成、第二グランドや前庭、中庭

の完成など一段と充実をみた。

教職員は常に和の精神を堅持して当面する多くの問題を解決し、教育内容の充実を図ってきた。特に、

生徒一人一人の個性を伸ばし能力を開発するために厳しい中にも明るく伸びやかな雰囲気を大切にしい

てる。その中で白から考えさせ、自主的な行動のとれる生徒の育成をめざしている。このことを可能に

するため、授業研究、行事の充実、生活指導のための校内研修を重視している。 生徒は素直であるが、

目的意識が不十分であり、集中力に欠ける面がある。 父母は教育熱心で、協力的であり、父母と教師の

会の活動も活発である。
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8.その他(教職員の研究歴)

教育研究 員 開発委員等 道徳助言研

綿引 正己 (44教育方法) 綿引 正己 (51.英語現代他) 綿 引 正 己 (57)

臼田重孝 (32.特活) 熊谷静一 (理現代他) 中根 勉 (62)

佐 藤禎麿 (33. 音) 中根 勉 (61 社会開発)

西村美紗千 (41.音)

角川宣子 (50.給食)

広瀬 昭 (52.英)

中根 勉 (56教育課題)
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学校 名

所在地

電 5舌

}I頂 路

生徒数

校長氏名 長谷川辰美

1. ~f}革の概要

H{{55. 2. 1 初代校長 長谷川辰美着任

4. 1 日野市立大坂上中学校開校

教頭以下教職員37名発令

4. 7 始業式(2年214名 3年235名

心陣15名)

4. 8 第 1回入学式男144名女128名

心陣2名

5.15 校舎・校庭工事完成

6. 6 体育館工事完成

6.28 プール工事完成

7.12 落成式挙行

8.11 生徒標準服・校章・校旗制定

11. 1 体育館椴帳、暗幕工事完成

11. 8 校歌制定

校章、校旗、校歌発表会挙行

昭56. 3. 9 第 1回卒業式

男130名女114名

4. 7 第 2回入学式

男128名女134名

心障12名

昭57. 3.)9 第 2回卒業式

男112名女110名

4. 7 第 3回入学式

男123名女102名心障 7名

昭58. 3. 9 第 3回卒業式

男148名女144名

3.31 理科室、食堂、図書室、美術室

普通教室 4完成

4. 7 第4回入学式

男151名女118名心障 5名

昭59. 3.19 第 4l副卒業式

日野市立大坂上中学校

日野市大坂上 4-17-1 

o 4 2 5 -8 3 -9 7 5 5 ~ 6 

中央線日野駅下車徒歩12分

男466(7) 女459(6) 五十925(13) 

)内 心陣学級生徒数

教頭氏名 小 高 辰 雄
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男142名女143名

昭59. 4. 7 第 5回入学式

男166名女151名心障6名

昭60. 3.19 第 5回卒業式

男127名女130名心障 4名

4. 8 第6回入学式

男132名女152名心|埠 4名

昭61. 3.20 第 6IFI卒業式

男150名女120名心|埠 5名

4. 8 第 7回入学式

男173名女163名心陣 5名

昭62. 3.20 第 7回卒業式

男166名女154名心障 6名

昭62. 4 7 第 8回入学式

男161名女146名心障3名

2.歴代校長

氏名 | 年月~年月

長谷川辰美|昭55.2.1-現在

3. 地域の環境

現在地は日野の発祥の地として知られている。

また、関東ローム層の日野台地に許り、昭和11

年日野工場地帯の中に設立された神鋼電気附の

あと地に新設された中学校である。

学区内に日野自動車側をはじめ中小工場も多

く、また実践女子大学、日野台高校と隣接して

おり、教育環境もよい。

近年、学区域は、住宅化が進んでいる。 学区

内に市役所もあり、朝の多摩川、タの富士の眺

めは、教育環境を特に引立てている。



4.教育目標

進んで自己を開拓し向上しつづける人になろう.。

① i よく考え進んで、学ぼう。(知性)

② 思いやりの心をもち、他につくそう。(敬愛)

③ 心身を鍛え、全力でやりぬこう 。(健全)

5.木年度の指導の重点

(1) 芥教科 ・道徳・特別活動

ア. 件教科

忠与力や』正しい判断}jを身につけさせるために

.基礎学力の充実をはかる

-生徒自ら学考える態度を育てる

イ. 道徳

社会の一員としての自覚を高め、正しい判断力と思いやりの心を合・てる。

ウ.特別活動

自主性を尊重し主体的な実践活動を通じて社会性の育成につとめる。

(2) その他の活動

・充実してゆとりのある生徒会・各種委員会の活動を推進する。

・生徒と教師、生徒相互の好ましい人間関係を育てるよう学年 ・学級の諸活動の充実につとめる 。

(3).生活指導・進路指導

ア.生活指導

・学級の小集団を基盤として学級学年、全校集団の質を高める活動を推進する。

(生徒の組織的活動)

-生徒に責任の所在をわからせ、自分で解決していく力をつけさせる。

(教師集団の基本姿勢)

イ.進路指導

・個々の能力、適性を把握 し、進んで‘将来の進路を選択する能力を育てる。

6.本年度の研究主題

(1) 基礎学力の定着をはかるための指導

(2) 生活指導の充実

7. 本校の特色

本校は各方面の理解と協力により作られた近代的な設備の整った開校 7年目の学校である。校舎内は

非常に明るく、校庭には樹齢初年度の桜、ヒマラヤスギが生え、校門には樹齢 100年ともいわれる棒

がそびえ、教育環境は最適で‘ある。日野台高校と隣接し、生徒は高校生活を窓ごしに見て生活している。

開校以来、地域社会 ・家庭と協力して子どもの長所を生かし、本校の土台 ・基礎固めに全校教職員が

力を結集して指導にあたってきた。教職員の新しい校風をつくる意欲や父母の学校への期待・協力によ

り、おちついた雰囲気のある学校となり、子ども達の意欲的に活動する姿のある、学校となった。58年

度より学校給食が始まり 396名入る食堂が完備しており、各地よりの参観者が多い。

また、心陣学級設置校として、教育内容の充実に努めている 。幸にして在学する生徒達のー人ーー人が
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明るく生き生きとした姿で学んでいる。

61年度は ①研修会や授業研究を通じて指導技術を高め、授業の充実をはかり ②生徒会活動を重視

し、計画的に育成して生徒の自浄能力と意識をさらに高め ③生活環境を全校をあげて整備し、安全、

清潔、静粛な学校の維持、向上につとめていく方針である。

以上のことを通じて教育目標に示された思いやりの心もち、他につくす心情をもっ生徒の育成を図っ

ている。

8. その他(教職員の研究歴)

¥1入内訳 研究員 現代化委員 研究生 その他

l 小高 理辰雄科 小高 辰雄科 小高 徳辰雄助
(36 JAH) (38 理) (56道 言)

2 
宮(3田7 和学子活) 村(上51 敏音雄楽)

3 内(田 耕特一郎
41 ~~ i舌 )

4 
武(藤42 社光哉) 丸(5山2 数尚夫学)

5 六本木 茂メ~
(45 社)

6 
村(4上7 敏音雄楽)

7 田熊 祐主弓旦-
(49 数)

8 加藤 進常路光
(49 :ì1t~) 

9 
丸(4山9 進尚路夫) 

10 
鈴(木54教良育課身題)
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学校名 日野市立平山中学校

所在地 日野市平山 4丁目 21番地の 3

電 話 o 4 2 5 - 9 3 - 3 0 1 5・3016 

11頃 路 ]R豊田駅下車 徒歩 18分

生徒数男子436名・女子431名・ 計867名

校長氏名 高木宏文 教頭氏名 ~T 川好 古

、1
l

'

i

・・E酌，・・・
e

・・・・・
'
z
-
-
-
-
a
E劃

EE--・曹・
・・・・・・・
・2

・・2
・

1.沿革の概要

昭55.6. 14校舎建設工事着工

8. 25給食室建設工事着工

12. 15プール建設工事着工

12. 26体育館建設工事着工

昭56.2. 1初代校長 河野寿忠着任

3. 26校舎使用開始

4. 1開校。乙戸教頭以下教諭29、

主査 1、市職員11名着任。

5. 11アラームシステムによる自重力警備

開始。

5. 19校庭造成工事終わる。

5. 27プール完成。

7. 15東テニスコート完成。

8. 21体育館完成。

9. 21西テニスコート完成。

12. 25校旗完成。

昭57.1. 7校歌完成。

2. 6校歌、校章発表会。

3. 1中国日本語教師団の来校。

4. 11学校スポーツ開始。

4. 23家庭教育学級開講。

昭58.1. 24平山中 PTA規約成立

2. 8体育館自動警備設備工事完了

4. 1第二代校長 川崎昭三着任

昭60.11.30校庭南側防音工事完了

昭61.4. 1第三代校長 高木宏文着任

2. ~f \:校民

氏 γ『 年月~年月

i"f 型1- N¥ "心 fl~{ 56 . 2 -58. 3 

) 11 山咋 II{{ 1I{{58 . 4 -61. 3 

刈 木 宏 文 1I{{61. 4 -現在

3.地域の環境

多摩丘陵北麓にひらけた低地に学校がある 。

校舎南側にある校庭の目先きを京王線が走り、

校舎北側は、堤防道路をへだてて、浅川の河川

敷につながっている。 も緑豊かで、自然環境には恵

まれている。

学区域は、東西の最長部分が約 2. 3 km、南

北が約 1. 5 kmにわたり、学校は学区域の最も

北東部に寄った位置にある。

近年、都市化の進行に伴ない、ベッドタウン

のたたずまいを濃くし、人口の急増が見られた

地域である。父母の教育への関心度は極めて高

し、。

4. 教育目標

o考え、工夫する人。

(主体性のある人聞の育成)

o協力し、進んで働く人。

(社会性のある人聞の育成)

0自然や人々を大切にする人。

(人間性豊かな人聞の育成)

o 心身を鍛え、やりぬく人。

(健康な人間の育成)
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5. 指導の重点
‘‘..  ー・

(1)各教科

わかる授業、楽しい'予習を展開するための工夫や努力をし、基礎学力の充実を凶るごとにより、 tt:
徒がゆとりをもった自 主的学習態度を身につけられるようにする。

(2) 道徳 、“、.，

温かい人間を基盤として、他人を理解し、尊重する心情の育成を図る。

物事を自ら正 しく考え、 客観的、合理的な判断に基つ‘ι、て、 意欲をも って実践する能力、態度を養

つ。

社会の一員としての基本的な生活習慣、生活態度を凶る 。

(3) 特別活動

生徒会活動、クラフ持活動への参加の意欲を高め、これらの活動を通して、連帯の精神と責任感及ぴ

実践力 を育成する。

学校行事への参加を拡充させることにより、 奉仕や他人に対する思いや勺の心情の育成を図り、物

事を計画的、組織的に進める能力、態度を高める。

(4) 生活指導

望ましい習慣や生活態度を育てる日常の指導を徹底する。

指導体制を整え、全職員が一致して指導にあたる。

一人一人の生徒との心の交流を深めるとともに、集団活動による相互規制により、問題行動の予防

に努める。問題傾向は早期発見に努め、家庭や学校聞はじめ関係諸機関との連絡を密にし、 早期指導

の徹底を図る。

(5) 進路指導

3年間を見通した進路指導の計画をたて各学年各生徒に応じて、系統的な指導を実施する 。

自己の特性を知り、その伸長に努め、適切な進路を選択できる能力を育てる。

(6) そのf也の活重力

学校行事及び学年の諸計画を自主的に取り組むよう指導を推進する。また生徒会活動をもり 上げ、

学校生活の向上を図る。

個人的な悩みや不安を解消し、意欲を高めるため、個人面談、進路相談をすすめる。さらに教科学

習の質問教室、学力補充指導の実施に努める。

6.本年度の研究主題

生徒をとりまく環境を整え、わかる授業を展開し、「意欲的、 自主的学習態度を育成する」

7 .本校の特色

開校 7年目の学校である。生徒も教職員も「学校へ来るのが楽ししりといえる学校を目指して、下記

事項に重点をおき、事に当っている。

o生徒をとりまく環境を整え、すがすがしく、活気に満ちた学校にする。

。 「勉強しようとする意欲に満ちた生徒がいてJr生徒のために力一杯やろうとする先生がいる」 学校

にする。
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8. 教職員の研究歴

¥Na内¥訳 研究員 現 代 化 研究生 開発委員等

川(端38 祐保輝体)
三宮恒 男

(和都研問60特孝活) 和(6田2特孝活動)(49 耳里)

2 
阿(4部3 晃美一) (5高1木特活宏文) 

3 
高(4崎3 雅1'1'.1)子

上原純子
(52 国)

4 尚(4木6 技正) 文;

5 
三(浦46 義技次) 

6 三富恒 男
(48 理

7 江(川 好古) 
48 理

8 
北(5原7 景特昭活)

9 
和(5田8 特孝活)

10 コ浦 数賢治) 
(59 

11 益田 志郎障
(60 心)
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